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　空巡めぐる三つの太陽と月の輝かがやきを跳はね返す力を〈煌キラ〉と呼び、〈煌〉によって奇き跡せきを起こす者を〈星〉と呼ぶ。〈星〉の産出国として有名なレドレリカには〈星〉たちの学舎である星団は数多いが、中でも〈導みちびきの灯ひ〉は名門として名高い。

　そんな〈導きの灯〉の中庭にて、〈煌〉により中庭の中空に表示された氏名と順位表を見上げ、二人の〈星〉の少年が話している。黒地の一部に白いラインが入った、揃そろいの制服に身を包んだ周りの生徒と比くらべると明らかに血色がいいが、その表情には暗い翳かげりがあった。

「またディガンが一番か。あいつ、本当に空気読めないよな」

　ディガン・マキナウス。二年前に一等星・ベテルギウスの称号を得て以来、勉学でも実戦でも首位を守っている天才少年の名を、彼より少し年上の二人は憎にく々にくしげに口にする。

「名家の出でもないくせに、出しゃばって。〈導きの灯〉に入団できただけで僥ぎよう倖こうだろうに、シリウスの称号をあいつにだって？　冗じよう談だんじゃない、称号の格が下がる。全く、何もかも戦争のせいだよ」

　北部大陸バザルトーンを統一し、南部大陸アレンディへの侵しん攻こうを始めたギガンスティ帝国によって引き起こされた南北大戦は、年々南部側の旗色が悪くなっている。アレンディの最北端にあるレドレリカには幾いく度どとなくギガンスティの〈星〉たちが攻め寄せており、〈導きの灯〉の教師陣じんも次々と前線に送り込まれていた。

「でも、学徒出兵の前振りだって、この間父様が言ってた。おだてられていい気になったところで、最前線に突っ込まれて死ぬのがオチ……」

　明らかに周囲を意識しながら大声でしゃべる、少年たちの声が止まった。

　彼らのすぐ側に立ち、露ろ骨こつな嫌いや味みを耳に注そそぎ込まれていた黒くろ髪かみの少年が不意にこちらを向いたのだ。冷たく見えるほどに整った顔の中、ひときわ目立つ切れ長の瞳ひとみが鋭するどく輝いている。

「な……なんだよ、怒ったのか、ディガン」

　及び腰ごしのまま、少年は虚きよ勢せいを張った。

「俺はただ、かわいそうなお前に忠告してやろうと思っただけだ!!　持ち上げられているのも今のうちだ、この戦争が終われば、お前なんかすぐにお払い箱なんだからな!!」

　震ふるえ交まじりの脅おどしを聞き終えてから、ディガンは数度まばたきをした。そしてさも申し訳なさそうに、こう言った。

「生あい憎にくと、オレ様は人間の言葉なら堪たん能のうだが、豚ぶたのしゃべる言葉はよく分からんのだ。貴様らより優秀だとあそこに表示されている身で悪いが、まずは豚の言語を教えてくれないか？」

　絶句した少年を含ふくめ、周り中から突き刺ささる視線を物ともせず、傲ごう岸がんに笑う。赤味を帯びた〈煌〉がディガンの全身をうっすらと取り巻き始め、野や次じ馬うまたちがいっせいに後ずさった。

「そもそも豚の言葉を借りるなら、戦況が思わしくないからこそ、オレのような本当に能力のある〈星〉に頼らざるを得ないのだろう？　血筋だけで無能を持ち上げてくれる余裕がこの国にあるうちに、とっとと亡ぼう命めいでもすればいい」

　ぱくぱくと口を開閉させた少年たちは、互いに顔を見合わせる。何か気の利きいた罵ば声せいを浴あびせ返したいのに、とっさの言葉を失っている様子だ。

「とりあえず、『覚えてろ』と言いながら走り去ればどうだ？」

　半笑いで助け船を出すディガンから、少年たちはたまらず眼を逸そらす。捨て台詞ぜりふを探してさまよう眼が、ディガンの背後に彼の〈煌〉とは違う赤を捉とらえた。

「ショ、ショナエルがかわいそうだと思わないのかよ……!!」

　中空に三位として表示された少女の名を聞いて、ディガンがはっと振り返る。それに合わせ、少年たちは急いで去っていってしまった。

　まんまと逃にげられたディガンだが、元々歯し牙がにもかけていない連中だ。追う素そ振ぶりすら見せず、代わりに背後に立っていた細い人影を睨にらみつける。

「──面と向かって話すのは初めてだな、ショナエル・アルケイシア。名門アルケイシア家のお嬢じよう様さま」

　強い眼まな差ざしを浴び、地味を通り越して陰いん気きな少女の、瘦やせぎすの肩かたがびくりと揺ゆれた。

　散ったそばかす以外は印象の薄うすい顔を、くしゃくしゃに乱れたくすんだ赤い髪が取り囲んでいる。天性の美び貌ぼうをさらに磨みがく努力を怠おこたらないディガンと並ぶまでもなく、彼女が自分の容姿に無関心であることは一目瞭りよう然ぜんだった。

　ショナエルの関心事はただひとつ。自分の成績のみ。

　名門アルケイシア家の令嬢であり、〈導きの灯〉に入団して以来首位を守り続けていた彼女が王座から転がり落ちたのが二年前。暗あん黙もくの了解として存在していた血筋による補正が、長引く戦火の影えい響きようで消え失せた時からだ。

　それでもこの女、五番以内から落ちたことはないんだけどな……と考えながら、ディガンは片かた眉まゆを上げて侮ぶ蔑べつの表情を作った。

「以前から、お前の視線を感じてはいたんだ。言いたいことがあるのなら、はっきり言えばどうだ？　できれば人間の言葉でな」

　わざと煽あおるような言葉を選び、冷ややかにショナエルの反応を観察する。

　泣いて逃げ出すか、開き直って怒り出すか。臆おく病びようで引っ込み思案な彼女のことだ、どちらかだと思っていたが、ショナエルはずいっと一歩足を踏ふみ出してきて、

「どうやったら、あなたみたいに優秀な〈星〉になれるのか教えて!!」

　悲鳴のように叫さけぶと、細い指先のどこから出るのかというような力で、ディガンの制服の胸元を握にぎり締しめる。

「がんばってるのに、がんばってるのに、だめなの、一番を取れない、またお父様に怒られる!!　どうすればいいのか教えて、お金ならなんとかするから、お願い、お願い……!!」

　眼の端はしに涙をにじませ、必死の形ぎよう相そうで懇こん願がんされてディガンは慌あわてた。

「お、落ち着け、馬ば鹿か、やめろ!!」

　泣いて逃げ出すのならとにかく、泣いて頼み込まれるなど予想外もいいところだ。美貌と才能に恵まれすぎた孤こ高こうの天才少年は、がむしゃらに懐ふところに入ってこられるなど初めてで、どうしていいのか分からない。

「とにかく泣きやめ、オレ様が泣かせたと思われるじゃないか、ほら……」

　人目など気にする性格ではないくせに、適当な言い訳を並べながらショナエルの肩を摑つかんだディガンははっと息を吞のんだ。

　ゆっくりと顔を上げたショナエルは、彼の望みどおり泣くのをやめていた。代わりに、ぞっとするほど荒すさんだ笑みを浮かべていた。

「私って本当に無能だよね。やっと分かった」

「ショナエル……？」

　気づけば周囲は真っ暗で、あたりには誰もいない。常に三つの恒こう星せいに照らされるこの世界では縁えん遠どおいはずの真なる闇やみが、二人を包んでいる。

「あなたがいると、私は一番になれないの。シリウスになれないの。お父様とお母様に、アルケイシア家に相応ふさわしくない、だめな娘むすめだって言われ続けるの」

　荒んだ笑みが崩れる。初めてまともに話をしたあの日のように、ショナエルは涙眼で懇願を始めた。

「私のことが、好きなんだよね？　ディガン。だったらお願い、お願い……!!」

　最早彼女本人も、自分がどういう感情を抱いだいているのか分かっていないのだろう。泣いているのか、笑っているのか、奇妙に崩れた表情はひどくみじめで、哀あわれだった。

　唇くちびるを嚙かみ、眼を閉じる。まぶたの中の闇に閉じこもり、淡あわい想いを抱いた少女の顔を視界から閉め出した上で、静かにうなずいた。

「分かった」







「馬鹿、やめろ、お前がいなかったから……!!」

　自分の大声で眼を覚ましたディガンは、勢いよく寝しん台だいの上で身を起こした。盛大に顔をしかめつつ、寝汗で額ひたいに貼はりつく前髪をかき上げながらあたりを見回す。

　若干の退色が認められる素そっ気けない壁かべと天てん井じよう。寝台と文ふ机づくえと二つの本ほん棚だな以外は調度品のない、簡素な作り。一見どこにでもある建物だが、強力な〈煌〉による防ぼう御ぎよ術じゆつが張り巡らされているのははっきり分かる。

　間違いなく、ここは〈導きの灯〉の一室──先ほどまでの悪夢の舞台と同じ場所。夢と現実の境界がぼやけ、表情を険けわしくしたディガンだったが、窓の外へと視線を投げた瞬しゆん間かん我われに返った。

　窓まど硝子ガラスに映うつる己おのれの姿は、〈導きの灯〉の制服など着ていないし、少年でもない。瞳も黒ではなく、燃えるような金色だ。

　何より窓の外、広がる黎れい明めいの空の端から、第一の太陽・始し原げんの黎れいが顔を覗のぞかせ始めている。空の羅ら盤ばんと呼ばれる能力により、肉眼に頼らずとも恒星の位置は把は握あくできるが、実際に眼にすると改めて実感が湧わいてきた。

　ここは確かに〈導きの灯〉だが、ディガンがいるのは生徒用ではなく教職員用の部屋で、戦争はとうの昔に終わったと聞く。首元で朝日を受けて輝く二粒の等とう星せい石せきも、それを示している。

「……そうか、もう〈夜の底そこ闇やみ〉じゃないんだな……」

　澄すんだ初夏の空に誘さそわれたように、窓を開ける。ショナエルに乞こわれるまま、二百年の長きにわたり封ふうじられていた闇の世界の名残なごりが、夜明けを告げる風にさらわれていった。

　陽が昇る。夜が終わり、新しい一日が始まる。

　太陽の大いなる力を改めて感じ取ったディガンの口元にも、不敵な笑みを蘇よみがえらせてくれる。

「さて、今日こそは、尻しり軽がる小こ娘むすめ〈太陽〉をオレ様に惚ほれさせる!!　その上で全く相手にせずに喰くらう!!」

　すっかりいつもの調子に戻もどったディガンは、力強く宣言したのだった。
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　南部大陸アレンディの最北端、レドレリカ王国にある〈導みちびきの灯ひ〉の片かた隅すみにて、エリッセ・リトラーユは朝っぱらから危機に陥おちいっていった。

「ふ、ふふ、ついに追い詰つめたぞ、エリッセ……」

　白いものが交まじり始めた濃こい茶の髪かみを振り乱し、中年の男がじりじりと距きよ離りを詰めてくる。すみれ色の瞳ひとみを恐きよう怖ふに見開いたエリッセは、制服が汚れるのも厭いとわず、校舎の壁かべにべったりと貼はりついた。

「ひとりだけ外で自習なんておかしいと思ったら、やっぱりこういうことだったんですね、バルガス先生……!!」

　淡あわい金きん髪ぱつを肩かた先さきで切り揃そろえた彼女は、決して飛び抜けた美少女ではない。団開設当時からほとんど変わらない、伝統的な制服の襟えり元もとで揺ゆれる等とう星せい石せきは六つもあり、〈星〉としても最底辺の六等星であることを示していた。

　だが、血走った眼をして彼女に迫せまってくるのは、〈導きの灯〉の教師である二等星ロージナウ・バルガス。〈導きの灯〉入りして八年間、万年六等星として肩身の狭せまい思いをしていたエリッセを露ろ骨こつに馬ば鹿かにしてきた男の眼は、今や欲望に燃えていた。

「さあ、おとなしく、私のものになるんだ……」

「い、嫌いや……！」

　激しくかぶりを振り、必死に退路を探すエリッセに、ロージナウがぐっと身を乗り出してきた。

「今日こそ逃にがさん！　さあ、私の生も徒のになるんだ!!　そして私のためだけに輝かがやくんだ!!」

「きゃーきゃーいやぁーっ!!　もうこれ以上面倒くさい先生はいらないですぅーッ!!」

　特とく徴ちよう的てきなエリッセの悲鳴に、自信に満ち満ちた詠えい唱しようが重なる。

「そこまでだ中年!!　天空の覇は者しや、太陽が一、始し原げんの黎れいよ！　我が力示す力となれ、我が力示す剣となれ!!」

　突とつ如じよとして物もの陰かげから姿を現した青年の手より、強大な〈煌キラ〉が放たれる。威い力りよくが低い分発動までの時間が短い、ごくごく初歩的な攻こう撃げき術じゆつとはいえ、術者の能力次し第だいではいくらでも強力な術に化けるという好例だ。

　だが、ちょっと強すぎないだろうか。たったひとつの恒こう星せいしか織り込んでいない詠唱とはいえ、込められた〈煌〉が多すぎる。

「きゃあっ!?　ちょ、ディガンさん、やりすぎっ……!?」

　視界を埋うめ尽つくす光からエリッセが顔を庇かばっている間に、ロージナウが「うひゃあああああ」とか叫さけびながら吹っ飛ばされていった。

「やりすぎ？　馬鹿を言うな。やつも腐くさっても二等星だ、この程度の術には耐たえられるだろう」

　黒髪金眼の派手派手しい美青年が、事もなげに断言する。実際彼の言う通り、防ぼう御ぎよ術じゆつの展開が間に合ったらしく、手近の壁に叩きつけられてのびたロージナウに大きなダメージはなさそうだ。

「もっと思いきりやるつもりなら、お前の輝きを使うはずだろう？　なあ？　オレの〈太陽〉」

　これみよがしにエリッセの持つ異能を口にし、笑う男の名はディガン・マキナウス。エリッセの担当教師その二である。

　首元のチョーカーに並んだ等星石は彼が二等星であることを示しているが、実際の能力は全世界に二十一人しかいない一等星と同等以上。──禁きん呪じゆ『暗黒星』を操り、他者の〈煌〉を喰くらう能力を持つ危険人物なのだ。

　おまけに最近、以前とは別方向に変なんだよね……とひそかにため息をつくエリッセの心中も知らず、ディガンは意味もなく前髪をかき上げた。

「それにしても、何度もこのディガン様が撃げき退たいしてやっているというのに、懲こりない中年だな。まあ仕方がない、下等生物は輝きに魅ひかれるもの。このオレ様が認めたほどの輝きであれば、なおさらだ」

「……ええ、まあ、そうですね。私の力は、〈星〉にとっては魅み力りよくがあるものですから」

　万年六等星と蔑さげすまれたエリッセの中に眠っていた〈太陽〉。去年の冬に目覚めた〈星〉に奇き跡せきをもたらす力は、今年の春までは突発的な暴走を繰くり返していた。

　一時は自じ滅めつすら危あやぶまれていたが、夏を迎えた現在は、ある程度安定して使用できるようになっている。

　それと同時に、周囲の態度は一変。ロージナウを筆頭に、生徒も教師もこぞってお近づきになろうと迫ってくる。理由は無論、新たな〈太陽〉の輝きを返せるまでに縁えにしを繫つなぎ、自身の〈星〉としての価値を高めるためだ。

　元々〈導きの灯〉は完全な実力主義で、〈星〉としての能力を一定レベル以上に保たもっていないと追い出されてしまうようなところである。何度も追放リストに入りかけた経験から焦る気持ちも分かるが、長年劣れつ等とう生せいとして馬鹿にされてきた身としては、いろいろ思うところはある。

「私だって、万年六等星を返上できると思って『暗黒星』に手を出した訳ですしね。でもこの〈太陽〉にはずいぶん痛い目にも遭あわされましたし、あんまりにも露骨に手の平を返され続けて、正直ちょっと疲つかれてるんですよね……」

　ふう、とため息をつくエリッセを、ディガンがちらりと見やる。

「ふん、ようやくお前も、優すぐれた者の孤こ独どくが分かるレベルに達したか」

　小馬鹿にしたような言い方は変わらない。しかし、いつもの皮肉とは若干ニュアンスが違うように感じられた。

「……ディガンさんも、その、優れているからこそ、しんどいことが、たくさんあったんですよね」

　二百年前、当時のシリウスだったショナエル・アルケイシアの〈煌〉を喰らおうとして、ディガンは『暗黒星』ともども封ふう印いんされた。エリッセが読んだ本にはそう書いてあった。

　けれど実際には、ディガンはショナエルのために、あえて封印されたという。──そしてそのために、直後に起こった彼女の危機に何もできなかったことを、後こう悔かいしているように見える。

　ディガンが黙だまった。そして、急に話題を変えた。

「ところで小こ娘むすめ、他にオレ様に言うべきことがあるだろう？」

「えっ……、あっ、ああ、ありがとうございます、ディガンさん！　すいません、いつも助けてもらっちゃって」

　受けた恩は返すべし。それが、現在不在の担当教師その一から受けた教えである。普段なら催さい促そくされるまでもなく、素直に礼を述べられたことだろう。

「あの、でも、今、本当にタイミングがよかったんですけど、割と近くにいらっしゃいました……？　ていうか、私がピンチに陥るのを、待ってませんでした……？　そもそも最近の状況を考えれば、いつも側にいて下さるほうが効率がいいですよね……？」

　おそるおそる探さぐりを入れてみたが、ディガンはあまり聞いていない様子だ。

「そうだろうそうだろう。危機に瀕ひんした十人並みの小娘のところに颯さつ爽そうと現れ、救ってくれる若く強く美しくかっこいいオレ様。感謝の言葉もあるまい」

　うんうんとうなずくなり、エリッセの肩に腕うでを回して、至近距離からささやきかけてきた。

「で、どうだ。オレ様に惚ほれたか、それとも惚れ直したか、小娘」

「……えー、ええー、えーと、嫌きらいじゃないです、決して嫌いじゃないんですけどね……？」

　ディガンが自他共に認める美形なのは分かっているから、最初はどぎまぎもした。しかし今となっては、乾いたため息しか出ない。

　今年の春先エリッセ目当てに襲おそいかかってきた「マッド・キャンディ」ジャノン・グラスを撃退して以来、ずっとこういう態度なのだ。二言目には「惚れたか」「惚れ直したか」と、うっとうしいことこの上ない。

　どうやらジャノンの顔を褒ほめたことが、「世界一かっこいい」と自称する男の自尊心を傷つけたようなのである。エリッセも好みではないものの、ディガンの容姿には文句の付け所がないと思っているし、強力な〈星〉であることも十二分に承知している。

　残念なのは性格だけだが、その残念さに隠かくされた美点についても、すでに知っていた。

「あの、ええと、あー……まあ、そうですね、好きです。惚れてるかって言われれば、惚れてるのかもしれません」

　肩を抱だいていた指先が、かすかに動く。それに気づかないまま、エリッセは続けた。

「だってディガンさんは、今はとにかく私が本当に困っている時に助けて下さいましたし。案外優しいし、実は細かい気き遣づかいができる人なんだなって、分かってるつもりです」

　知らぬ間に禁呪『不幸の星』を背負わされ、万年六等星として〈導きの灯〉の最下層でいじけていたエリッセの人生を変えてくれたのはディガンだ。彼の操る『暗黒星』は、『不幸の星』を喰らっただけではなく、〈太陽〉の開花にも役立ってくれた。

　それを踏ふまえた上で、問う。

「で、私があなたに完かん璧ぺきに惚れているとして、その後どうするつもりなんでしたっけ？」

　途と端たんにディガンは、傲ごう岸がんな笑みを浮かべてあごを反そらす。

「……ふ、ふん、貴様のような十人並みの小娘を相手にする訳がないだろうが!!　調子に乗ったところで、〈太陽〉ごと喰らうだけだ!!」

「デスヨネー」

　よくそれで、「惚れろ」と連呼できるものだ。惚れるなって言ってるも同然じゃない、と頭痛を覚え始めたエリッセの眼の端はしで、何かが動いた。

　ひっ、と息を吞のんだ瞬しゆん間かん、手首を摑つかまれディガンの背中に回される。彼の肩越しに、のびていたはずのロージナウがよろよろと立ち上がるのが見えた。

「逃がさないぞ、私の〈太陽〉……!!」

　執しゆう念ねんに燃えるロージナウの瞳を、ディガンも好戦的に輝く金の瞳で見つめ返した。

「ふん、来い中年!!　このオレ様が、華か麗れいに息の根を止めてやる!!　ちょっと離れていろ小娘、だがオレ様の勇姿はしっかり眼に焼きつけるんだぞ!!」

「注文が多い!!」

　優しいのか優しくないのか、いまいち分からないディガンに突っ込みながら、エリッセは小走りにその場を離れた。







〈太陽〉の能力を鍛きたえるために、まず〈星〉としての素養を磨みがいたおかげだろう。ディガンとロージナウの〈煌〉がぶつかり合う様は、二人の姿が豆粒ほどにしか見えない距離に離れてもよく分かる。

　幸いと言うべきか、ロージナウが教師の特権を使って授業中に引っ張り出してくれたおかげで、今のところ野や次じ馬うまが集まってくる様子はない。あまりに白熱してくれば、別の教師が止めに入るかもしれないが。

「勇姿、っていうか勝敗は分かるから、これでいいよね……あんまり側にいると、巻き込まれかねないし」

「……お、おい、エリッセ」

「自分で自分の輝きを返せればひとりでも戦えそうなんだけど、それは無理なんだよねえ。ただ〈太陽〉の力を出してるだけじゃ、周りに使われるだけだし。って言っても、使えるのは今のところ、ディガンさんとグラシカル先生と、あとハーシエルくんぐらいだけど……」

「おい、聞いてんのかエリッセ！　万年六等星が、無視してんじゃねえ!!」

「ひゃあっ!?」

　最近あまり聞かなくなったあだ名に、エリッセは慌あわてて振り向いた。そしてもっと驚おどろいた。

　そこに立っていたのは、エリッセと同じ〈導きの灯〉の制服に身を包んだ〈星〉の少年だった。首元のチョーカーには、四つの等星石が並んでいる。

　年もエリッセと同じ、十五歳ぐらいだろう。その年頃にしては背が高いが、出来上がりきっていない体には無理やり上に引き伸ばされたような、思春期特有の危うさがあった。

「えっ、ひあっ、えっ!?」

　友人のリゼインあたりが見れば、「ディガンさんとかとはまた違う、少年っぽい魅力がたまらないよね！」と騒さわぎだしそうな容姿だ。しかし、エリッセの記憶にはない顔である。

　授業をさぼっている見知らぬ生徒に声をかけられる理由など、〈太陽〉を使わせろと絡からまれるか、ただ単に絡まれるかの二択だ。やっぱりまだ『不幸の星』が憑ついてるんじゃ、と疑い始めたところ、眼の前の少年がぶっきらぼうにつぶやいた。

「……そんなに驚くことねえだろ。……久しぶりだけど、元気そうだし、もうあの傷は治ったんだよな？」

「あの傷」という言い方で、エリッセもようやく彼のことを思い出す。

　明るい茶色の短い髪や同じ色の瞳など、よく見れば顔のパーツ自体は記憶と一いつ致ちしているのだ。ただちょっと、輪りん郭かく線せんと縦横比が違うだけで。

「いや、ええと、誰だれかと思ったけど……私の怪け我がの話をするってことは、セス……だよね？」

　自然にあたりに放出された少年の〈煌〉を読み取って、ようやくエリッセも納なつ得とくした。一方のセス・レデリーは、彼女の反応にショックを受けている。

「お前、まさか本当に俺のことを忘れたのか!?」

「だってセス、瘦やせ、いやその、スタイルが良くなったよね……？　だいぶ」

　一見分からなかったのも当然だ。エリッセが知っている同い年の〈星〉の少年、セスは、こんなに細長くなかった。はっきり言えば小太りの、どうにも冴さえない少年だったのだ。

　とはいえ〈煌〉のパターンは同じなのだから、この対応は〈星〉としては失格である。戦争経験者であり、ぬるい世の中になった、と嘆なげき続けているディガンに知られたら、大目玉を頂ちよう戴だいするに違いない。

「か、かっこよくなったから、分からなかったよ」

　どうごまかそうか、という気持ちから、つい「かっこよくなったから」などと付け足してしまうと、セスは小鼻をぴくっとさせた。しかし言葉の上では無関心を装って、

「……俺の見た目がどうなろうと、関係ねえだろ。それより、お前の傷は、どうなんだ。……一応、責任感じてんだから、教えろよ」

「う、うん、大丈夫だよ。だってもう、あれから八年も経たったんだもの。全然痛くないし、平気。セスも、だよね？」

　右みぎ腰こしに残った古傷をそっと押さえながら、エリッセはうなずく。痕あとは残ってしまったけれど、とうの昔に痛みは消えている。

「……だよな。ああ、俺は、お前より傷が浅かったし……別に」

　ほっとしたような、後悔しているような、曖あい昧まいな表情でセスもうなずいた。一度だけお見舞いに来てくれた時と同じ表情を眼にしたことで、あのセスなんだなあと、改めて不思議な感かん慨がいを覚える。

　あれは、エリッセが〈導きの灯〉に入団して初めての昇しよう星せい試験の時だ。〈星〉の等星を左右するその試験の際、セスが暴発させた転移の術に巻き込まれ、エリッセは右腰に重傷を負おった。

　エリッセ同様平均より早い七歳で〈星〉の素養を見出され、〈導きの灯〉入りしたセスは、将来を嘱しよく望ぼうされていた天才少年だった。だが周囲の期待が大きすぎたのか、ストレスで過食に走った彼の〈煌〉は、本人が思うようには伸びなかった。

　一発逆転を狙ねらったセスは、本来三等星以上でないと扱あつかえない転移の術を、六等星の身で使用。しかし移動の始点と終点を〈煌〉で繫ぐはずの術は、『不幸の星』が憑いていたエリッセを巻き込んで大だい爆ばく発はつを引き起こしたのだ。

　セス自身も怪我をしたが、エリッセは彼以上の深手を負った。結局二人とも、その年の試験自体を見送ることになったのである。

　……昔のことを思い出せば思い出すほど、エリッセは会話の接つぎ穂ほに困った。できればもう話したくないのだが、セスにはいっこうに立ち去る気配がない。

「セスも……その、げ、元気、だった？　いいの、授業……、あ」

「……元気な訳ねえだろ。知ってるよな、バルガス先生が、俺の担当教師から外はずれたこと」

　無難なつもりの質問で、最悪の回答を引きずり出してしまった。本来ならロージナウの授業を受けているはずの彼がさぼっている理由など、分かりきっていたのに。

　世に「三等星の壁」というものが存在する。大たい抵ていの〈星〉たちは、四等星までは比ひ較かく的てき簡単に昇星試験に合格するが、三等星にはなかなかなれないのだ。

　特にセスは、初めての試験の失敗が尾を引いたのだろう。エリッセのように万年六等星ではないにせよ、四等星になるまでに何度か試験に落ちている。

　常日頃から「優秀な生徒には優秀な教師が付くべき」と公言してはばからないロージナウは、それが気に入らなかったに違いない。元天才少年の担当教師をやめ、〈太陽〉を追い回すという分かりやすさはいっそ清すが々すがしいが、当事者の身になってほしい。

「う、うん、まあ……じゃあそのストレスで、瘦せ……あっ、ごめん!!」

　だらだらと冷や汗をかきながら、うつむくエリッセをセスが鋭するどく睨にらみつける。

「お前、あんまりいい気になってるんじゃねえぞ」

　冷たい声にびくりと身を竦すくめれば、一瞬セスの眼に後悔が過よぎる。だがそろそろとエリッセが顔を上げた瞬間、表情を隠すように横を向いて吐はき捨てた。

「……元天才少年として忠告してやる。〈太陽〉だかなんだか知らねえけど、俺の中のお前は昔のままの……その、万年六等星なんだからな。ちょっとちやほやされたぐらいで舞い上がってると、そのうち痛い眼を見るぞ？」

　子供っぽい憎にくまれ口は聞き慣れたもの。たった一度の見舞いの時にはしおらしくしていたセスだったが、それ以来顔を合わせればこの調子だった。

　背が伸びようが瘦せようが、セスはセス。以前と、同じ。

「……な、なんだよ、ぽかんとして……そんなにひどいことを言ったつもりはないぞ!?　泣くなよ!?」

　言い返すこともなく、ただまじまじとセスの顔を見ていたら、誤解を招まねいたようだ。今さらの慌てぶりがおかしくて、エリッセはほんのりと笑った。

「いや、まあ、確かにひどいことを言われてるけど、私の扱いって昔からこういう感じだったから……なんか、変わりがなくていいなって」

　幼おさなくして生死の境をさまよう羽は目めになった記憶は払ふつ拭しよくしがたく、元気になってからもしばらくは、セスの〈煌〉を感じただけで腰に痛みが走った。

　だがもう、それも過去のことだ。セスの〈煌〉に過か敏びんに反応しなかったことが、何よりの証しよう拠こ。

「バルガス先生ほど露骨なのは珍めずらしいけど、やっぱりみんなの眼が全然違ちがうんだもの。これでセスにまでお世辞を言われたりしたら、余計にどうしていいのか分からなくなっちゃう。だから、変わらないでいてくれて、嬉うれしいよ。私が今も、〈星〉として劣等生なのは事実だしね」

　今年の昇星試験を見送ったエリッセは、少なくとも来年までは六等星である。〈煌〉自体は五等星レベルに育っている、とディガンなどは言ってくれたが、いずれにせよ九年目でこれでは威い張ばれた成績ではない。

「……なんだよ、余裕ぶっこきやがって」

　冷静に事実を並べるエリッセを、セスは悔くやしそうな、まぶしそうな眼で見てうなった。道を歩けば物が落ちてくる、大事な資料は常に乱らん丁ちようという不幸ぶりで有名だった彼女の落ち着きが気に食わないようだ。

「つまり、昔みたいにいじめてほしいってことか？　変な女！　馬鹿!!　ばーか!!」

「いや、意味もなく悪口を言われたい訳じゃないんだけど!?」

　ディガンさんといいセスといい、私をなんだと思っているんだろう。うんざりしてきたエリッセは、慣れきった〈煌〉の持ち主が近づいてきたことに敏感に反応した。

「やばっ、セス、ごめん、逃げて！」

「は？　なんで」

「じゃあ私が逃げるから！　ごめんね、って、遅かったぁぁぁ!!」

　その場を去ろうとしかけた瞬間、駆かけ寄ってきたディガンの大声が耳をつんざいた。

「おいこら、オレ様以外の男としゃべるなと言っているだろうが、この尻しり軽がる小娘が！」

　結構距離があったはずなのに、さすがの脚きやく力りよくである。この時代の〈星〉は〈煌〉に頼りすぎだ、とぶつぶつ文句を言うだけのことはあるが、感心している場合ではなかった。

「い、いや、セスのほうから話しかけてきたんでっ……て、もう、その言い方はやめて下さいって言ってるでしょう!?」

　なんのつもりか、頻ひん繁ぱんに連呼する「尻軽」なる単語をエリッセは真っ赤な顔で否定した。

「私はただ、あのジャノンとかいう人の顔を褒めただけですよ!?　〈導きの灯〉をめちゃくちゃに破は壊かいするわ、私を殺そうとするわ、あんな人を本気で好きになる訳ないでしょう!?　大体顔だけ見るなら、グラシカル先生とかディガンさんのほうがかっこいいですよ!!」

　グラシカル・アミテージア。エリッセが一いち途ずに慕したい続ける担当教師その一の名を聞いて、ディガンとセスが仲良く不快そうな表情をした。

「……ふ、ふーん、お前やっぱりまだ、アミテージア先生にべったりなのか。進歩ねえの」

「このオレ様より先に、あいつの名を挙あげるとはどういうことだ小娘!?」

　馬鹿にされようが問い詰められようが、グラシカルが絡めばエリッセも後には引けない。

「私の世界の中ではいつだって、グラシカル先生が一番かっこいいんですッ!!」

『不幸の星』を肩代わりさせられた挙あげ句く、殺されかけた。手ひどい裏切りを受けてなお、エリッセが恩師を信じ続けていることはディガンもよく知っているので、苦い声でつぶやくに留とどめた。

「……ふん、そこの小こ僧ぞうの言う通り、進歩のないやつだ。……だがお前は、お前の一番は、それでいい」

　後半よく意味の分からないことを言った後、ディガンの攻撃の標的はセスへ移った。

「しかし、この小僧はお前同様、顔も〈煌〉も十人並みじゃないか。お似合いではあるが、お前は腐っても〈太陽〉であり、このオレ様の生徒なんだぞ。現実を見ることも必要だが、ここまで妥だ協きようすることもないだろう」

「しょ、初対面の相手に、よくそこまで失礼なことを言えますね!?」

　顔を引きつらせて絶句しているセスのほうはとても見られず、まっすぐディガンを見上げて突っ込めば、彼は盛大に鼻を鳴らした。

「直接顔を合わせるのは確かに初めてだが、この小僧のことならよく知っているぞ。セス・レデリーなる四等星の小僧で、中年が担当している生徒。ここ最近、ずっとお前の周りをうろうろしている」

「え？」

　きょとんとしたエリッセとは対照的に、セスは大おお仰ぎように首を振る。

「あっ、いや、俺は、たまたま、偶ぐう然ぜんッ」

　鼻先を赤くし、懸けん命めいに否定するセスだが、ディガンほどの〈星〉であれば他者の〈煌〉への感知力も高い。ということは、セスがエリッセに近づく機会を窺うかがっていたのは事実なのだろう。

「え、セス、もしかして、私の傷のことを聞くために……？　ごめん、気づかなくて」

「……やっぱり、気づいてなかったのか。昔は俺がちょっと近くに行くだけで、びくびくしてたのにな」

　複雑な表か情おをするセスに向かって、ディガンが一歩足を踏み出した。金の瞳が冷たく燃えている。

「追い払う価値もない雑ざ魚こその一として泳がせていたが、いい機会だからはっきり言ってやる。貴様も、貴様の担当教師も、オレ様の許可もなくオレ様の〈太陽〉に近づくな」

　聞きようによっては、相当熱烈な愛の言葉だ。セスもびっくりしたように眼を見開いている。

　リゼインがこの台詞せりふを聞いたら相当盛り上がっただろうな、とエリッセは頰ほおをひくつかせながら思った。だが、自分の立場ぐらいわきまえている。

「全く……セスはただの知り合いですし、昔から私のことを嫌ってるんですから、あんまり変な言い方をしないで下さい!!　またみんなに誤解されるでしょう!?」

　あの事故以来、何度『側に来ないで』と訴うつたえても、『俺はむしろ、お前の不幸に巻き込まれた被害者なんだからな！　やーいやーい、万年六等星!!』と執しつ拗ように低レベルの悪口を言い続けていたセス。彼の〈煌〉を感じ取るだけで痛みがぶり返す、と何度説明してもやめてくれず、グラシカルにこっぴどく怒られてもしつこかったのは、よほど嫌われていたからだろう。

〈太陽〉欲しさに手の平を返されるのも嫌だが、ここでまた変なつつき方をして、いじめっ子に戻もどってもらっても困るのだ。禁止されている団内恋愛の疑いをかけられるのは、もっと困る。

「嫌っている？　ふん、どうだろうな」

　皮肉っぽくつぶやくディガンを無視して、エリッセはセスに視線を向けた。

「あの、ね、セス。この人はえーと、ディガン・マキナウス……先生。何しても目立つ人だから知ってると思うけど、私の担当教師になってくれたんだ」

　ロージナウとしょっちゅう大おお喧げん嘩かをしているディガンのことだから、セスの耳にも入ってはいるだろうが、一応説明しておく。

「……そうらしいな。劣等生の教育のために、劣等教師が呼ばれたって」

「えっ何!?　私何も聞こえなかったけど、セスは何も言っていないよね、そうだよね!?」

　危険な台詞を言わせまいと、エリッセは必死になってごまかした。幸か不幸かディガンは値踏みするような視線をセスに送り続けているだけで、沈ちん黙もくを守っている。

「とっとにかく、この人と会ってから、いろいろ……本当にいろいろあって、何度か死にそうに……いやその、だから、転移の術のことはもう気にしないで。傷はとっくにふさがってるんだもの。セスのことも、術自体もしばらく怖こわかったけど、使いまくられてるうちに慣れちゃったし」

　だからもう、気にしなくていい。

　だからもう、あまり話しかけないでほしい。昔と違って、今の比較的穏おだやかなセスとは友達になれるかもしれないが、ディガンが面倒くさい。

「……もう、どうでもいいってことか。そうか」

　切なる胸の内が伝わったのか、ひと言つぶやいたセスは地面に視線を落とした。ディガンもエリッセの言葉に反応し、古傷が隠された腰付近に眼をやる。

「なんだ、本当にもう慣れたのか」

　わざわざ走ってくる必要もなかったか、と口の中でつぶやくなり、エリッセの右手首を摑み取った。

「なら話は早いな、小娘。このガキはお前のことを嫌いだそうだが、そんなやつに絡まれて、お前もひどく迷めい惑わくしているんだろう？　こいつなんぞとは比べものにならないほどかっこいいオレ様が、特別に転移の術で逃がしてやるぞ、ありがたく思え。そして惚れろ」

「いまいち嬉しくない!!　そして団内での転移の術は禁止ですってば!!」

　セスに絡まれ続けるのも困るが、このままディガンに「惚れろ」「惚れ直せ」と言われ続けるのも面倒だ。どうしたものかと考えていたら、セスが乾いた声で復唱するのが聞こえた。

「──惚れろ？」

　彼の強こわ張ばった顔を見て、エリッセは慌てて摑まれていた手を振りほどく。

「あー、えーと、違うからね！　ただの言葉のあや!!　団内恋愛は禁止だし、ディ、ディガン先生みたいな、……すてきな人が、私を選ぶ訳ないし!!」

　再三繰くり返される「惚れろ」発言の説明を始めると、芋いもづる式にすべてを話す羽目になってしまう。セスには悪いが、彼の等星を考えれば、下へ手たに関係者には加えられない。

「さーディガン先生、行きましょう！　私かっこいいディガン先生が、かっこよく転移の術を使うところを早く見たいなー!!」

　いったん振りほどいた手を逆に取り、眼でディガンに合図を送る。この際転移の術を使ってもいいから、セスを振りきりたい。

　一瞬驚いた顔をしたディガンが、すぐに詠唱を始めようとした瞬間だった。




「そっ、そんなしょうもない女がいいなんて、かわいそうな趣しゆ味みだな、おっさん」




　アイコンタクトを交かわす師弟を睨みつけ、セスが放ったひと言が場の空気を凍こおらせる。

「……おっさん……、だと？」

　ゆらり、と緩かん慢まんに頭を振ったディガンが、恐おそろしいほどの無表情で繰り返した。

　十五歳のセスから見れば、見た目二十代半なかばのディガンは「おっさん」だろう。だが己おのれの美び貌ぼうを誇ほこるディガンに、その手の言葉は禁句だ。

「いや、ディガンさんはおじいちゃ……じゃなくて、きゃーっ、だめっ、セス、この人に年の話は禁止!!」

　二百年間〈夜の底そこ闇やみ〉に封じられていたディガンである。時間の流れの遅い異世界でのことだったので、肉体の加か齢れいは十年分ほどだが、実際の時の流れで考えれば「おじいちゃん」であることに間違いはない。

「──はっ、若さ以外に取とり柄えのない十人並みのガキが言いそうなことだ!!　強く美しく賢かしこいオレ様が、こんな小娘を相手にするはずがないだろうが!!　〈太陽〉の力が目当てだ、それ以外の理由はない!!」

　案の定、怒り心頭に発したディガンはエリッセを放り出して怒ど鳴なり始めた。セスもあまりの勢いに少々及び腰になりながらも、果か敢かんにまくし立てる。

「お、俺だって、昔のことがなければ、こんなのにわざわざ話しかけるはずねえだろ!?ただちょっとは責任感じてるから、おっさんにべたべたされるのは気の毒だと思ってるだけだ!!」

「ちょっと、やめて、やめて下さい二人とも!!」
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　ぎゃあぎゃあ怒鳴り合う二人を諫いさめようとしたエリッセの耳に、無情にも授業終了を告げる鐘かねの音が届いた。鐘突き係の教師の〈煌〉に乗ったその音は、〈導きの灯〉のどこにいても必ず聞こえるのだ。

「マキナウス先生、今度は誰と喧嘩してるんだ？　あの人の術の使い方は、変わってるよなあ。あれだけ大きな〈煌〉を持ってるのに、レベルの低い術ばっかり使いたがるのはなんでだろう」

「バルガス先生とやり合ってたと思ったら、今度は生徒のほうか。でもセスのやつ、バルガス先生に見限られたんじゃなかったっけ？」

　近くの講義棟から出てきた〈星〉たちが、早速遠巻きにしては好き勝手な話を始めている。ディガンとロージナウの派手なぶつかり合いが、彼らの好奇心を刺し激げきしていたのだろう。

「波長が合うみたいだから、二人だけで仲良くしてくれていいのに……!!」

　二人を置いて自分だけ逃げようかとも思ったが、ディガンもセスも「小娘が」「エリッセが」と連呼しているのだ。まずは言い合いをやめさせないと、おかしな噂うわさが広まりかねない。

「やめて、騒がないで、これ以上私を変な風に目立たせないでぇぇぇぇ!!」

　必死に訴えるエリッセだったが、そこへ二人の少女が小走りに近づいてきた。

「きゃーっ、噓うそぉ、あれってセスくんだよね!?」

　何が嬉しいのか、ぴょんぴょん跳はねながら興奮した声を上げたのはリゼイン。エリッセの親友その一は、三つ編みにした黒髪を鞭むちのように振り回しながらエリッセの肩をばしばし叩たたく。

「エリッセ、さっすが親友！　私の枯かれた学園生活を潤うるおしてくれてありがとう!!　セスくんはすっかりかっこよくなったけど、〈星〉としては今が正念場って話だよ？　にもかかわらず、あのディガン先生に突っかかっていくなんて……、青春!!」

　あらゆることを恋愛話に変へん換かんする特とく殊しゆ能力を持つリゼインは、うっとりと頰を染めている。エリッセは激しく首を振った。

「全然違うよ!!　あの二人はさっきから、『こんなやつは別にどうでもいいけど、仕方がないから構ってやってる』って話しかしてないよ!?」

「うん、言葉だけ聞くと確かにそうだなあ」

　はしばみ色の短髪の少女が、ずばりとそう言いきった。親友その二であるタタのストレートな物言いに、か弱いエリッセの心はよく傷つけられる。

「そ、そうだよね、そうなんだよね、タタ……だからさ、お願いだから、ちょっとあの二人を止めてくれないかな……？」

「そうしてやりたいのは山々なんだけど、セスはとにかく、本気を出したディガン先生とやり合うのはなあ。まあいいじゃないか、エリッセに手を出したらあの鬱うつ陶とうしい教師が出て来るぞって、他の連中に知らしめることができただろう？」

　大おお雑ざつ把ぱかつ楽観的に突き放されて、エリッセはますます頭を抱かかえた。

「うう、グラシカル先生、まだですか……？　私一人じゃ突っ込みが追いつかないんです、早く帰ってきて……!!」

　用事は不明だが、昨日からレドレリカ王宮に呼ばれているグラシカルの不在が悔くやまれる。あの人こそ転移の術で戻ってきてくれればいいのにと、願わずにはいられなかった。







　レドレリカ王国の王城、通称真しん珠じゆ城じよう。王宮に仕つかえる優れた〈星〉たちである〈綺き羅ら星ぼし〉により、幾いく重えにも防御術に包まれた威い容ようは、真珠のような光こう沢たくを帯びて艶つややかに輝いている。

　その奥にある謁えつ見けんの間にて、玉座に腰掛けた国王ルトエ・メーセル・ラ・レドレリカは不思議そうな顔をした。

「グラシカル、どうした？」

　ルトエの前に恭うやうやしくひざまずいていた黒髪の青年が、窓の外に向けていた視線を正面に戻しながら苦笑する。エリッセの担当教師その一であり、彼女が深く尊敬するグラシカル・アミテージアだ。

「申し訳ありません。なんだか急に、エリッセのことが気になってきて」

　切れ長の瞳を和なごませ、不ふ肖しようの弟で子しのことを口にすると、ルトエは申し訳なさそうに眼を伏ふせた。

「……〈太陽〉目当ての連中に追いかけ回されて、大変なようだからな。その上に、お前の可愛かわいい生徒をまた危険にさらすような頼み事をして、本当に申し訳ない」

　生まれつきほとんど色素を持たないために、二十代でありながら真っ白な髪を物もの憂うげに揺らして王が謝罪する。だがグラシカルは、あえてのように素そっ気けなく応じた。

「本末転倒というものですよ、陛へい下か。エリッセは国の財産である〈星〉です。あなたとこの国のために働くように、教育されています。国の財源を頼りに生きてきた以上、国の危機において身を挺ていするのは当然のことです」

　受けた恩は返すべし。言葉で、態度で、そういう風にエリッセを育ててきたのはグラシカルである。

　一等星・カノープスの称号を持つ元〈綺羅星〉であり、王の教育係を務つとめたこともある青年には相応ふさわしい回答だったが、ルトエはゆっくりと首を振った。

「……それこそ本末転倒だろう、グラシカル。王である私こそが、国と国民を支えるために存在しているのだから。それに、私は分かっているつもりだ。お前は誰よりも、エリッセの幸福を願っていると」

「……もちろん、エリッセは僕の可愛い生徒です。だからあなたであれ誰であれ、理り不ふ尽じんな理由で彼女を害するのなら容よう赦しやはしません。しかし今回の件は、国と国との問題です」

「国がエリッセを、理不尽な理由で害しようとしているとしたら？　無論我らレドレリカにも、そしてステッセルとヴェストラントにもエリッセを害する意い図とはあるまい。彼らにとっても〈太陽〉は貴重な能力だからな。しかし」

　その時灰色の髪を長く伸ばした男の咳せき払ばらいが聞こえ、ルトエは苦笑して口をつぐんだ。宰さい相しようであり、王の夫であり、一等星・ベガの称号を持つイライアス・ルードラは、何食わぬ顔で無表情に戻る。

「……話が逸それたな。いずれにしろ、私もエリッセも、そしてお前たちも、今年の『星せい合ごう』ではそれぞれに苦労させられる運命にあるのは事実だ」

『星合』という単語に、グラシカルの横にひざまずき、じっと床ゆかを睨んでいた銀ぎん髪ぱつの少年がぴくりと反応した。苦笑いを浮かべているグラシカルはそれに気づかない。

「まさか、『星合』をレドレリカで行う、という条件をステッセルが飲むとは思いませんでしたよ」

「それだけ〈太陽〉、そして『暗黒星』の存在が気になっている、ということだろうな」

　ルトエも苦笑し、軽く肩を竦めた。

〈星〉の頂点に立つ一等星。他の〈星〉と違い、一等星は全世界で二十一人とあらかじめ人数が決まっている。

　その上南北大戦の頃とは違い、現在の平和な世界では、一等星は多分に政治的な色合いを帯びる。かつての大戦の敗者であるギガンスティ帝国が、代々の帝王に贈おくられるリゲル・ケンタウリ以外に一等星の称号を持たないことはその一例だ。

　勝者である南部連合の一員であり、「学徒虐ぎやく殺さつ」と呼ばれる悲劇に見舞われたレドレリカは、最強の一等星であるシリウスを含め五つもの称号を保持している。そしてこの称号を懸かけて一等星が争うのが、三年に一度の『星合』である。

「今さら称号の委い譲じようなど行われるはずもないのですし、茶番は終了……という訳にもいかないのでしょうね」

　手厳しいグラシカルの台詞に、ルトエは小声で「私もそう願いたいのだが」とうなずいた。

　表向き、『星合』は一等星の称号を懸けて争われる。だが実際は、南部大陸最南端に並ぶ二大強国・ステッセルとヴェストラントが順番に主しゆ催さいするただの政治ショーだ。二百年前から、各国の称号保持数は変化していない。

「可能な限りごねたのだがな。機き嫌げんを損そこねるのを承知で、『ギガンスティ帝国の手の者と思おぼしき〈星〉の襲しゆう撃げきを受けた』とも繰り返し訴えた。しかし答えは、『なら、騒そう動どうの種は我わが国で保護する』だ。……〈太陽〉だけでも問題なのに、『暗黒星』についての情報が伝わったのは痛かった」

　ギガンスティにはとうに存在が漏もれている『暗黒星』だったが、とうとう二大強国にまで噂が及んでしまったようなのだ。時間の問題だとは思っていましたが、と、グラシカルは重いため息をついた。

　戦勝国としてギガンスティ帝国を監かん視し下かに置くステッセルとヴェストラントが、互いを蹴け落おとそうとひそかに争っているのは有名な話である。〈太陽〉を、そして『暗黒星』を手に入れれば、確実に相手の風上に立てる、と踏んだのだろう。

「相変わらずの思考回路ですね。三方妥協の結果、今年の『星合』はレドレリカで、ですか。……苦労されたのでしょう、陛下」

「それが私の仕事だ、気にするな。むしろ、ここまでしかやれなくて申し訳なかった。ひとまずエリッセたちを国外に出さずにすんだが、『星合』の結果如何いかんによっては、いかようにも難なん癖くせをつけられる」

　ルトエも重いため息をついた。『星合』主催国としての重責が、いまだ病やまいがちな彼女の肩に重くのしかかっているのだ。

「私はむしろ、これを好機と捉とらえています」

　不意に口を開いたのは、黙って二人の会話を聞いていたイライアスだった。

「グラシカル、お前に頼みがある。お前の生徒である〈太陽〉、ならびに彼女に執しゆう着ちやくしている『暗黒星』は、我が国にとって非常に有利な取引材料になる。『星合』までに、王家の意向に従うようよく言い含ふくめておけ」

「イライアス！」

　王に断りもなしの発言を、ルトエが厳しい眼まな差ざしで咎とがめた。

「私はその意見には賛成しない、と言ったはずだ。わきまえろ」

　ぴしゃりとはね除のけられても、長年彼女の教育係を務めてきた男は平然としたものだ。

「存じております。ですので命令ではなく、頼み事としました。考えてくれるな？　グラシカル」

　無言のまま、グラシカルは頭こうべを垂たれている。石像のように動かない彼を見て、ルトエは食い下がった。

「エリッセはとにかく、ディガンがそのような話を聞き入れるとは思えないぞ。……そして、エリッセは聞き入れるだろうからこそ、そんなことを頼んではいかん」

「私は彼に頼んだ。彼はエリッセたちに頼む。それだけです」

「──お前からグラシカルへ、グラシカルからエリッセへの頼み事には強い強制力が働くと、分かっているくせにか」

　かすかな非難をにじませた声に、グラシカルの淡たん々たんとした答えが重なった。

「かしこまりました、宰相閣かつ下か」

「グラシカル！」

　眼を剝むくルトエに対しても、グラシカルは表情を変えない。こういう態度を取る時の彼が、すでに腹を決めてしまっていることをルトエは経験から知っていた。

「宰相閣下がおっしゃる通り、これは『お願い』です。ですから僕も、お約束はいたしません。あくまで心に留めておくだけです」

　ぐっと奥歯を嚙かみ締しめ、ルトエが黙る。ため息を抑おさえるように口元を覆おおった、その指先の震ふるえを、グラシカルは的確に読み取った。

「それに、陛下。あまりお加減がよろしくないようです。現時点で必要なお話は十分できましたから、詳しよう細さいは追ってご連絡をいただければと思います。宰相閣下、陛下をお部屋へ」

「……いや、まだ話すべき相手が残っている」

　発熱の予感を振り払い、ルトエはグラシカルの隣となりに眼を向けた。

「ハーシエル。今さら言うまでもないだろうが、お前は引き続きシリウスの座を守ってくれ」

　ハーシエル・ディファリア・トールズ。トールズ侯こう爵しやく家けの子息であり、長く空位のままだったシリウスの称号を得た天才少年は、静かに顔を上げる。

「近年我が国への外圧は強くなる一方だ。そしてその中にはいつも必ず、シリウスの称号の件が含まれていた。無論ステッセルとヴェストラントの現在の目当ては〈太陽〉、次が『暗黒星』だろう。しかし、その二つが手に入らないなら、せめてとシリウスを要求してくる可能性がある」

　元々ステッセルもヴェストラントも、一等星の中の一等星であるシリウスの称号を狙っていた。近年〈太陽〉と『暗黒星』という別の獲え物ものも追加されたが、三つのうちひとつでも手に入れたい、と交こう渉しようしてくるのは眼に見えている。

「ひとつ渡せば、やがてすべてを要求されるだろう。そうなれば我が国は、彼らの傀かい儡らいに成り下がってしまう。お前の〈煌〉は、いまだ天井知らずに伸び続けているというではないか。よろしく頼むぞ」

　もちろんです、といった類たぐいの台詞をこの場の誰もが期待していた。本当はシリウスなどないのではないか、とさえ噂されていた幻まぼろしの称号を得るために、ハーシエルが見せた情熱を彼らはよく知っていたからだ。

　しかしハーシエルの答えは予想と違った。

「──ならいっそ、どちらかにシリウスだけでも渡してしまえばいいんじゃないですか。順位がはっきり決まれば、彼らもおとなしくなるかもしれませんよ」

　乾いた声でハーシエルが告げると、ルトエはなに、とつぶやいて絶句した。すかさずグラシカルが注意する。

「ハーシエル、たとえ冗じよう談だんでも、そういうことを言うのはやめなさい。君なら分かるはずだ。今さらあの二国が、相手のほうが自分より上だなんて認めるはずがない」

　シリウスを取られようが〈太陽〉を取られようが、相手国の風下に立つことには絶対に異議を唱えるだろう。下手に片方だけの機嫌を取れば、表面上は紳しん士し的てきな振る舞いを好む二大国の間に、決定的な軋あつ轢れきを生むことになりかねない。

　そうなれば、水面下での蠢しゆん動どうがささやかれるギガンスティの思う壺つぼ。──最悪、第二次南北大戦の始まりだ。

　イライアスも何か言おうとしたが、ハーシエルは素っ気ない態度のまま続けた。

「だって僕には、別にシリウスへのこだわりはないですから。平和な時代で手に入る、最高の勲くん章しようが欲しかっただけですしね。でもがんばってこの称号を手に入れても、僕の女はいっこうに結婚に前向きになってくれないし」

「……僕の」

「女？」

　ルトエとイライアスが、珍しく揃って不思議そうな顔をする。事情を知るグラシカルだけが微び苦く笑しようを浮かべ、ハーシエルは意図的に彼を無視して切り出した。

「国王陛下、僕と取引をしませんか」

　大だい胆たんな発言に、室内に緊きん張ちようが走る。

「グラシカル先生やディガン……先生も優れた〈星〉です。宰相閣下もですね。お三方だって、望めばシリウスの座は得られたかもしれない。けれど年少の僕が持っているからこそ、シリウスを強ごう奪だつしにくいってところはありますよね？」

　ハーシエルは、自分が優れた〈星〉であることを自覚している。想い人へアピールするため、世界で一番強い〈星〉になろうとしたのも事実。

　だが同時に、政治的な色しき彩さいを強く帯びたシリウスの座を射止められたのは、純じゆん粋すいな努力の結果だけではないとも承知している。他国では、一等星は初めから王族のみに与えられると決まっていることも多いのだ。

「……十一歳でそこまで理解しているのか。噂に違たがわぬ、早熟の天才少年だな。末恐ろしいことだ」

　何か言いかけたグラシカルとイライアスを軽く片手で制しながら、ルトエはゆっくりと口火を切った。

「だが、先人が大きな犠ぎ牲せいを払って手に入れてくれた平和を守るためには、今の平和に浸ひたりきっていない人材が必要だ。いいだろう、確約はできないが、話ぐらいは聞こう。お前は何が欲しい？」







　グラシカルとハーシエルが退出した後、ルトエは大きな息を吐いて玉座の背もたれに身を預けた。

「陛下、すぐにお休みを」

「……ああ、そうだな……」

　緩慢なしぐさで立ち上がったルトエに、イライアスが肩を貸してくれる。そのぬくもりをしみじみと嚙み締めていると、微熱に侵おかされたまま歩くのもあまりつらくはなかった。

　謁見の間のすぐ隣にある王の私室に辿たどり着き、寝しん台だいに横たわったルトエは、上掛けをかけてくれるイライアスに話しかけた。

「イライアス。先ほどの、お前の頼み事の件だが」

「出過ぎた真ま似ねをしたことは、謝罪いたします」

　この話題を持ち出されることは予測していたのか、イライアスは迷いのない早さで謝罪してくれた。なんでも率直な男だ、とルトエは苦笑する。

「全くだ。相手がグラシカルたちだったからいいが、今度私に忠言をしてくれるなら、ああいう言い方は控ひかえろ。……お前がせっかく育ててくれた王の威い厳げんを、傷つけるな」

　臣下の前で宰相が自己の意見を押し通せば、命令系統に混乱を来きたす。それはイライアスにとっても本意ではないはずだ。王であるルトエ以上に、彼はこの国を守るためだけに存在しているのだから。

「重ねて、申し訳ありませんでした。今後二度と、このようなことのないようにいたします」

　しかし、とイライアスは言った。

「しかし陛下、恐れながら申し上げます。弟君のことをお考えなら、あなたの代でこの国の礎いしずえを盤ばん石じやくにしておく必要がある。他国と渡り合える材料は多いに越したことはない。トールズ侯爵の子息の件も踏まえ、わきまえて下さい、我が君」

　本当に率直で分かりやすい男だと、ルトエは思った。異母弟のことまで持ち出して、彼が動くのは国益のためだけ。

「……頼りない王で悪いな。迷惑をかけてすまない」

　苦い笑みを深め、ルトエも謝罪した。イライアスが望むような理想の王として生きられたら、このようなやり取りは必要なかっただろうに。

「だが、エリッセたちの件について、これ以上のごり押しは控えろ。彼女たちの力は、他の一等星が束たばになっても勝てないかもしれないものだ。無理を強しいて、反発されては元も子もない」

　まずエリッセたちの件について釘くぎを刺してから、ルトエは深いため息をついた。

「……ハーシエルの願いについては、少し考えさせてほしい。私の体調が持ち直したら、改めて二人できちんと、話し合おう」

　王と宰相の間で事前協議を行うことを言い渡し、彼女は疲れたように寝台に沈しずんだ。

　しかし、イライアスの気配はまだ近くに留まっている。いつもならすぐに出て行くのに、と不ふ審しんに思ったルトエは、不意に胸の高鳴りを感じた。

　もしかして、このまま側にいてくれるのだろうか。だがそう思った瞬間、衣きぬ擦ずれの音をさせながらイライアスが歩き出した。

「……あっ」

　はっと眼を開けたルトエは、いぶかしげに振り返ったイライアスを見て顔を赤らめる。

「……どうされました？」

　その、いつもと全く変わりない態度が、さらに羞しゆう恥ち心しんを煽あおった。上掛けを引っ張り上げ、平静を装う。

「……いや、なんでもない。私が動けない間、お前には王の代理を務めてもらわなければな。悪いが侍じ医いだけ呼んでくれ。少し眠る……」

「かしこまりました」

　さやさやと音を立てながら、イライアスの気配が遠ざかる。

　どうして私は七等星なのだろう、とルトエは恨うらめしく思った。自分に少しでも〈星〉の素養があれば、離れていても彼の〈煌〉ぐらいは感じ取ることができるのに。

　だが現実には、〈煌〉どころか彼の自分への想いさえ、感じ取れない。──信じきれない。

　幼き頃からずっと側にいて、支えてくれた教育係。手厳しさの底にある優しさを、自分への愛情を感じ取ったからこそ、ルトエはイライアスに初めての恋をした。

　だが晴れて夫婦となった後も、彼の態度にほとんど変化はない。そもそも結婚の理由が「現在の政情を鑑かんがみるに、国内の貴族や他国の王族と結婚されるよりは、私と結婚して下さるほうがよろしい」というものだったのだ。

　去年『不幸の星』事件で、イライアスが自分を想ってくれていたことは確かめられた。愛情表現が下手だと分かってやらなければと、何度も自分に言い聞かせた。

　でも、本当にそうだろうか。

　ただの都合のいい思い込みに過ぎないのではないか。

　イライアスの想いが読み取れないのは、ただ単に、そんな想いが存在しないからなのでは……？

「……やはり、少し休息が必要なようだ……」

『星合』の準備に向け、やるべきことは山ほどある。差し当たって、一番の難問である会場の選定をどうしようかと考えながら、ルトエは気だるく眼を閉じた。







　真珠城の廊ろう下かを、いつも通りにまっすぐに姿勢を正してイライアスは歩く。侍医には〈煌〉による通信術で言付けをし、ルトエの元へ向かわせた。『星合』の準備、それにハーシエルの願いについて、仕事は山積している。

　余分なことを考えている場合ではないのに。

「……まだあの男は、私より先に、陛下の体調に気づくのか……」

　当たり前のようなグラシカルの指摘を思い出すと、鉄面皮にかすかなひびが入る。あまりにもささやかすぎるその変化を、眠るルトエにも自分自身にも気づかせないまま、彼はまっすぐに歩いていった。
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　毎年春先に行われる昇しよう星せい試験が終わると、〈星〉たちの緊きん張ちようの糸は切れる。合格した者も不合格だった者も、一様にだれる。

　夏か季き休きゆう暇か前にも試験はあるが、等星に変化がある訳でもなしと、高をくくってしまいがちなのだ。しかし現在の〈導みちびきの灯ひ〉は、昇星試験の直前、あるいはそれ以上に熱く盛り上がっていた。

「『星せい合ごう』を〈導きの灯〉で、かあ……」

　あと五日にまで迫せまった一大イベントの名を、エリッセは誰だれに言うでもなくつぶやいた。

　三年に一度、各国の一等星が揃そろい踏ぶみで行う『星合』のことを、もちろん知ってはいた。一等星であるグラシカルが出場するからだ。

　だが開かい催さい地ちはいつもステッセルかヴェストラント。会場には出場者か二大強国が認めた人間しか入れないため、詳しよう細さいについてはほとんど分からない。

　それが今年はレドレリカで、しかも〈導きの灯〉内に作られた特設会場で行われる。──むしろそれを大たい義ぎ名めい分ぶんにして、他国の王族や一等星たちが噂うわさの〈太陽〉たちを見物に来る。

　そのためにエリッセは、教職員室の隅すみにある来客用の応接ソファにちょこんと腰こし掛かけている。人目のないところをひとりでうろうろしていると、最悪誘ゆう拐かいされるおそれがあるからだ。

〈導きの灯〉の中、それも教職員室とはいえ、油断はできない。

「エリッセ、お茶かお菓か子しはどう？」

　することもないため、中空に虚うつろに視線を投げていると、ひとりの教師が声をかけてきた。授業を取った覚えもなく、今まで会話らしい会話をしたこともない若い女性だ。

「あ、いえ、いいです、もうたくさんもらったので……お昼もさっきいただきましたし」

　テーブルの上に、つまむ物はすでに山ほど用意されている。それらを指して愛あい想そ笑いを浮かべれば、教師のほうは少し残念そうな顔をした。

「何かあったら、いつでも言ってね。私は、あなたの味方だから」

　その、どこかねっとりとした笑顔に口の端はしを引きつらせながら、エリッセは「アリガトウゴザイマス」という言葉を絞しぼり出した。万年六等星の上、女性人気の高いグラシカルの生徒である自分の悪口をひそひそとしゃべっていた彼女の姿については、たぶん忘れたほうがいいのだろう。

「や、やだーもう、有名人って大変！　まあ私は、昔から悪いほうに有名だったけど!!……はあ」

　あからさまな分、ロージナウ相手のほうがまだ疲つかれない気がしてきた。本当にまずい状況なら、自みずから護衛役をかって出た人が動いてくれるとは思うんだけど……と、隣となりの男をちらりと見やる。

「ふふん、ぞくぞくと強力な〈煌キラ〉を持つ連中が集まってきているじゃないか。この時代の連中も、なかなか面おも白しろいことを考えるものだな」

　番犬よろしく隣でふんぞり返っているディガンは、やたらと機き嫌げんがよさそうである。意外な反応に驚おどろいていると、ディガンもこちらの反応に気づいた。

「どうした、『意外なことをおっしゃるディガンさんもすてき』と言いたげな顔をして。構わんぞ、口に出せ」

「前半だけは合ってますね……いや、まあ、意外ではあります。だってディガンさんは、『星合』のことを絶対馬ば鹿かにするって思ってましたから」

「馬鹿にする？　馬鹿を言え。この時代に引きずり出されて以来、オレ様は初めて感心しているんだぞ」

　その表情に含ふくみはなく、遠回しな皮肉のつもりもなさそうだ。

「つまりこの『星合』とかいうイベントは、戦争の代わりなんだろう？　各国の代表が、ルールに則のつとった上で殺し合いをするという」

「殺し合いませんよ、殺人は『星合』でも重大なルール違い反はんですよ!?」

　何を言い出すのかとエリッセが慌あわてると、ディガンは少々白しらけた顔をした。

「やはりか、ぬるいな。だが、おおっぴらに戦う場が用意されていれば、ガス抜きにはなるだろう。〈星〉同士の戦いを制限するばかりでは、闘とう争そう心しんが内にこもるだけだ」

　等とう星せい石せきにより見た目で等星の判別が可能、二等星以上離れた〈星〉同士の戦いは禁止、そもそも〈星〉同士の戦いも基本的には禁止。平和を維い持じするためのルールにがちがちに縛しばられた今の世を、ディガンは「ぬるい」と馬鹿にしてきたのだ。

『星合』には代理戦争の意味合いも確かにある。だから彼の期待は間違ってはいないが、過度の期待は禁きん物もつだ。

「それは……そうかもしれません。でも、私も直接見たことはないですけど、『星合』で行われる試合って基本的には……」

　言葉を濁にごしながら応じていたエリッセは、ぎくっとして黙だまった。

　ディガンの機嫌の悪化を恐おそれた訳ではない。別の大きな〈星〉が近づいてきたのを感じ取ったからだ。







　程なく、エリッセよりもさらに小こ柄がらな人影が、教職員室の味気ない扉をくぐってやって来た。天性の〈煌〉を惜おしみなくあたりに放出するその姿は、自信と喜びに満ちあふれている。

「やあ、こんにちはエリッセ！　どうしたんだ？　元気がないじゃないか!!」

　張りのある少し高い声、明るい笑顔。十一歳の少年なら、当たり前のものである。

　だがシリウスの称号を持つ、孤こ高こうの天才少年となると、いささか認識が違ってくる。

「……あ、う、うん、いろいろあって疲れちゃって……その点ハーシエルくんは、（気持ち悪いぐらい）元気そうだね……？」

　いつもどこか冷めた眼をしたハーシエル・ディファリア・トールズの、全開の笑顔など何年ぶりだろう。二年ほど前にシリウスの称号を得て以来ではないだろうか。

　だがあの時は、今ハーシエルの後ろで物もの憂うげに瞳ひとみを伏ふせている彼の担当教師も、嬉うれし泣きしていたはず。少なくとも、こんな風に感情を押し殺しているような様子はなかった。

「当たり前じゃないか。だってようやく、僕たちのあるべき未来が見えてきたんだから！ねっ、ティリス先生!!」

「……そうね、ハーシエルくん……」

　うつむいたまま、ティリス・エーデは小さな声でうなずいた。

　知らずに見ればエリッセと同年代にしか見えない彼女は、分厚い眼鏡めがねをかけた地味な黒くろ髪かみの女性だ。教師としてはぎりぎりの三等星であり、実は三十代ということを考えると、これ以上〈煌〉が伸びる可能性は低い。

　エリッセとグラシカルとは逆の意味で、教師と生徒の釣つり合いが取れないと陰かげ口ぐちを叩たたかれている二人である。しかしティリスの教育にかける情熱は誰よりも高く、入団当時はごく平へい凡ぼんな〈煌〉しか持たなかったハーシエルの才能を開花させたのは彼女だ。

　そして、そのために異様にハーシエルに好かれ、ついには逃にげ場のないところまで追い詰つめられた、と聞いている。

「あのさ、ハーシエルくん、私に何か用？」

　確かめるべきか、流すべきか。逡しゆん巡じゆんしながら、エリッセはまずそう聞いた。

「いや、顔を見に来ただけだよ。エリッセが、またしんどい思いをしてるだろうなって思ってさ。リゼインとタタにも、様子を見てきてくれって頼まれたんだ。彼女たちは、今はここに入れないからね」

　テーブルの上、山盛りの貢みつぎ物を一いち瞥べつしての言葉は、なまじ嫌いやなことを考えていただけにじんと胸に染みた。

「ありがとう……ハーシエルくん。絶対ティリス先生にいいところを見せようって思ってるとか、たぶんリゼインは新しい出会いの話とかを聞きたがってるって分かってるけど、嬉しいよ……」

　友人たちが純然たる好意だけで動いている訳ではないと、長年の付き合いで知っている。それでも、エリッセではなく〈太陽〉と繫つなぎを取ろうとする人間よりはずっとましだ。

　ところがハーシエルは、しみじみしているエリッセを置き去りにしてディガンを睨にらみつけた。

「おいディガン、僕の許可も得ず、僕の女を見るな」

　沈ちん黙もくを守っているティリスとディガンの間に割り込み、鋭するどい声を発する。毛を逆立てた猫ねこのような威い嚇かくを、ディガンは冷ややかに受け流す。

「……ずいぶん調子に乗っているようだな、マセガキが。それに、オレ様はお前のしけた女などに興味はない。たまたま視界に入っただけだ」

「それでも見るな。ティリス先生は僕の女、僕の婚こん約やく者しや、僕の妻になる女性なんだからな!!　ねっ、先生!!」

　遠巻きにしている教師たちにも丸聞こえの大声で、ハーシエルはティリスに念押しした。ティリスは真っ赤になって唇くちびるを嚙かんでいるが、いつものように否定することはなかった。

　ハーシエルは彼女の反応よりディガンの存在が気になっているらしく、その手をぐいぐい引っ張って歩き出した。

「さあっティリス先生、こうしてはいられない！　こんな薄うす汚ぎたない男の眼にさらされ続けたら、あなたのか細い神経が参ってしまいますよね!!　早く二人きりになれるところに行きましょう!!」

「わ、私の神経に気を遣つかってくれるなら、もうちょっと……いえ、なんでもないの……」

　消え入りそうな声でつぶやいたティリスは、周囲の視線を避さけるように背を屈かがめて去っていった。







　あっという間に行ってしまったハーシエルに、直接噂の真しん偽ぎを確かめることはできなかった。だが彼の態度と、ティリスの衰すい弱じやくぶりを見れば、確かめるまでもなかった。

「まさかティリス先生が、本当にハーシエルくんとの婚約を承知するとは思いませんでしたよ……」

　数日前、興奮したリゼインの口からそれを聞いた時、エリッセは全く信じていなかった。

　ハーシエルがティリスを「僕の女」「未来の妻」呼ばわりしてはばからないことは知っているが、いくらなんでもそれはない。団内恋愛は禁止されているはずだもの、と考えていた。

　ところが試しにグラシカルに確かめたところ、本当だというのだ。曰いわく「団内婚約は禁止されていないからね」とのことだった。

　そんな馬鹿なと仰のけ反ぞったが、あれだけハーシエルがアピールしてはばからない上に、ティリスも否定しなかった。そこら中にいる教職員も咎とがめなかったことを含めると、やはり二人の婚約は事実なのだろう。

「ティリス先生、大丈夫かなあ。いや、ハーシエルくんのことは、嫌きらいじゃないはずですよ？　ですけど、年の差がありすぎるっていうか、そもそもそういう対象じゃなかったはずなのに……どうも様子がおかしいし、ハーシエルくんに無む理り強じいされたんじゃ……」

　はしたない想像が、頭の中に浮かんだ。「リゼインじゃあるまいし！」と慌てて首を振るエリッセをよそに、ディガンは別の心配をしている。

「あのガキ、相当いい家の出らしいが、親はあの平凡な年とし増まが息子の相手で構わないのか？」

　ハーシエルが上位の貴族のおぼっちゃまであることぐらいは、エリッセも知っている。

　だが、長年〈導きの灯〉で暮らしている身としては、正直ぴんと来ない。この中では〈煌〉の大きさが、相手を計はかる一番大きな尺度だからだ。

「どうでしょうね……？　私もハーシエルくんのおうちの事情は、よく分からないんです。けれど、そもそもハーシエルくんはおうちとの縁えんが薄くなっているようですから、いいんじゃないですか……？」

「どうだかな。名家の人間とやらは自尊心の高い、純血主義者が多い。遊び相手ぐらいならとにかく、実際に縁組みするとなれば、絶対に口を突っ込んでくるだろう」

　やたらと実感のこもった口調で、ディガンは不ふ愉ゆ快かいそうに吐はき捨てた。

「……二百年前って、やっぱり今より、身分がどうこうっていう意識は強かったんですか？」

　少なくとも現代のレドレリカ内においては、貴族と庶しよ民みんの間にそこまでの格差はない。〈星〉の産出国として有名なこの国で、最も尊敬されるのは〈煌〉が強い者である。そして〈煌〉の強さと血筋には、特に関わりはない。

「……だいぶな。当時は〈煌〉の強さは遺伝するもの、との偏へん見けんがまだ残っていた。今はそうでもなさそうだが」

　金色の瞳が、不意にエリッセから逸それた。二人の話を聞こうとしていたのか、側に近づいてきていた男性教師が慌てて後ろに下がったが、彼を咎めるつもりではないようだ。

　ディガンの眼はもう、今の時代を見ていない。体だけをここに置いて、心は二百年前に舞まい戻もどっている。

　……ずるいなあ、とエリッセはむくれた。「惚ほれろ」「惚れ直せ」とうるさい時はあまり思わないのに、郷きよう愁しゆうを帯びた横顔は悲しいぐらいにきれいで、なんだか気になってしまう。

　しかし、それも一いつ瞬しゆんのことだ。エリッセに眼を戻しながら、ディガンは男性教師に「オレ様に断りもなく、オレ様の〈太陽〉を見るな」と言ってのけた。婚約話を持ち出さないだけで、さっきのハーシエルとあまり変わらない。

「しかもあのマセガキと童顔年増の婚約は、今回の大イベントにぴたりと合わせたときた。裏があるに決まっている。グラシカルの野や郎ろうは何か知っているようだが、のらくらかわしやがる」

「ティリス先生は、どう見たって嬉しそうじゃないですもんね……ハーシエルくんはすっかり浮かれちゃって、全然気づいてないみたいですけど……」

　はあ、と大きなため息をついたエリッセの顔がぱっと輝かがやいた。

「あ、グラシカル先生！」

　最早皮ひ膚ふ感覚レベルで馴な染じんだ〈煌〉が、こちらに近づいてくるのが分かる。尻しつ尾ぽを振る犬のような喜びように、ディガンは口の端を曲げた。

「……担当教師へのなつきようは、お前も人のことを言えんだろうが。第一ぞろぞろ、でかい〈煌〉の持ち主がくっついているようだが？」

　ディガンの指し摘てきで、遅おくればせながらエリッセも、彼の言葉が事実であることを確認した。

「あの、ディガンさん、一応伺うかがいますけど、グラシカル先生から……」

「……他国の誘さそいはのらくらかわして、レドレリカに有利になるよう仕向けろ、だろう？耳にたこができたぞ」

　グラシカルから伝えられた王家の意向を、ディガンが気のない口調で要約してみせる。かえって不安を覚えたエリッセだが、すでに「客人」たちはすぐそこに迫っていた。







　ハーシエルたちが来た時と同じく、教職員室の扉とびらががらがらと開く。

「やあ、エリッセ、ディガン。お客様なんだけど、ちょっといいかな」

　少し申し訳なさそうな表情で声をかけてきたのは、教職員用の白い制服姿もまぶしいグラシカルである。だが、『星合』の準備のために走り回っているその顔は、少し生気がなく見えた。

　普段ならもちろんです、とうなずくところなのだが、彼の背後に並んだ「客人」たちの顔を見るなりエリッセは固まった。

　すでに何人もの他国の賓ひん客きやくからの挨あい拶さつは受けていたが、今度はレベルが違ちがう。

「え、ええと、あの、も、もしか、して」

「……さすが僕の生徒だね。〈煌〉では分からなかったようだけど、お顔ぐらいは存じ上げているか、……っと」

　苦笑いしながら「客人」の紹しよう介かいを始めようとしたグラシカルがよろめいた。彼のすぐ背後にいた二人の「客人」が、彼の両りよう肩かたにぶつかりながら進み出てきたのだ。

「ちょ、グラシカル先生に何するんですか!?」

　気け色しきばむエリッセだが、「客人」たちに意に介する様子はない。彼らの興味は眼の前の〈太陽〉と、お互いの動きだけだった。

　ぴったり同時にエリッセの前に並んだ二人の壮そう年ねん男性のうち、口火を切ったのは眼鏡をかけているほうだった。瘦やせた体を折りたたむようにして深々と頭を下げると、

「初めまして、愛らしい〈太陽〉。私はステッセルの国王、一等星・アルクツールスのラドラス・クロムナンドと申します。以後お見知りおきを」

　ステッセル国王の挨拶が終わるや否いなや、肩から首にかけての発達した筋肉をさらに盛り上げるようにして、もうひとりの男も頭を下げる。

「これはこれは、噂に違たがわず、なんと可愛かわいらしいお嬢じようさんだ!!　初めまして、わしはヴェストラント国王、一等星・カペラのバークレイ・モルゲン・フェザードだ。覚えてくれると嬉しいぞ」

　これが、ステッセルとヴェストラントの双ふた子ご王おう。広く流る布ふしているあだ名を、エリッセは心の中で反はん芻すうした。

　双子王といっても、ラドラスとバークレイの見た目は面白いほど対照的だ。銀ぎん縁ぶち眼鏡をかけたラドラスは長身瘦そう軀く、いかにも神経質そうで、高い頰ほお骨ぼねがひどく目立つ。着ているのは仕立てのいいスーツで、身だしなみには相当気を遣うタイプに見えた。

　一方のバークレイはあまり背は高くないが、そのぶん筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしており、恐ろしく顔立ちが濃こい。暑がりなのか、筋肉を見せたいのか、袖そでなしの上衣姿というラフさである。国王というよりは、気のいい親父おやじさんという風ふ情ぜいだ。

　見た目も性格も正反対の彼らだが、誕生日だけは一緒で、年も同じ。双子王と言われる所以ゆえんであるが、本人たちはそう呼ばれることを好まないらしい。

「は、初めまして、エリッセ・リトラーユと申します。こここ、こちらが、ディガン・マキナウスさん、です」

　がちがちに強こわ張ばりながらも、エリッセはディガンの紹介を忘れなかった。

　予想通り、双子王の一番のお目当ては〈太陽〉のようだが、『暗黒星』についての情報はすでに両国上層部に伝わっていると聞く。あまりおおっぴらに『暗黒星』のことを話されても困るが、なんでも一番が好きなディガンを差し置いて目立つと、後が怖こわそうだ。

「おお、君が！　初めまして、ヴェストラント国王、バークレイ・モルゲン・フェザードだ。これはこれは、なんともいい男だな!!」

　バークレイがすかさず挨拶をすれば、ラドラスもじろりと彼を睨みながら続く。

「ステッセル国王、ラドラス・クロムナンドと申します。伝説の〈星〉にお目通りできるとは、実に光栄だ。お会いできて嬉しいです」

　ディガンは黙って二人の国王を見ている。

　さすがに空気を読んでくれたのか、睨みつけたりはしない。だが彼の機嫌が決してよくないことを、エリッセは感じ取っていた。

　せめて人目があるところで『暗黒星』はやめて、国際問題になる、と心の中で唱えたところで、ディガンがすっと手を差し出した。

「……ディガン・マキナウスだ。よろしく。オレの詳くわしい素す性じようはもうご存じのようだから、それ以上の紹介はなしでいいな」

　言葉は素そっ気けなく、ディガンのほうから手を差し出したあたりに危険を感じたが、思ったよりは百倍まともな挨拶だった。

　双子王たちも、特に機嫌を損そこねた様子はなくにこやかに彼の手を握にぎる。バークレイが先にディガンと握あく手しゆを交かわした際、ラドラスがきつくバークレイを睨んだこと以外に緊張するような場面はなかった。

「両国王陛へい下か、よろしければ、場所を移しますか。みなさんがお座りになれるだけのスペースを、ここには用意しておりませんので」

　案内役を務つとめるグラシカルが、少し離れた場所に佇たたずむ国王の連れたちに視線をやりながら言う。しかしラドラスは、そつなく首を振ってみせた。

「なに、気にすることはない。慣れない『星合』の準備で、レドレリカのみなさんが大変なのは承知している。無理を言って挨拶の場を設もうけてもらったのだから、すぐに退散するさ。なあバークレイ？」

「……ラドラスの言う通りだ」

　表向き、双子王の仲はいいと聞いている。気軽に名前で呼び合い、気さくな調子で話しているが、バークレイは明らかに悔くやしそうだ。

　先ほどから、二人が何かにつけて相手より先んじようと競きそい合っている様子がありありと窺うかがえた。やはり仲がいいのは表向きだけで、ライバルに主導権を握られるのが相当気に食わないようである。

「おお、そうだ、ならば他の者の紹介も早めに済ませないとな。おい、ククリチア、来なさい！」

　バークレイに呼ばれてゆっくりと進み出てきたのは、黒いローブを目ま深ぶかに被かぶった女性……のようだった。顔だけでなく、体全体がローブの下に隠かくれているので、性別がよく分からないのだ。

　しかし聞き覚えのある名前に加え、国王がこの場で〈太陽〉に挨拶をさせたがるということも合わせれば間違いない。彼女は女性で、エリッセとそう変わらない年ねん齢れいであり、しかしエリッセより遙はるかに高い〈煌〉の持ち主。

「あの、ククリチア・アシュレ・フェザード……姫様？　一等星・アケルナルの称号をお持ちの」

　そっとその名を呼べば、ククリチアは驚いたように動きを止めた。途と端たん、顔を覆おおっていたローブがぱさりと肩まで滑すべり落ちる。

　そこに現れたのは、絹糸のような黒髪を長く伸ばした、絶世の美少女だった。長い睫まつ毛げをぱちぱち、と音がしそうなほどにしばたたいてから、かすかにうつむく。

「ど、どうして、わたくしの名を……」

　人見知りする性格なのか、急いでローブを被り直しながら尋たずねる声は震ふるえを帯び、それがますます清せい楚そな美しさを引き立てる。日頃十人並み、と馬鹿にされている身としては、ちょっと分けてほしいぐらいの美び貌ぼうだ。

「えっ、まあ、各国の一等星のお名前ぐらいは知っていますから。お顔は初めて拝見しましたけど、とってもお美しい方なんですね」

　横で沈黙を守っているディガンにも、「記憶力だけはいいな」と褒ほめられるエリッセである。昇星試験にも頻ひん出しゆつする現在の一等星の名前ぐらいは覚えている、と胸を張ると、ククリチアは切なげなため息をついた。

「他国の人間の情報を、そこまで摑んでいるとは……やはりわたくしが、これほどまでに美しくて、しかもヴェストラントの王女で、その上に強力な〈星〉だからね……特に女性のやっかみを買いやすいのは、承知しております」

「……あれ？」

　何か今、想定と違う台詞せりふを聞いた気がするが、気のせいだろうか。

「ごめんなさい、お気になさらないで、わたくしはいつもこうなんです。ただわたくしがいるだけで、引き立て役にされたようだと、不愉快に感じる方が多いのですよね……本当にごめんなさい」

「……えーと」

　もしかして彼女は、非常に迂う遠えんなやり方で、〈太陽〉としていきなり周囲から熱ねつ烈れつに求められるようになった自分を慰なぐさめてくれているのだろうか？

「あ、そ、そうですね、意外にしんどいですよね、あちこちから求められるって！　あっでも、別にあなたやお父様がいらしたことに不満がある訳じゃ」

「そう、あなたも苦労されているのね。でもわたくしのほうが大変よ、きっと。あなたが優すぐれているのは、〈太陽〉の能力だけですもの……それぐらいのほうが、可愛げがありますわ」

　悲しげに面おもてを伏せて、ククリチアはエリッセに他に取とり柄えはない、と言いきった。

「それに引き替え、わたくしはまずこの美貌、おまけに王女で、一等星で、学問も優秀で、刺し繡しゆうも得意で……顔を隠さなければ、とても表を歩けない。あなたが羨うらやましいわ……」

「……あー……ええと、そうですね、ククリチア様のほうが大変ですね、がんばって下さい……」

　これはだめだ。エリッセは諦あきらめて、不幸勝負の勝ちを譲ゆずった。

　たぶん一回顔を見せたのもわざとなんだろうな、と思ったが、突っ込んだら負けだろう。最近よく残念な人間に絡からまれるので、その手の相手に対しては勘かんが働くようになってきたのだ。ククリチアにはあまり深入りしないほうがいいと、本能が告げている。

「……えー、ははは、やはり年頃の娘同士、気が合うようだな!!」

　娘と全く似ていないバークレイが、強引に話をまとめる。人選を誤ったと思っているのか、苦いその表情を見て、ラドラスが含み笑いを浮かべた。

「ははは、ククリチア姫は相変わらずのようだ。ではこちらからも、一等星に挨拶をさせていただこう。とはいえ聡そう明めいなエリッセ嬢のことだから、すでに名前はご存じかとは思うが……ジークハート、来なさい」

　勝利を確信した様子で命じたラドラスの横から、ぴんと背筋を伸ばしたひとりの青年が進み出る。

「初めまして、エリッセ・リトラーユ様。僕はジークハート・フェデル。フェデル侯こう爵しやく家けの次男であり、一等星・リゲルの称号を授さずかっております。どうぞよろしくお願いします」

　まっすぐにエリッセの眼を見て挨拶をした青年の名を、もちろんエリッセは知っていた。だがククリチア同様、顔を見たのは初めてだ。

　濃い金色の短たん髪ぱつ、鮮あざやかな緑の瞳、生き真ま面じ目めさの中にほどよい甘さを漂ただよわせた整った顔立ち。ジークハートは絵に描いたような好青年だった。年の頃は二十歳ほどだが、国王に倣ならったのか、ダークブルーのスーツがとてもよく似合っている。

　ディガンよりはグラシカルの系統の美形だが、グラシカルのようなミステリアスな翳かげりはない。どこまでも爽さわやかな、正統派の王子様といった雰ふん囲い気きだ。

　この人はまともそう、とほっとしながら見上げていると、耳元で小さな声が聞こえた。

『おい、お前がこういう真面目そうなのが好みなのは知っているがな。この場で尻しり軽がるぶりを発はつ揮きするのは、あまりよくないぞ』

「ひゃあっ、ディガンさん!?」

　びっくりしてディガンを振り仰あおいだが、彼は何食わぬ顔をしている。他の面々もエリッセの大声に驚いた様子ではあるが、「尻軽」発言に対する動どう揺ようはない。エリッセ限定で通信術を使われたものと思われた。

「あの、申し訳ありません、エリッセ様……失礼、エリッセ様とお呼びしてしまいましたが、僕は何か失礼なことを申し上げたでしょうか」

　ジークハートが恐きよう縮しゆくしている。ディガンに文句を言うのは後回しと決め、ついでに自分に活を入れて、エリッセは冷静に応じた。

「いえ、こちらこそ申し訳ありません、ちょっと取り乱してしまって」

「……僕たちが、急に押しかけてきたからですね。申し訳ありません」

「いえ、まあ、あまり心の準備ができていなかったのは確かですけど」

　ただの相あい槌づち代わりに言ったつもりだった。しかしジークハートは、いきなりスーツの内側に手を突っ込んで革表紙の手帳を取り出すと、

「心の、準備も、させない、最低の、豚ぶた野や郎ろう、と。分かりました！　後で反省会を行い、二度と同じ過あやまちを繰くり返さないよう、肝きもに銘めいじます!!」

　すらすらとペンを動かしてそう書きつけ、にっこりと微笑ほほえむ。実に明るく爽やかな、好青年の笑顔だった。

　……嫌な予感がしてきたが、気のせいだと思いたい。しかしエリッセの祈りを無視して、ジークハートがぐっと身を乗り出してくる。

「あの、ところで、他に僕に悪いところはありませんでしたか？　どうぞ遠えん慮りよなくおっしゃって下さい、直しますので」

「え？　いや、だって、初めてお会いして、挨拶しただけの人に、特に直してほしいところは見つけられませんけど……」

　ディガンのようにいちいち喧けん嘩かを売って歩いているなら話は別だが、ジークハートは等星も家柄も容姿も申し分のない好青年ではないか。万年六等星からすれば逆に嫌いや味みだ、と言いたいところだったが、彼はあくまで真面目だった。

「いえ、なんでもおっしゃって下さい！　反省会の材料にしますから!!　〈太陽〉であるあなたから、さらなる向上の糧かてをいただけることを、僕はこの上なく楽しみにしていたんです!!」

「いや、ないですないです、あなたみたいにかっこよくて名家の出で、一等星の称号までお持ちの方に、反省会とか必要ないと思います!!」

「どうぞそんなことをおっしゃらずに、もっと容よう赦しやなく欠点を指摘して下さい!!　僕はもっと自分を向上させたいんです!!　そのために反省会をやりたいんです!!　なじられたいんです!!」

「きゃっ、きゃーっ!!　きゃきゃーっ!!　この人もだめぇー!!」

「おい、それ以上オレ様の〈太陽〉に近づくな変へん態たい小こ僧ぞうめが!!」

　興奮したジークハートをディガンが引き剝はがす。エリッセは、ジークハートにも深入りしないことを心に誓ちかった。

「……は、ええと、申し訳ありません。ジークハートは少々……少々、向上心が強すぎるきらいがありまして」

　顔を引きつらせながら、ラドラスがフォローする。エリッセが深い疲ひ労ろうを覚えていることに気づいたか、グラシカルにちらりと合図を送った。

「では我々は、ここで失礼するとしようか。……ところで、先ほどのバルガスと名乗った教師がまだそのあたりにいるようだが、少し言って聞かせてきてくれないかな？」

　遠回しな言い方に、グラシカルは恐縮した表情になった。

「申し訳ありません、その、バルガス先生も向上心のありすぎる方でして……名高きステッセル王とヴェストラント王にぜひお会いしたいと、日頃から申していたものですから」

　大体の事情を汲くみ取って、エリッセまでいたたまれない気持ちになった。

　どうやらロージナウは、双子王たちに顔でも覚えてもらおうと接せつ触しよくを試みたらしい。見上げた根性ではあるが、正直恥はずかしかった。

「では、ちょっと失礼します」

　短く言い置いて、グラシカルの〈煌〉が遠ざかっていく。彼が戻るまでの時間をどうすればいいのか、と戸と惑まどうエリッセだったが、ラドラスはディガンに声をかけた。

「さて、よろしければ、我々は今少しディガン氏と友ゆう誼ぎを深めたい。場所を変えて、どうかね？」

　眼鏡の奥の瞳が、意味ありげに光っている。初めからそのつもりでグラシカルを追い払ったようだ。

「ディ、ディガンさん……？」

　今度こそディガンが怒り出すのでは、とエリッセははらはらしたが、ディガンは静かにうなずいた。

「……いいだろう。だが、オレだけだ」

「もちろんだ!!」

　エリッセは置いていけ、との含みを承知したのは、ラドラスでなくバークレイだった。不愉快そうに鼻先にしわを寄せたラドラスに代わり、一同を先導して歩き出す。

「〈太陽〉のお嬢さんには、夕食への招しよう待たい状じようを送っておくので、また後のちほどな!!」

「えっ、あの、そんな、困ります!!」

　聞いていない、とエリッセは叫さけんだが、バークレイたちはさっさと外に出て行ってしまった。







　巨大な〈煌〉の群れが、遠ざかっていく。

　ごっそりと気力を奪うばい去られたエリッセは、力が抜けてソファに座り込んでしまった。

「……一等星って、性格がアレじゃないとなれないのかな……」

　思わずつぶやいてしまってから、「グラシカル先生は別！」と付け足して首を振る。

　まだ『星合』が始まってもいないのに、こんなに消しよう耗もうさせられるとは思ってもみなかった。ディガンが思った以上に大人の対応をしてくれているのが救いだが、それもどこまでもつか……

「……あれ？」

　渇かわいた喉のどを潤うるおそうと、用意されていた水差しの水を口に含んだエリッセは、こちらに近づいてくる〈煌〉を察知した。この人は確か、と相手を特定した瞬間、教職員室の扉が再び開く。

「ひゃっ、あ、ステッセルの王様!?　ど、どうなさったんです、忘れ物ですか!?」

「ああ、とても大切な用事の忘れ物だ」

　急いで取って返してきたらしく、少し息を乱したラドラスが近づいてくる。エリッセは思わずあたりを見回しながら立ち上がったが、周りにいる教師たちも相手がステッセルの王では、とっさに手出しができない様子だ。

「君は先ほど、我わが国の一等星に好意を示していたね」

「え、あの、ジークハートさんですか？　……ああ、まあ、確かに見た目はすてきな人でしたね……見た目は」

　ステッセル国王に代々引き継つがれているものとはいえ、ラドラスも一等星の称号の持ち主だ。「尻軽」発言を聞かれていたのだろうか、と赤くなるエリッセに、ラドラスは思わぬ提案を始めた。

「君が望むなら、ジークハートの婚約者としてステッセルに来ないか？　歓かん迎げいする」

「──え？」

　最近よくこの単語を聞くなあ、と一瞬冷静に考えてから、エリッセは眼を見開いた。

「えっ……、しょ、初対面！　さっき、会った、ばかり!!」

　動揺しすぎて片言になっているエリッセとは対照的に、ラドラスは非常に冷静だ。

「失礼だが、君がああいう、真面目そうで誠実そうで顔のいい男性が好みだとは聞いている」

「つまり私が面食いだって言いたい訳ですね!?」

〈太陽〉の情報が他国に探さぐられているのは想定内だが、そんなことまで流布しているとは思わなかった。思わず遠慮なく突っ込んでしまったが、ラドラスはさらりと受け流す。

「情報によればね。そして君の持つ奇き跡せきの能力が、この小国に収まるはずがないことも。このままでは遅おそかれ早かれ、君はレドレリカにいられなくなるだろう」

　胸の奥に沈しずんでいた恐きよう怖ふを口に出され、エリッセはびくりと肩を揺ゆらした。

「なら、新しい暮らしに慣れるのは早いほうがいい。家柄のことを気にしているのなら、幸いにジークハートは次男だから、結婚については比ひ較かく的てき自由な立場にある。すでに私から家族に話もしてあるし、君が彼を選んでくれるなら、新たに叙じよ爵しやくしてもいい」

　流りゆう暢ちようにまくし立てられ、頭がぐらぐらしてきた。ここで流されてはいけないと、必死に足を踏ん張る。

　家族に話してある、というあたりから周しゆう到とうな準備が窺える。ステッセルにはあと二人一等星がいるはずだが、エリッセの好みを考こう慮りよして、わざわざジークハートを選んで引き合わせたのだろう。

　顔良し、能力良し、家柄良しのジークハートは、条件だけ考えればハーシエルと渡り合える逸いつ材ざいだ。しかし彼と同じく、性格に大きな問題点がある。

「いや、む、無理です！　ジークハートさんの反省会に、延々と付き合わされる人生なんか御ご免めん……!!」

　きっぱり断ろうとした瞬間、乱暴に教職員室の扉が開いた。

「抜け駆がけとはいい度胸だな、ラドラス!!」

　ヴェストラント王バークレイだ。かなり急いで走ってきたらしく、顔中汗だくになっている。

「……バークレイか。ふん、抜け駆けなどと言うからには、貴き殿でんも似たようなことを考えていたのだろう？」

　懲こりずに言い返すラドラスだが、ばつの悪さのためか語気が弱い。それを看かん破ぱしたバークレイが、すかさずエリッセに向き直る。

「確かにな。ならばわしからも堂々と、〈太陽〉のお嬢さんに引き抜きをかけさせてもらおう」

　にやりと笑うなり、さっきのラドラスと同じように切り出してきた。

「お嬢さん、先ほど我が娘と、親密に話していたな。どうだ、ククリチアの婚約者として、ヴェストラントに来ないかね？」

「女同士ですけど!?」

　遠慮する余裕もなく力いっぱい突っ込むが、バークレイは強引に話を押し通そうとする。

「王族との結婚について気にしているのなら心配はないぞ。それに、女性同士ということも気にしなくて構わない。わしはもちろん、ククリチアも悲劇のヒロインぶれる、いや国のために涙を飲んで、受け入れてくれるだろう」

「私が構いますよ!!　せめて男の人にして下さい!!」

　あの性格なら男でも御免だが、女同士なら尚なおのことだ。バークレイもさすがに強引すぎたと思ったのか、少しだけ声の調子を落とした。

「うむ、しかし君は確か、相当な面食いだと聞いていたのだが……ククリチアは中身はとにかく、その、顔は相当美人だろう？　わしに似て」

「……なんで私の情報は、そこだけがひとり歩きしてるんです？」

　他によほど特とく徴ちようがないと思われているのだろうか。どうせ十人並みですよ、とすねるエリッセを、バークレイが意味ありげに見ている。

「〈太陽〉のお嬢さん」

「はい？」

　グラシカルかディガンが早く戻ってきてくれないだろうか、と扉のほうを見ながら考えていたエリッセは、バークレイの顔がやけに近いことに気づいた。驚いて足を引いたが、うっすらと汗をかいた濃い顔が追いかけてくる。

「女同士が嫌なら……年上の男は、どうかな？　第だい二に妃ひなら、席を用意しよう」

「きゃっ、きゃあああああああッ!?」

　エリッセが身も世もない悲鳴を上げた瞬間、大きな〈煌〉が突然すぐ側に生じた。問答無用で肩を抱だかれ、ぐっと引き寄せられる。

「ひえッ!?　あっ、ディガン、さんっ……!?」

　転移の術でやって来たディガンがすぐ側に立ち、エリッセの肩をきつく抱いていた。見上げた金の瞳は、双子王を冷たく睥へい睨げいしている。

　体ていよく見張りを引き剝がし、孤こ立りつ無む援えんの〈太陽〉に婚約を強要した。その醜みにくい行こう為いに対し、ディガンが激げき怒どしていることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　エリッセだって本当は怒りたい。でも、グラシカルの頼みが脳裏をちらつく。

　頼んできたのが大切な恩師だから、だけではない。難しい立場に置かれた祖国の命運、それを自分が左右するかもしれないということが骨身に染み始めているからだ。

「ディ、ディガンさん、あの、私、大丈夫、ですから、ね……？」

　来てくれたことは嬉しい。怒ってくれるのも嬉しいが、二大強国に喧嘩を売るのだけはだめだ。

「あなたが、あなたたちが守ってくれた平和のため……ですから。お願いです……」

　震える声で願いを告げても、ディガンは返事をしなかった。エリッセのほうを見もせずに、形のいい唇を開く。

「──お取り込み中、失礼」

　凍こおりついた空気を切り裂さき、響ひびいた声は乾いていた。

「申し訳ないが、ここまでにしていただこう。彼女は我が国やあなた方の国のみならず、全世界の〈星〉にとって重要な存在だ。暴走の可能性がなくなった訳でもないのだから、不用意な接触は控ひかえていただきたい」

　感情を抑おさえた淡たん々たんとした声、最低限度の礼儀だけを守った慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな口調。いつものディガンとはまるで違うしゃべり方に、エリッセは眼を丸くした。

「……これは、失礼を。奇跡の力を前にして、我々は少々舞い上がっていたようだ」

「う、うむ……驚かせてしまって、申し訳ない」

　気け圧おされたように、双子王が扉のほうに向かって歩き始める。その背を見送り、無言のまま頭を下げるディガンに倣い、エリッセも慌てて頭を下げた。

　ところが、またラドラスが引き返してきた。

「……あ、あれ？」

　戸惑うエリッセの横で、姿勢を戻したディガンも眉まゆをひそめている。そして、引き返してきたラドラス自身も、なぜか口を開くのをためらっている。

「まだ、何か？」

　硬かたい声でディガンが聞くと、ラドラスは思いきったように今度は彼に向かって交こう渉しようを始めた。

「えー……、ディガン、くん。情報によると君は、中年男が好きだそうだが……その、私は、どうかね……？」

「──いいかげんにしろよ貴様らァァァァ!!」

「だめっ、ディガンさん、もうちょっと、もうちょっとだけこらえて下さいッッ!!」

　ついに限界を迎むかえたディガンを、エリッセは涙眼になって押し留とどめたのだった。







　自分でも恥ずかしかったのか、「忘れてほしい」と言いながらラドラスは去った。

「ヴェストラントの国王陛下にも、同じことをなさらないように伝えて下さいね!!」

　真剣に頼んだエリッセは、ソファで腕うで組ぐみしているディガンのところに駆け戻る。

「全く、なんというやつらだ!!」

　鳥肌の立った腕を神経質にさすっているディガンは、まだ怒いかりが収まらない様子だ。普段ならあまりこの状態の彼には近寄りたくないが、今はどうしても伝えたいことがあった。

「ありがとうございました、ディガンさん。いろいろと、我が慢まんして下さって」

　ディガンの前に立ち、深々と頭を下げて、感謝の言葉を告げる。

「……ふん、なんだ、我慢ならお前のほうがしているだろう。オレ様はただ、いずれオレ様のものになる〈太陽〉にちょっかいを出す連中を追い払いたかっただけだ」

　そっぽを向いたディガンは、鼻先を指で軽くこすりながらぶっきらぼうに否定する。だが、エリッセはゆっくりと首を振った。

「ただ追い払うだけなら、それこそ『暗黒星』を使うとか、いつもみたいに失礼、いえその、歯に衣着せぬ物言いをするとか、そういう方法もあったでしょう？」

「……」

「でも、さっきのディガンさんは、そうしなかった。すごく紳しん士しで、大人で……お会いしてから今までの中で、一番かっこよかったです。まあ最後はいつものディガンさんでしたけど、あれはしょうがないと思います」

「……」

「私のためだけじゃなくて、レドレリカのためにも我慢して下さって、本当にありがとうございました」

　グラシカルより告げられていた頼み事については、あえて口に出さない。言葉にしなくても、ディガンが彼の頼み事を心の片隅に置いてくれていることぐらい、もうエリッセには分かっているのだから。

「……ふん、珍めずらしく、心のこもった世辞だな。お前だって分かっているだろう。オレ様だって、第二次南北大戦を引き起こしたい訳じゃないんだ。それだけのことだ」

　まだそっぽを向いたまま、ディガンが吐き捨てる。

　気分を害してしまったか、と慌てるエリッセだったが、長い指先がまた鼻先をこするのが眼に留まった。金の瞳はさっきから一度もこちらを見ない。

「……あの、鼻の頭が赤いですけど……もしかして、照れてます？」

「!?」

　びっくりしたように振り向いたディガンの鼻先が、うっすら赤くなっている。エリッセの視線に気づいたか、ぱっと鼻を覆う姿がおかしくて、思わず微笑んでしまった。

「ふふ、なんだか今のディガンさん、可愛いです」

「ば、馬鹿か貴様、オレ様は可愛くない、かっこいいんだ……!!」

「あ、はい、かっこいいですね、いつもは。でも今は、ふふふ」

　さっきまでげっそりと落ち込んでいたせいか、初めてディガンより優位に立てたような気がしたせいか、なかなか笑いが収まらない。楽しげに笑うエリッセを少し悔しそうに睨んだディガンだったが、鼻を押さえたままぼそりとつぶやくに留めた。

「……泣いたりわめいたりしているよりは、さすがに笑ったほうがましな面つらだな、ふん」

　それきり、ふてくされたように黙り込んだディガンの眼が動く。そこでエリッセも、グラシカルが近づいてきたことに気づいた。

「さっきはごめんね、二人とも……ああ、悪い、邪じや魔まをしたかな？」

　いい雰囲気のようだったけど、と少し申し訳なさそうなグラシカルに、ディガンはまだ鼻を押さえたまま言う。

「い、いや、別に。それよりお前、あの馬鹿王どもの相手はいいのか？」

「バルガス先生だけじゃなく、王樣方の相手をしたい人はたくさんいるからね。そういう人たちに代わってもらった」

　肩を竦すくめたグラシカルが、二人に向かってぺこりと頭を下げた。

「……本当にごめんね。国外の人間を攪かく乱らんするために、君たちについてはわざとどうでもいい情報を流していたんだけど、それがおかしなほうに広がったみたいで……申し訳ない」

　双子王に事の顚てん末まつを聞いたのだろう。謝られて、エリッセもディガンも仰ぎよう天てんした。

「わ、私が面食いだって、わざと流していたんですか!?」

「このオレ様が中年男が好きだと!?　全世界の女を絶望の底に叩き込む気か貴様!?」

　グラシカルは苦笑して、「ごめんね、バルガス先生と仲良くしてるみたいだから」と付け加えた。

「他にもいろいろ流していたんだけど、どうも恋愛方面に強く反応されてしまってね。……たぶん、ハーシエルの婚約話が、彼らを焦あせらせたんだろうな。誰かと強い縁を繫ぎたいなら、結婚が一番簡単だからね」

　元々二大強国が、シリウスを狙ねらっていたことは周知の事実だ。称号の持ち主と縁組みするというのは、確かに最も手っ取り早い。

「……この間のジャノンさんも、そんなことを言ってましたものね……」

　憂ゆう鬱うつな気分でため息をつけば、ディガンがジャノンの名前に反応した。もう鼻の赤味は引いたらしく、整った顔をさらして嘲あざける。

「はっ、またあの男のことを思い出しているのか。全く、お前は顔がいい男なら誰でも大好きな、とんだ尻軽だからな!!」

「あなたがそういうことを大声で言うから、情報が偏かたよるんじゃないですかねえ!?」

　いつものように言い返しながら、エリッセは内心ほっとしていた。あんまりディガンのかっこいいところを見続けると、うっかり本当に好きになってしまうかもしれない、と思ったからだ。

「喰くらう」と言ったり「惚れろ」と言ったり、言うことがころころ変わるディガンだが、彼が自分のような十人並みの小娘に本気になるはずがないのだ。今ぐらいの距きよ離りが、ちょうどいい。

「まあまあ、二人とも。とにかく、双子王の動きには僕も気をつけておく。それと、念のために聞こう。彼らも含めて方々から夕食の誘いが来てるけど、どうする？」

　仲ちゆう裁さいに入ってきたグラシカルに、エリッセは少しだけ考えてから首を振った。

「……申し訳ないですけど、ご飯ぐらいゆっくり食べたいです……」

「ただでさえ粗そ食しよくで我慢してやっているのに、これ以上飯がまずくなるのは御免だ」

「なるほど、片っ端から断っておいて正解だったね。食堂にはもう連絡してあるから、起源の陰が中天にかかる前に来てくれ。僕が間に合わなければ、君たちだけで食べてもらっていいから。じゃあ、僕はいろいろと雑用が残っているので、これで」

　てきぱきと指示を出すと、グラシカルは忙しそうに去っていった。







　結局グラシカルは、起源の陰が中天にかかっても食堂に来なかった。通信術で連絡をしてみようかと思ったが、他国の賓客の相手をしている可能性があったので遠慮する。

「はー、やっと静かになりましたねー……」

　食堂の片隅に用意された席に腰掛け、エリッセは大きく伸びをした。

　他の生徒たちもぱらぱらと姿が見えるが、貸し切りに近い状態だ。通常の夕食よりも少し遅い時間をグラシカルが指定してくれたおかげである。他国からの客人は、当然王家が準備した宿舎などで食事をしているのだろう。

「相変わらず大したことのない飯だが、まずい顔がいないだけましだな」

　サラダを豪ごう快かいにたいらげながら、ディガンが憎にくまれ口を叩いた。そんな彼に、エリッセはそっと、手をつけていないサラダを差し出す。

「……なんのつもりだ？」

「ディガンさん、今日はずっと私の見張りを務めて下さって、疲れてるでしょう？　ですから、はい」

「こんなまずいサラダが、オレ様への貢ぎ物になる訳ないだろうが。お前にはお似合いだがな」

　鼻を鳴らして拒きよ否ひするディガンの手元で空からになった器を、エリッセはじっと見つめる。

「本当にまずいと思ってたら、ディガンさんはそんなにぱくぱく食べないですもの。どんな物でも、出された物をちゃんと全部食べるのは偉えらいですけどね」

　食べ物にうるさいディガンだが、手をつけた物は必ず完食することに、最近エリッセは気づいていた。戦時下で苦労したせいなのかな、と思うが、嫌なことを思い出させても悪いのでそれには触ふれない。

「……よく見ているな、小こ娘むすめ。さては本気で、オレ様に惚れてきたか？」

　わざとらしい艶つやをにじませた声でうそぶくなり、ディガンが手を伸ばしてきた。

　一瞬びくっとしたエリッセだったが、場所は食堂で、互いに食事中。おまけにそのうちグラシカルが来ると分かっていれば、それほど怖くはない。

　臆おくすることなく見つめ返すと、逃げ腰になることを予測していたのか、ディガンは一瞬手を止めた。意地になったように動き出した手はエリッセの片頰を覆ったが、彼の眼は空っぽの器を見ている。

「──だが、まだだな。まだ早い。お前の〈太陽〉は、まだ育つはずだ。今喰うのはもったいない」

　幾いく度どとなく繰り返されてきた言葉が、今日はなぜか言い訳に聞こえた。そのまま離れていこうとする手を、エリッセは思いきってぎゅっと摑んだ。

「!?　何をする、小娘っ……」

「……あの、ディガンさん」

　そんな風に驚かれると私も恥ずかしい、と思いながら、エリッセは意を決した。だんだん顔が赤くなっていくのを感じるが、そういう意味じゃない、そういう意味じゃないと自分に言い聞かせながら、

「私最近、お、男の人としてはとにかく、人間としてのディガンさんのことは本当に好きだなって思うんです。だから、喰うとか、もうそういうのは──」

「何してるんだよ、お前ら!?」

　上うわずった声が、気づけばエリッセたち以外無人になった食堂に響き渡る。

「ひゃっ、あっ、セス!?」

　ぱっと手を放したエリッセは、食堂の入り口に立っている少年の名を呼んだ。

「あれ、どうしたの？　もしかして、今からご飯？」

　今さらこみ上げてきた羞しゆう恥ち心しんに死にそうになりながら、ごまかそうと必死にまくし立てる。ディガンは「貢がれた物は食ってやらないとな」と言いながら、空っぽの器の底をフォークでつついている。

「ごめん、悪いけど、私たちは無理言って遅くまで使わせてもらってるんだ。頼んでみるけど、セスの分の食事は用意してもらえないかも……」

　そこまで言った途端、セスの表情が険を帯びた。

「……ふん、なんだ、施ほどこしのつもりかよ。さすが〈太陽〉サマは、言うことが違うよな」

「そ、そんなんじゃ」

　言い方を間違えた。どうしようかと困ったが、セスはさっさと話題を変えてしまう。

「大体、俺はもうとっくに飯は食ったんだよ。お前らに用があるのは、俺じゃなくて、こっちの人、いや、この御方!!」

　緊張したセスの紹介に従い、彼の隣にひとりの男が立った。〈煌〉を消しているということで、逆にこの男も〈星〉だということがまず分かった。

「……ええと……、どなた？」

　ダークグレイの髪を長く伸ばした、三十手前ぐらいの男だ。着ている物はごく平凡なシャツとズボンだが、それに違い和わ感かんを覚えるぐらい、彫ほりの深い顔は整っている。ただし、口の端に蓄たくわえた笑みは、野心と尊大さ……そしてある種の華はなを感じさせた。

　ディガンさんにちょっと似た感じの美形だなあ、と思っていると、男は芝しば居いがかったしぐさで天を仰いでみせた。

「おや、〈太陽〉は一等星に詳しいと聞いていたが、俺ごときは記憶してもらっていないか。悲しいことだな」

「え、一等星……？　あ、もしかして、ステッセルかヴェストラントの!?」

　男との間に距離があるので、等星石が分からなかったのだ。だが思わせぶりな言い方は、たちまち昼間の記憶と直結した。

「すいません、あなたの系統の顔は、かっこいいとは思いますけど、そんなに好きじゃないんで!!」

「おい、なぜ今こっちを見た小娘!?」

　防ぼう御ぎよを固めるエリッセと、猛もう然ぜんと抗こう議ぎするディガンを眺ながめ、男は快活な笑い声を上げた。

「双子王と一ひと悶もん着ちやくあったようだな。だが、俺はステッセルでもヴェストラントでもなく、ギガンスティの一等星だ」

　瞬間、音のない衝しよう撃げきが食堂を駆けた。

「──貴様、リューナー・ギガンスティか!?」

　血相を変えてディガンが立ち上がった。エリッセも、体の震えを自覚しながら眼の前の男を見つめる。

　敗戦国ギガンスティに残されたただひとつの一等星、リゲル・ケンタウリを持つ帝王。『贖しよく罪ざいの王』と呼ばれ、象しよう徴ちよう的てきな意味しか持たない帝王のあり方に異議を唱え、第二次南北大戦を引き起こそうとしている張本人。

　そのための下ごしらえとして、ルトエが背負っていた禁きん呪じゆ『不幸の星』をエリッセが知らぬ間に肩代わりさせられた、それがすべての始まりだった。

「ひ、やっ、こ、来ないで下さい!!」

　エリッセが硬こう直ちよくしている間に、リューナーが大おお股またに歩み寄ってくる。

　だが眉み間けんにしわを寄せたディガンが、二人の間にすばやく割り込んだ。実戦経験豊富な彼は、〈煌〉なしでも相手の動きを止めるぐらいはたやすくやってのける。

「!?」

　しかしリューナーは故意か偶ぐう然ぜんか、わずかに体をずらすようにしてディガンの妨ぼう害がいをすり抜けた。そのままエリッセの前に立ち、彼女の右手を取る。

「ぎゃっ!?　さ、触さわら、な、わ、渡しませんよ、たたた〈太陽〉はッ……」

　いきなり〈太陽〉を奪う気なのかと、慌てふためくエリッセの前で、ダークグレイの頭が沈んだ。手の甲に、柔やわらかい感かん触しよくが落ちる。

　まるでどこかのお姫様相手にでもするように、恭うやうやしく手の甲にキスされた。その事実にエリッセが気づくまでに、一瞬間があった。
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「──わ、わわわわッ!?」

「おい貴様、何をする!?」

　仰天したエリッセは真っ赤になって取られた手を振りほどき、ディガンは血相を変え、セスはその場で石化した。屈めていた腰を優ゆう雅がに伸ばしたリューナーだけが、泰たい然ぜんと微笑んでいる。

「何って、初対面のレディには、きちんとした挨拶をするのが当然だろう？」

　レディという単語に、エリッセはますますうろたえてしまう。〈太陽〉と呼ばれ、大勢に熱心に求められるようにはなったが、鼻息荒く迫られて疲ひ弊へいするばかりだった。レディ扱あつかいなど受けたことがない。

「赤くなって、可愛らしいことだ。いろいろと噂を聞いていたが、意外なほどに初う心ぶだな、エリッセ」

「だ、団内恋愛は禁止されていますので、いやその」

　流し眼が異様に艶つややかで、適当にあしらえばいい、と頭で分かっていてもうまくいかない。なまじリューナーは敵である、という意識が強すぎたせいで切り替えが利きかないのだ。

　助けを求めてディガンを見ようとした瞬間、セスの声が聞こえてきた。

「……あの、じゃ、もう、俺、行きますから！」

　エリッセの様子を横目に窺いながら、少し大きな声で言ったセスが食堂の外に出て行こうとする。

　セスに意識が向かったことで、エリッセも冷静さを取り戻した。急いでディガンの背に隠れると、リューナーはエリッセを一いち瞥べつした後、セスへと声をかける。

「まあまあ、いいじゃないか、セス。ここで道案内をしてもらったのも何かの縁だ。せっかくだから、一緒に食事などどうだ？」

「……嫌ですよ。俺にだって一応、プライドがあるんで。交まじれないですよ、あなたたちの中になんか」

　暗い眼をして吐き捨てたセスの眼が、またちらりとエリッセを見る。

「……お前、本当に、遠い人間になっちまったんだな」

　そのまま彼の〈煌〉は遠ざかっていった。







　なんでギガンスティの帝王が、〈導きの灯〉の食堂で私のサラダを食べてるんだろう。

　エリッセの真向かいに腰掛けたリューナーは、半なかば放心状態の彼女に構わずせっせとサラダを口に運んでいる。

「レドレリカの食べ物はうまいな。我が国はあまり地味が肥こえておらず、新しん鮮せんな野菜を食べるのはなかなか難しくてなあ」

　北部大陸バザルトーンは国土全体が寒冷であり、農作物が育ちにくいと聞いている。かつての南北大戦は、緑豊かな南部大陸を狙った侵しん略りやく戦争だった、という歴史書の記き載さいをエリッセは思い出した。

「どうした？　エリッセ。さっきからずっと俺の顔ばかり見ているが、この顔が気に入ったか？　噂によると、相当な面食いらしいな」

　きれいに器を空にしたリューナーが、からかうようにウインクなどしてみせる。大人の余裕と茶目っ気が入り交じる、魅み力りよく的てきな笑顔にエリッセは一瞬どぎまぎしてしまった。

「おい、またか小娘」

　不機嫌丸出しのディガンの声で、はっと我われに返る。これじゃあの屈くつ辱じよく的てきなあだ名を笑えない、と反省し、同時にリューナーのペースに巻き込まれかけていたことを自覚した。

　のんきにサラダを食べているこの男が、この男の国が、自分に何をしたかを忘れてはいけない。

　お前の不幸に巻き込まれただけだ、と叫んだセスの顔を脳裏に描く。当時はただの言いがかりだと思っていたが、あの時の事故は本当に、『不幸の星』が誘ゆう因いんだった可能性があるのだ。

「……いえ、今日、顔がいい〈星〉には気をつけなければいけないと、改めて思い知らされたところだったので。ところでどうして、セスに案内を……？」

　拳こぶしを握り、いつでも〈太陽〉を使えるように心の準備をしながら聞けば、リューナーはあっさりと答えてくれた。

「お前たちに食事を申し込んだ連中が、片っ端から断られたと聞いてな。だが食事をしない訳でもあるまい？　当たりをつけてこの食堂に来てみたら、周りをうろうろしている〈星〉がいた。ちょうどいいので案内を頼んだ、という訳さ」

　恐ろしく場当たり的な回答だった、エリッセは呆あつ気けに取られ、ディガンも馬鹿にしたように鼻を鳴らす。

「……ギガンスティ帝王と名乗って？　相手があの、馬鹿な小僧でよかったな。頭がおかしいと思われて、警備の人間を呼ばれても仕方がないぞ」

「その時はその時さ。しかし実際に、セスも、そしてお前たち二人も、すぐに俺をリューナー本人だと信じてくれたじゃないか」

　なあ？　とリューナーがエリッセに笑いかけてくる。独特の華を備えた笑顔に逆らいがたく、エリッセはついうなずいてしまった。

「そ、それは、まあ……お顔ぐらいは、何かの資料で見たことがありますし……いろいろあって、警けい戒かい、してましたから」

　ディガンの冷たい視線という助けもあって、エリッセは後半そう付け足すことに成功した。

　なんのつもりでリューナーがいきなり、しかも単独で近づいてきたのかは不明だが、こっちだって彼から得たい情報はたくさんあるのだ。〈煌〉を使わない戦いの火ひ蓋ぶたは、すでに切って落とされている。

　しかしこの手の戦いについても、リューナーは一枚上うわ手てだった。

「──ギガンスティの名をかたる者たちに、お前たちがひどい目に遭あわされたことは聞いている。本当に申し訳ない」

　ダークグレイの髪が、さらりと食堂のテーブルに落ちかかる。ギガンスティの帝王に謝罪されている、という事実に、エリッセは狼ろう狽ばいして思わず立ち上がってしまった。

「い、いやいやいや、やめて下さい、頭を上げて!!　だめです、国際問題になっちゃいますからっ!!」

　謝ってほしいとは思っていた。だがリューナーのような、野心家として悪名高い男に、顔をテーブルにつけるような角度で頭を下げられるとは予想外だった。

　誰かに見られたら誤解される、と泡あわを食うエリッセを尻目に、ディガンは金の瞳を吊つり上げてリューナーを睨んだ。

「……『かたる』だと？　ふざけるな、貴様」

　派手なパフォーマンスに惑まどわされることなく、ディガンはリューナーの言葉を正確に繰り返した。はっとしたエリッセが、椅い子すに尻を落ち着けたことを横目で確認しながら、

「ランゼもジャノンも、ギガンスティの人間だ。特にランゼは、はっきりと貴様の手下だと明かしたんだぞ」

　長い髪をかき上げながら姿勢を戻したリューナーは、落ち着き払って尋ね返す。

「俺の言葉を信じてくれないくせに、ランゼの言うことを信じるのはなぜだ？　彼女が俺の手下である証しよう拠こは？　ジャノンに至っては、すでに死んだ男だぞ？　ステッセルとヴェストラントは、何を言っている？」

　ずらりと並べられた質問に、何ひとつまともに答えられないことを悟さとり、エリッセは唇を嚙んだ。

　元〈導きの灯〉の教師、ランゼ・リトリス。ギガンスティの間かん者じやだったことを自ら暴ばく露ろしたが、公式見解はいまだ確定していない。

　ジャノンについても所属不明の〈流れ星〉──等星石を身に着けていない〈星〉──がいきなり襲しゆう撃げきしてきた、ということになっている。ジャノンがギガンスティの人間なのは疑う余地がないのだが、公式な記録では死亡扱いになっているため、それ以上の追及が難しい。

　それもこれもすべて、ギガンスティの監かん視し役やくである二大強国のせいである。自分たちの体面が傷つくことを何より恐れる彼らは、自分たちが抑えつけているはずの敗戦国の不始末をなかなか認めようとしないのだ。

　リューナーはそれらを見越して、こういう態度に出ている訳である。エリッセもだんだんむかむかしてきたが、ディガンの怒りはそれ以上だ。

「貴様らを踏みつけている連中の威い光こうを盾たてに、身の潔白を言い立てるか。大した面つらの皮だな。たかが〈太陽〉であるという理由だけで、初対面の小娘にほいほい頭を下げるだけのことはある」

　しかし、リューナーの面の皮は本当に厚い。

「『贖罪の王』は謝るのと祈るのが本分だからな。戦犯国に課せられた義務を果たしているだけのことだ。別段おかしくもあるまい？」

　そらとぼけた回答を聞いて、ディガンの瞳が怒りに燃え上がった。危険を察知したエリッセは、とっさに口を挟はさんだ。

「でも、陛下は……『贖罪の王』になりたかった訳ではないから、いろいろと画かく策さくしているのでしょう？　そういう言い方は、仮にも帝王アスラムの子孫として、相応ふさわしくない……、ひいっ!?」

　リューナーの眼がディガンと同じ金色に燃えたような気がして、エリッセは竦み上がった。だがそれも一瞬のことで、髪と同じダークグレイの瞳には、本気で感心したような、面白がるような笑みが浮かんでいる。

「レドレリカの人間が、アスラム王の名前を知っているとは。優等生という噂は本当のようだな、エリッセ」

　帝王アスラムとは、二百年前の南北大戦時のギガンスティの王であり、北部大陸を統一したギガンスティ帝国の初代帝王だ。生まれつき病弱で、一時は従い兄と弟こに王位を奪われかけていた軟なん弱じやくな王の変へん貌ぼうに興味を抱いだく学者は多い。

「いや、これは意外と昇星試験に出る問題ですし、別に褒められるようなことじゃ」

　謙けん遜そんしてみせるエリッセだったが、リューナーは意味ありげに笑うだけだ。

「〈太陽〉云々以前に、お前に対して興味が湧わいてきたぞ。お前の保護者と思おぼしき、『暗黒星』にもな」

「……オレ様も貴様に興味が湧いてきたぞ。悪い意味でな」

　挑ちよう発はつに〈煌〉の解放で応じようとしたディガンだったが、そこへ乱れた足音が近づいてきた。

「陛下！」

　駆けてきたのは、ギガンスティ帝国の軍服に身を包んだ銀髪の青年だった。襟えり章しようと肩けん章しようから察するに、かなり高位の軍人である。後ろに険けわしい顔のグラシカルも続いている。

「あ、あなたは、部下をまいて〈太陽〉たちに単独接近するなど……!!　しかもその格好はなんですか!?　双子王にばれたら、どうなるか……!?」

　青年将校の口から出た言葉にエリッセとディガンもあ然とするが、リューナーは平気なものだ。

「いつもの衣装は目立ちすぎるし、第一俺に白い服は似合わないのでな。なに、みんなで黙っていればすむことさ」

「申し訳ないですが、報告はしますよ」

　冷ややかに告げたのは、グラシカルだった。リューナーが軽く肩を竦める。

「手厳しいことだ。さすがカノープスのグラシカル、冷静な判断だな」

　やはりと言うべきか、グラシカルの情報もしっかり摑んでいるらしい。部下に睨まれながら立ち上がったリューナーは、懲りずにもう一度エリッセに笑いかけてくる。

「ではおとなしく、お小言を食らってくるとしよう。後日お会いした時には、慰めていただけるかな？　可愛い〈太陽〉のお嬢さん」

「……じ、自じ業ごう自じ得とくだと思いますので、たっぷり絞られてきて下さい」

　華のある笑顔に危うくつり込まれそうになりながら、エリッセはできるだけ素っ気なく突き放した。「さすがグラシカルの生徒だ」と、リューナーは気を悪くするでもなくまた笑う。

「カノープスのグラシカル、俺はお前とも仲良くしたいと思っている。では、今夜はこれで失礼するとしよう」

　最終的には青年将校にぐいぐい腕を引っ張られながらも、実に様になるウインクをしてリューナーは去っていった。
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　第二の太陽・至し高こうの陽ようが力を持ち始める、朝と昼の狭はざ間まの時間。まぶしい初夏の空の下に、『星せい合ごう』のために急きゆう遽きよ作られた特設会場が広がっている。

　特設会場といっても、実際は昇しよう星せい試験の実技の際に使われる施し設せつを少し手直ししただけだ。校舎ひとつ分はある巨大な一枚岩の周りを階段状になった観戦席が、さらにその外周を石いし壁かべが取り巻いているだけの質素な作りである。

　そこに、レドレリカの誇ほこる〈綺き羅ら星ぼし〉たちが色とりどりの光を散らす。〈煌キラ〉でできた小さな星は、この場に集つどう人々の上に舞い降りては砕くだけ、光の粉となって消えていく。

『星合』の始まりを告げる幻想的なセレモニーが終わると、少し緊きん張ちようした顔のルトエが正面の壇だん上じように上がった。

「選ばれし〈星〉たちが互いを高め合う、栄はえある行事の開かい催さいをここに宣言します。そして、我わが国に栄えい誉よある役目を与えて下さった、ステッセルとヴェストラントには限りない感謝の意を捧ささげます。我々は恒こう久きゆう的てきな平和を目指し……」

　強い色しき彩さいと歴戦の〈星〉たちが放つ〈煌〉に取り囲まれると、どちらも持たない白い王はかえって目立って見えた。

「疲つかれていらっしゃるのも、よく分かるなあ……」

　普段よりひときわ青白いルトエの顔を、エリッセははらはらしながら眺ながめやる。なまじ壇の側の特等席を与えられているため、見えなくていいものまで見えてしまうのだ。

「いつの時代も、お偉えら方がたの挨あい拶さつというのはつまらんな。ごたくはいい、さっさと始めろ」

　隣で偉そうに足を組んでいるディガンの声も、聞こえなくていいのによく聞こえる。

「……ディガンさん、お願いですから、あとちょっとだけ我が慢まんして下さいね……？」

　身を縮めながら、エリッセはこわごわ注意した。この状況でよくそんなことが言えるなあ、と思いながら。

　実際エリッセだって、紋もん切きり型のルトエの挨拶が面おも白しろい訳ではない。だが国の代表として参加している以上、守らなければならない形式というものがあるだろう。

　しかし、ディガン以外の〈星〉たちも、ほとんどルトエの話を聞いていない。

　一等星ではないから、という理由で『星合』への参加を辞してみたものの呆あつ気けなく却きやつ下かされ、分厚い布の間仕切りで区切られた特別席での観賞を余よ儀ぎなくされた〈太陽〉と『暗黒星』。この二人への注目は、痛いばかりだというのに。

〈導みちびきの灯ひ〉の中での立場の変化にも、いまだ戸と惑まどっているのだ。全世界の代表者から興味津しん々しんな眼まな差ざしを向けられて、平静でいられるはずがない。

「おい、うつむくな、小こ娘むすめ。毅き然ぜんとしていろ」

　突き刺さる注目を跳はね返すように、傲ごう慢まんにあごを反そらしてディガンがつぶやくのが聞こえた。

「だ、だって……こ、怖こわいです、よ。なんだか、取って喰くわれそうで……」

　ディガンの『暗黒星』を間近で使われた時と似たような恐きよう怖ふに、足が竦すくむ。ラドラスの言葉が脳のう裏りを過よぎった。

　──君は、中年男が好きだそうだが。

　違う、インパクトは強いが、そっちじゃない。

　──このままでは遅おそかれ早かれ、君はレドレリカにいられなくなるだろう。

　ほんの一年前のエリッセは万年六等星として馬ば鹿かにされ続け、いつ〈導きの灯〉から追い出されるかと怯おびえていた。『暗黒星』についてランゼから知識を得、術を使うための準備を始めたのはその頃だったと記き憶おくしている。

　だが、『暗黒星』ディガンと出会い、〈太陽〉という二つとない力の持ち主と判明し……一気にちやほやされるようになったことが、逆に自分の立場を危うくしている。いいにつけ悪いにつけ、突出した能力は軋あつ轢れきを生じるもののようだ。

　私、ここを出て行かなくちゃならないのかな。

　タタともリゼインとも、……グラシカル先生とも……お別れしないと、いけないのかな。

　暗い想像に肩かたを落としていたエリッセの頭に、ぽん、と暖かい重みが置かれた。びっくりして振り仰あおげば、視線は前に据すえたままのディガンがぽんぽん、とふざけたように彼女の頭を叩たたきながら、

「お前はオレ様が喰うんだ。だから他のやつらに喰われかけるようなことがあれば、必ず守ってやる。安心しろ」

「ディガンさん……」

　とくん、と胸が高鳴った瞬しゆん間かん、ディガンがふふんと得意そうに笑った。

「どうだ、かっこいいだろう。今度こそ惚ほれたか？」

「……なんで自分で言っちゃうんです？」

　やっぱりなし、と胸の中でつぶやいたエリッセだったが、肩に入っていた余分な力は抜けた。

　そうこうしている間に、ルトエの挨拶を含め、開幕式は終わったようだ。この後すぐに、各国の代表者による試合が始まる。

「ようやく始まるか、長々と気を持たせやがって」

　エリッセの頭から手を離したディガンは、待ってましたとばかりにつぶやいた。

「……あんまり期待しすぎると……、あれ？」

　盛り上がるディガンにやんわりと忠告しようとしたエリッセは、少し向こうにルトエとヴェストラント国王・バークレイの姿を見つけた。宰さい相しようであるイライアスは、レドレリカの代表としてすぐに試合が控ひかえているので、姿が見えない。

　少々距きよ離りがあるために、ルトエの声は聞こえない。だがバークレイの大声は、聞くつもりがなくても丸聞こえだった。

「なぜ開幕の挨拶で、我が国より先にステッセルの名を出された!?」

「それは本来なら、ステッセルが開催国だったからだろう、阿あ呆ほうが」

　白しらけた表情で、ディガンが小声で突っ込む。全くだ、とエリッセは同意した。先日「このオレ様より先に、あいつの名を挙あげるとは」云うん々ぬんと怒っていた、どこかの『暗黒星』にも聞かせてやりたい。

　今回の場合は、一応国の威い信しんに関わる問題である。下らない、とは一いち概がいに言えないかもしれない。しかし、こんなことで一々難なん癖くせをつけられるのでは、この先が思いやられる。

「きっと、私たちのこともあって、わざと高圧的に出てるんだろうけど……うちの国の王様って、本当に大変……」

〈煌〉の低さを少しでも挽ばん回かいしようと、勉強は人一倍してきたエリッセである。レドレリカの苦しい立場についても、ある程度は分かっていた。

　表向き、レドレリカは恵まれている。南北大戦の終結の際には「学徒虐ぎやく殺さつ」という悲劇に見舞われたが、その分戦後世界では五つもの一等星の称号を得た。二大強国は哀あわれなこの小国を常に気にかけ、惜おしみない援えん助じよを行っている。

　だが、それは表向きのこと。二百年続いた平和は人心を蝕むしばみ、かつての戦勝国内での争いが絶えない。ステッセルもヴェストラントも、互いを蹴け落おとすための材料として、レドレリカに与えた名めい誉よの回収を狙ねらっている。

　そのため歴代のレドレリカ王に何より求められるのは奴ど隷れいの素質であると、皮肉交まじりに言われていた。二大強国に均等に頭を下げ、機き嫌げんを取り、介入を防ぐ。さもなければレドレリカは、彼らの属国に成り下がってしまうだろう。

「グラシカル先生も、気を遣つかうよね……」

　ようやくバークレイの怒ど鳴なり声が消え、取り残されたルトエの側にそっとグラシカルが近づいていく。二言三言言葉を交かわすと、ルトエの顔にかすかな笑みが浮かんだ。

「気になるなら行けばどうだ、小娘」

　横でぼそりと、ディガンが言う。目ざといなあ、と内心驚おどろきつつも、エリッセは首を振った。

「……いえ、大丈夫です。国王陛へい下かもお疲れのようですから、今はお二人だけで……」

　ちょっとだけ胸が軋きしんだが、それだけだ。今のエリッセには、立場ゆえの重責も、それを理解してくれる人の貴重さも身に染みている。

「……国王陛下とグラシカル先生のためにも、しっかりしなきゃ、ですね。それが結局、私のためにもなるはずですし」

「……優等生の解答だな。だが、今はそれが正解だろう」

　前まえ髪がみをかき上げたディガンの眼は、着々と準備が整っていく試合会場に向かっている。開催国の一等星として、審しん判ぱん役やくを務つとめるグラシカルも一礼してルトエと別れた。

「とりあえず、ディガンさんをしっかり抑おさえてないとね……」

　小さな声でつぶやいて、エリッセは決意を新たにする。

『星合』のある意味一番肝かん心じんな部分について、ディガンにまだ告げていないことがあるのだ。どうせすぐに分かってしまうだろうが、今から胃が痛かった。







　試合場となる一枚岩の上に二人の男が上がると、さすがに自分たちへの注視が減ったのをエリッセは感じ取った。

　ひとりはレドレリカ王族代表、宰相にして王の夫であるイライアス・ルードラ。

　そしてもうひとりは、ギガンスティ帝国の帝王であるリューナー・ギガンスティ。

「雰ふん囲い気きはあるな」

　少し悔くやしそうに、ディガンが言う。エリッセも正直にそう思った。

　イライアスも単独で見れば、冷たい圧あつ迫ぱく感かんを身にまとった印象的な男なのである。しかしどうしても、眼がリューナーを追ってしまう。

　先日顔を合わせた時と違い、彼はまるで聖職者のような白い長ちよう衣いに身を包んでいた。政治の実権は二大強国の血を引く南部大陸の人間に握にぎられ、自身は二百年前の罪を浄じよう化かするため祈り続ける──『贖しよく罪ざいの王』の、正装だ。

「確かに、白い服はあまりお似合いじゃないっていうか、かえって禍まが々まがしい感じがしますねえ……」

　ぼそぼそと感想を言い合っている間に、試合場の真ん中で向き合った二人が、互いの首元のひとつ星を相手に見せながら名乗る。

「一等星、ベガのイライアス・ルードラ、参る」

「一等星、リゲル・ケンタウリのリューナー・ギガンスティ、お相手願おう」

　等星とフルネームを開示した上でやり合うのが、現在の〈星〉の正式な戦い方だ。またぬるい、とディガンが文句を言うかと思ったが、彼は無言で試合場を睨にらんでいる。

「始め!!」

　審判役のグラシカルが、試合開始の合図をする。同時にイライアスとリューナーの〈煌〉が、ぶわりとふくれ上がった。

「ひゃあッ!?」

　ディガンのほうに気が逸れていたエリッセは、全身をびりびりと走った痺しびれに大声を上げてしまった。

「な、なんでしょう、私、今、ものすごく鳥とり肌はだが……！」

　思わず自分を抱だき締めてつぶやけば、隣のディガンも緊張をはらんだ声を出した。

「面白いじゃないか」

　大きな手が、椅い子すの肘ひじ掛かけをきつく摑つかんでいる。金の瞳をぎらぎらと輝かがやかせながら、彼は肉にく食しよく獣じゆうのように笑った。

「『星合』での殺し合いは禁止だと？　よかったな、イライアス。命拾いしたぞ」

　イライアスに失礼なので、言葉には出せない。しかし、同意せざるを得ない。

〈星〉としての素養には恵まれないエリッセにも、リューナーの発する〈煌〉の圧迫感は一瞬で理解できた。

　身の回りに何人も一等星がいる関係上、巨大な〈煌〉の持ち主には慣れている。だがリューナーの〈煌〉は、うまく言えないが、違うのだ。

「『暗黒星』に、似てる……？」

　突き刺さる注目を前に感じた恐怖を、先ほどエリッセは、「取って喰われる」と思った。今同じ恐怖を、リューナーに対して感じている。

　居並ぶ観衆たちにも何人か、はっきりと顔色が変わっているものがいる。ククリチアが頭ず巾きんを跳ね上げたのは美び貌ぼうを自じ慢まんするためではなさそうだし、ジークハートも大きく身を乗り出しているのが分かった。審判として場を動けないグラシカルも、いつでも防ぼう御ぎよ術じゆつを展開できるように身構えている。

　一方、双ふた子ご王おうにそれほどの変化はない。彼らの持つ称号は、代々の国王に自動的に贈おくられるものだから無理もないが。

「まさか、帝王陛下は本気で戦うつもりなの……？　わひゃっ!?」

　聞いていた話と違ちがう。混乱し、もっと状況を観察しようと自分も身を乗り出していたエリッセは、ディガンに引っ張られて椅子の上に尻しり餅もちをついた。

「あまり前に出るな、小娘。巻き込まれるぞ」

　入れ替わりに立ち上がったディガンの体からも、赤みを帯びた〈煌〉が立ち上っているのが分かる。

「イライアスで不足なら、オレ様が代わってやってもいいがな。リゲル・ケンタウリの力、見せてもらおうじゃないか」

　その声が聞こえたかのように、一瞬リューナーがこちらを向いた。ぱちんとウインクを飛ばされ、椅子の上で後ずさったエリッセだが、次にリューナーが口にしたのは炎を呼ぶ詠えい唱しようだった。

「天空の覇は者しや、第二の太陽、至高の陽よ。熱よ炎と踊おどれ、すべてを焼き払え!!」

「天空の覇者、第一の月、起源の陰いんよ。永えい劫ごうの冬来たれ、時すら凍いてつかせよ!!」

　ほぼ同時にイライアスも攻こう撃げき術じゆつを放つ。炎と吹雪ふぶきがぶつかり合い、生じた水蒸気によって試合場の上が一瞬真っ白になった。

「まずは様子見か」

　それは嬉しそうなディガンの声が聞こえた。

　やがてあたりを覆おおったもやが晴れると、そこには無言で立つイライアスと、片かた膝ひざをついたリューナーの姿がある。

「そこまで」

　落ち着き払ったグラシカルの声が聞こえ、彼がイライアスの右手を取って高く持ち上げる。観客たちから盛大な、しかしあまり熱意のない機械的な拍はく手しゆが聞こえてきた。

「──ああ？」

　急展開に、ディガンが眼を丸くしている。

「おい、なんだ、何が起こった!?　今のでリューナーが負けただと!?」

　血相を変えているディガンに対し、エリッセはついにこの時が来た、と悟さとった。だが彼女が説明しようとした寸前、ディガンは腕うで組ぐみしながらぶつぶつ言い始めた。

「それほど大きな〈煌〉を使った様子はなかったが、さては体術か……!?　だが、何も見えなかった……」

「……あれ？」

「ふん、腹立たしいが、多少認識を改めなければならんか……この時代の〈星〉も、なかなかやるものだ。それとも、あのイライアスが、それだけの逸いつ材ざいだったのか……」

　真剣に分ぶん析せきしてもらったのに悪いが、この誤解は早めに解といたほうがよさそうだ。

「いや、あの……なんだかすごく、いいほうに取ってもらってるみたいですけど、違いますよ？　あれ、ギガンスティの帝王陛下がわざと負けたんです」

「──はぁ？」

　訳が分からない、という顔をしているディガンに、エリッセは『星合』の仕組みを説明し始めた。

「わざと、負けたんです。ギガンスティの帝王は、『星合』では勝たないんです。絶対に。……そう決まってるんです」

「あれだけの〈煌〉を持っているやつがか!?」

　ディガンの疑問は一々もっともだ。純じゆん粋すいな勝負を期待していた彼には申し訳ないが、事情というものがある。

「今の帝王陛下は、本当に強い〈星〉みたいですね。でも現在の一等星って、半分名誉職みたいなものですから……〈煌〉がなくても一等星、なんて人もたまにいますよ。さすがにたまに、ですけど」

　そこまでエリッセが説明した途と端たん、突然ディガンが乱暴に椅子に身を沈しずめた。憂ゆう鬱うつそうに、忌いま々いましそうに金の瞳を細め、静かに独りごちる。

「……『星合』は、代理戦争。そして世界の縮図……なるほどな」

　ひとつ大きなため息をついたディガンは、確認するようにつぶやいた。

「ギガンスティは、レドレリカに勝てない」

　苦いものを含ふくんだ顔と表情から、エリッセも彼が『星合』の真の姿に辿たどり着いたことを悟った。

「そしてレドレリカは、ヴェストラントに勝てない。ステッセルにも勝てない」

「……はい」

　なんだかいたたまれなくなってきて、エリッセは視線を落とす。『星合』の存在を聞きつけ、本気で感心していたディガンの姿が脳裏に浮かんで、消えた。

「これが、今の世界の平和というやつか。なるほどな」

　皮肉たっぷりに結ぶと、ディガンは熱のない眼を会場に向けた。すでに敗者となったリューナーは去っており、代わって姿を現したのはヴェストラント王・バークレイだ。

「王族同士の戦いが終わったら、お昼からはそれ以外の一等星の戦いが始まりますよ。そっちは真剣勝負のはずです。……つまらないなら、席を外はずしますか？　私も正直、周りの眼が痛くなってきましたし……」

　リューナーという特異な華はなが場を去れば、あとは勝敗の決まりきった消化試合のみ。見る価値なしと判断した観衆の注目は、再び〈太陽〉と『暗黒星』に集まりつつある。

「やめておけ。下へ手たに中座すれば、ご機嫌伺うかがいが死ぬほどやってくるに決まっている。牽けん制せいさせ合っておくほうが、まだ被害が少なそうだ」

　熱意を失っても、冷静さまで失った訳ではないようだ。投げやりになるでもなくそう言うディガンの眼が、またこの時代ではない景色を見ていることをエリッセは感じた。

「それに、オレ様はこの茶番を見届ける義務がある。平和の礎いしずえを築いたひとりとしてな」

　たぶん、ショナエルのことを思い出してるのだろう。そう感じたエリッセは、黙って椅子に座り直した。

　ショナエル・アルケイシア、「学徒虐殺」の際の悲劇のシリウス。シリウスの座を望み、そのためにディガンを〈夜の底そこ闇やみ〉に追いやったが、その後押し寄せたギガンスティの兵士たちに殺されてしまった少女。

　エリッセ同様、筆記試験は得意で、かつハーシエルのような名家の出だったと聞いている。今の時代に生まれていれば、彼女は案外簡単にシリウスになれたかもしれない。

「……いや、ハーシエルくんとの争いになったら、難しいかな……」

　程なく始まったイライアスとバークレイの試合を観覧しながら、エリッセは引きつった笑みを浮かべた。







　イライアスとバークレイの戦いに、見るべきものは皆かい無むだった。

「……宰相閣かつ下か、負けるの下手でしたね……」

「相変わらず、そつがなさそうでいて、肝心なところが不器用な男だな」

　ふわあ、とディガンがあくびをしている。負けたイライアスは淡たん々たんと頭を下げて試合場を降り、バークレイは得意満面に周囲の歓かん声せいに応こたえていた。

「そういう意味では、ギガンスティの帝王はいい負け方をした、と言わざるを得んな。さすが『贖罪の王』、相手に花を持たせるのは慣れているか」

「負けてかっこいいって、難しそうですものねえ」

「オレ様は常に勝ち、しかもかっこいいぞ」

「ソウデスネー」

　どうでもいい会話を交わしながら、エリッセは空の羅ら盤ばんを探さぐった。第二の太陽・至高の陽が、そろそろ中天に差しかかろうという時刻だ。双子王同士の試合が終われば、昼の休きゆう憩けいに入る。

「ちなみに二大強国は、主しゆ催さいする側が勝つことになっている訳か？　それとも逆か」

　細かく説明した訳ではないが、ディガンはそこまで看かん破ぱしていた。ステッセル王ラドラスが試合場に姿を現したのを見ながら、エリッセは小声で説明する。

「ええと、接戦の末、最後は主催する側が勝つっていうのが筋ですね」

　こそこそしゃべっている間にも、結末の定められた試合は始まった。互いに等星とフルネームの開示、グラシカルの「始め！」の合図、一連の流れはすべて予定通り。

「今回は本来ならステッセルが開催する順番だったので、たぶん……きゃああっ!?」

　予定外の爆ばく風ふうが前髪を巻き上げ、エリッセは仰ぎよう天てんした。開始の合図の瞬間、ラドラスがいきなり攻撃を始めたのだ。

「なるほど、確かに接戦だな」

　必死の形ぎよう相そうで防御術を展開しているバークレイを見つめて、ディガンは真顔で感心している。

「大したことのない〈星〉だと踏ふんでいたが、〈煌〉は平へい凡ぼんでも演技力はなかなかのものだ。こうでなければ、王は務まらないか。広義の政治力を競きそう場だと考えれば、この茶番も案外面白いかもしれんな」

「いや、これは演技じゃなさそうですよ!?　だってヴェストラントの王様、ものすごくびっくりした顔をしてますもの!!」

　バークレイの右手には、軽い火傷やけどの痕あとさえあるではないか。二大強国の間で繰くり広げられるべき接戦とは、同程度の術をぶつけ合った挙あげ句く、頃合いを見み計はからって片方が「参った」と手を挙げる、と相場が決まっている。怪け我がを負おわせるなど、あり得ないはずなのに。

「お父様!?」

「国王陛下、おやめ下さい!!」

　ククリチアとジークハートまで血相を変えている。グラシカルも〈煌〉を高めながら、止めに入るタイミングを計はかっている様子だ。

　だがラドラスの攻撃は、始まったのと同じぐらい唐とう突とつにやんだ。悪びれる様子もないその顔を、バークレイは怒いかりに赤黒く染まった顔で睨む。

「ラドラス、貴様……!!」

　暗あん黙もくの了解があるとはいえ、さすがに「なんでいきなり攻撃してきた」とは言えないのだろう。そこで言葉を切ったバークレイを見て、ラドラスは心ここ地ちよさそうに微笑ほほえんだ。

「これは失礼。だが、次回の『星合』開催国は我が国、などという戯ざれ言ごとよりは、よほど可愛い悪ふざけだと思わないかね？」

　一瞬で、エリッセはラドラスの怒りの意味を理解した。ディガンも横で肩をそびやかしているのが、見なくても分かる。

「順番からすれば、次はヴェストラントだろう!!」

「順番からすれば、次はステッセルだ!!　今回はレドレリカに譲ゆずってやっただけだ、勝手に飛ばすな!!」

　要するに、次回の『星合』の開催について、ヴェストラントが早々に根回しを始めた。それがステッセルの逆げき鱗りんに触ふれた、ということだ。

『星合』の開催国であることに、二大強国は強い誇りを抱いだいている。合法的に〈太陽〉と『暗黒星』を拝むためとはいえ、レドレリカにお株を奪うばわれたことを、ステッセルは相当根に持っていたのだろう。

　気づけば両国の〈星〉たちまで試合場に入ってきて、一いつ触しよく即そく発はつの状態だ。真まっ青さおになったルトエが、〈綺羅星〉たちに事態の収拾を言いつけているのが見える。

「ゆ、譲ってやったって、押しつけたの間違いじゃないですか!!　私だってディガンさんだって国王陛下だって、いろんなことを我慢して『星合』に臨のぞんだっていうのに……!!」

　勝手な言いぐさに、気は長いほうのエリッセでさえ怒りが湧わいてきた。それは彼女の恩師もまた、同様のようだった。

「──そこまで。お二人とも、いったん離れて下さい。選手以外の方も、席に戻もどって下さい」

　罵ののしり合う双子王と両国の〈星〉たちをかき分けるようにして、グラシカルが場を仕切りだした。

「黙れ、ここまでの屈くつ辱じよくを受けて、引き下がることができるか!!」

　バークレイに至近距離から怒鳴りつけられても、彼は怯ひるまない。

「ご心配なく。部外者の乱入により、ここまでの試合は無効と致します。記録にも残しません」

　失礼、と手を伸ばしたグラシカルは、素早く治ち癒ゆ術じゆつを唱えてバークレイの手の怪我を治してしまった。放出する〈煌〉の強さ、術の構成の見事さを感じてか、バークレイが押し黙る。

「ヴェストラントはそれでいいかもしれないがな」

　眼鏡めがねをかけ直しながら、ラドラスが話に割り込んできた。これにもグラシカルは、間かん髪はつを容いれず応じた。

「『星合』では、開催国が出す審判の判定が絶対というのがルールでしょう？　悪い前例を作れば、ステッセル国王陛下も次回お困りになるでしょう。両国の方々が作り上げた伝統を、偶たまさかの僥ぎよう倖こうに恵まれた僕たちが崩くずす訳には参りません」

「……まあ、それもそうだ」

　さり気なく「次の開催国はステッセル」と匂におわされ、ラドラスは気をよくしたようだ。乱れた服装を正しながら、自国の人間たちに席に戻るよう命じた。

　バークレイは抗こう議ぎをしかけたが、グラシカルの言うように、おかしな前例を作れば今度は自分たちが困る。渋しぶ々しぶながら、まずは娘に「席に戻りなさい」と告げた。

「わたくしはお父様を危機から救おうと、ただ動いただけなのに……なのに公おおやけの場で、このように素っ気なく追い払われるなんて……わたくしって、いつもこう……」

　悲しそうに、どこか嬉しそうに言いながら、頭巾で顔を隠かくしたククリチアが去っていく。

「後先、顧かえりみない、ごみ、と」

　手帳に反省会の内容を書き込みながら、ジークハートも観覧席に戻った。

「──さあ、改めて、スタート位置まで戻って下さい」

　二人の一等星について非常に何か言いたそうにしながら、グラシカルが双子王に仕切り直しを告げる。

「グラシカル先生、さすが……!!」

　きれいに場を収めてしまったグラシカルを、エリッセはうっとりと見やる。

「『次回困る』という言い方なら、『次にステッセルが開催国となる時』の話だと言い抜けできるものな。詐さ欺ぎ師しめ、相変わらずごまかすのはうまい」

　ディガンも文句のつけ所を見つけられなかったらしく、つまらなそうにそれだけ言った。







　仕切り直して始まった試合は、あっという間にステッセルの勝利で終わった。

　だが双子王の互いを見る眼光は暗く鋭するどく、禍か根こんは確実に残ったようだ。

「またこれで、変な難癖をつけられないといいですけど……」

　下手に派手な〈煌〉を使ってのぶつかり合いを見るより、消しよう耗もうしてしまった。気疲れして椅子の上でへばっているエリッセの横で、ディガンはいら立ちを隠さない。

「本当に、馬鹿げている」

「全くだな」

　後ろから響いた同意に、エリッセもディガンもぎょっとして振り返った。

　そこに立っていたのは、ダークグレイの長ちよう髪はつを揺ゆらして笑うひとりの男。どこからちょろまかしたのか、〈導きの灯〉の教師用の制服を着ているが、本人の弁通り白い衣装はあまり似合わない。

「て、帝王陛下、また部下の方をまいてきたんですか!?」

「ご明察だな。さすが〈太陽〉」

　けろっとした顔で答えたリューナー・ギガンスティとエリッセの間に、ディガンが素早く割って入った。

「何をしに来た」

「これから昼の休憩だろう？　昼食を一緒にどうかと思ってな。まあ、『暗黒星』の目つきで大体返事は分かったので、無む理り強じいはしないが」

「……そもそも、いらっしゃらなくても、返事はお分かりだったのでは……？」

　こわごわとエリッセが言えば、リューナーは楽しそうに笑った。

「気弱な性格だと聞いていたが、俺に対してはずいぶん風当たりが強いな、〈太陽〉」

「なぜ風当たりが強いのか、自分の胸に聞いてみるんだな、負け犬が」

　リューナーの実力を認めている様子のディガンであるが、彼の行いまで許容する気はなさそうだ。負け犬、という言葉に、リューナーもかすかに瞳を細める。

　これはまずい。思わずエリッセは、ディガンの手を後ろからぎゅっと摑んだ。はっとしたように身じろぐ彼の背に額ひたいをつけて、祈るように願う。

「ディガンさん、も、もう一回かっこいいところを見せて下さい、お願いします……!!」

　ディガンにとって、ギガンスティは仇かたき。その帝王にこれみよがしに挑ちよう発はつされ、腹が立つ気持ちも分かるが、ここで自分たちがやり合えばステッセルとヴェストラントの思う壺つぼだ。庇ひ護ご下かにある小国と支配下にある戦犯国の不始末の代だい償しようとして、彼らは好きなものを奪っていくだろう。

　今は戦時中とは違う。平時には平時の戦い方がある。ショナエルたちの死を無む駄だにしないためにも、こらえてほしい。

　必死の願いが、伝わったのかと思った。

「レドレリカの王にも、少し話したが……俺たちがこうしていがみ合う、それこそが二大強国の思う壺ではないかな」

「え？」

　ディガンではなく、リューナーの口から漏もれ出た言葉に、エリッセは眼を丸くする。

「傲慢なあの国々に辟へき易えきさせられているのは、ギガンスティもレドレリカも変わらない。敵を同じくする俺たちは、友になれる。そう思わないか？」

「……貴様」

　ディガンも、この話は想定外だったのだろう。ひと言うなったきり、絶句する。

「残念ながら、制服泥どろ棒ぼうと友達になるのは難しいと思いますね」

　音もなく近づいて来るなり、冷めた声で口を挟はさんできたのはグラシカルだった。場にみなぎった緊張が弱まり、リューナーは肩を竦めて彼を振り返る。

「毎回いいところに出てくるな、グラシカル。気づかなかったぞ」

「〈煌〉を消して動き回るのは、あなたの専売特許ではありませんからね」

　にこりともせず言い返すグラシカルに、リューナーは馴なれ馴なれしく笑いかけた。

「お前も聞いていたのなら、話が早い。ルトエ国王との繫つながりも深いお前のことだ、彼女の負担を軽減してやりたいと思わないか？　お気の毒に、先ほど倒れてしまわれたので、ひと足先に見舞いに行ってきたぞ」

　ルトエの話が出た刹せつ那な、グラシカルはわずかに眼の端はしを引きつらせた。だが、眼に見える変化はそれだけだった。

「差し当たって、友云々というお話については、僕たちの記憶自体から消し去ります。したがって報告もしませんが、次はどうするか分かりませんよ。そして、あなたにお客様です」

　薄く微笑んでグラシカルが差し招いた相手は、ディガンの背中に隠れているエリッセには見えなかった。

　けれど、見なくても分かった。

「……白い衣装は、お嫌きらいじゃありませんでしたか、陛下……？」

　先日リューナーを探しに来た、あの青年将校だった。







　懲こりないウインクを送りながら、ギガンスティの帝王は部下に引きずっていかれた。その姿が完全に視界から消えた瞬間、エリッセは盛大な息を吐はいて手近な柱にもたれかかる。

　精神的にはこの上なく消耗しているのに、消耗の度合いが激しすぎて、お待ちかねの昼休憩だというのに全く食欲がない。次から次へとあれこれ起こりすぎて、めまいがしそうだ。

「も、もう、『星合』って、少なくとも王族同士の戦いが終わるまでは、決まったシナリオ通りに進む、つまらないイベントだって話じゃありませんでしたっけ……!?」

「開催国からして違うからね、今回は」

　エリッセに『星合』について教えていたグラシカルが苦笑いしている。

「お前から見ても、やはりあの負け犬帝王は相当な手て練だれか」

　グラシカルの額にうっすらにじんだ汗を見ながら、ディガンが尋たずねる。

「……歴史的には的確だけど、そのあだ名はさすがにあんまりじゃないかな……？」

　不敬罪だよ、と苦笑してから、グラシカルはリューナーが去った方向を見た。

「元々ギガンスティは、有数の〈星〉産出国でもあるからね。そうだね、少なくとも、なんの準備もなしに戦いたい相手じゃないな。もちろん、そんな日は来ないと思うけど。ま、彼が来てくれたおかげでおおっぴらに君たちに護衛をつけられそうだから、その点については感謝しているよ」

　二大強国の人間まで弾はじいてしまうとうるさいので、エリッセたちの周りには目立った護衛は配置されていなかった。だがギガンスティの人間がうろうろしている、と言えば言い訳は立つ。

　そつなく話をまとめたグラシカルは、さっさと話題を変えた。

「さあ二人とも、特にエリッセはあまり食べたそうじゃないけど、お昼を一緒にしよう。邪じや魔まが入らないように、僕の部屋に用意をしてある。宰相閣下に許可は取ってあるから、大丈夫だよ」

「はい、分かりました」

　場所を特定されないよう、早々に〈煌〉を消したエリッセは、ほっと安あん堵どの息をついた。一時の休息は得られそうだ。

「あれ、でも宰相閣下に許可ってことは……そうだ先生、陛下のところに行かなくていいんですか？」

　度重なるトラブルに、ただでさえ病弱なルトエの体はもたなかったようだ。彼女が回復するまでは、イライアスが王を代行しているのだろう。

「心配ないさ、宰相閣下がついてる。僕は昼から引き続き審判だし、試合にも出ないといけないしね。さあ、行こう」

　公私共にパートナーであるイライアスに任まかせるべき、と言いたいらしい。いいんですかと聞きかけて、エリッセは口をつぐんだ。

　王と宰相と元〈綺羅星〉の微び妙みような関係は、彼らの問題だ。自分が口出しする領域ではない。

　第一グラシカルはエリッセにとっては、兄や父のような存在なのだから。彼の想いがどこに向かっていようが、せいぜい大切な家族が傷つく結果にならないよう、願うことしかできない。

「……そうですね。私がお見舞いに伺っても、今はご迷めい惑わくでしょうし……このまま無事に『星合』を終わらせるのが、一番ですよね」

　今回の『星合』は、開催国がレドレリカに変わっただけ。それ以外、いつもと違うことは何もない。〈太陽〉も『暗黒星』も見せてはやるが、可能な限り接せつ触しよくはさせないし、もちろんどこにも渡さない。

「……平和のためにな。ふん」

　甚はなはだつまらなそうにだったが、ディガンもうなずいてくれる。

「ありがとうございます、ディガンさん。ええと、お昼、私の分も差し上げますね!!」

「お前はこの間からそればかりだな小娘！　まずい飯なんぞいらんと言っている、お前がちゃんと食え!!」

「そうだよエリッセ、ディガンもこんなに心配してくれてるから」

「あ、当たり前だ、小娘はいずれオレ様が喰らうんだからな!!」

　わあわあぎゃあぎゃあ、三人で騒さわいでいると、萎なえていた気力が少しずつ蘇よみがえってくる。たぶんこういう時間が平和であり、これを守るためならがんばれると、エリッセは改めて思い直した。

「さて、しかし僕の部屋までどうやって行くかな」

「転移の術なら移動は簡単だが、邪魔者も呼び寄せるだろう。身を隠しながら移動するしかあるまい」

　転移の術を使えば教職員用の建物まではすぐだが、強い〈煌〉を発するこの術は誰だれがどこで使用したか、すぐ分かってしまう。

「いっそ帝王陛下を見習って、変装でもしようか。僕の服を貸してあげようか？　ディガン。君はいつも服装規定を守っていないから、まともな格好をすると逆に目立たないと思うよ」

「はっ、じゃあ貴様は、オレ様の服を着てみるか？　着こなせるとも思えんがな!!」

　下らない掛け合いすら微笑ましい。とにかく他の人間が昼食の誘さそいに来ないうちにと、三人は周囲の〈煌〉を読みながら、人目を避さけて試合場を離れた。

「あれ？」

　特設会場準備に関わっており、裏道を知るグラシカルの手引きで移動する道すがら、ふと眼にした壮そう年ねんの男性にエリッセの眼は吸い寄せられた。

「今の、確か……ハーシエルくんの」

　トールズ侯こう爵しやく。以前に一度だけ会ったことのあるハーシエルの父親の、いかにも気難しそうな横顔が眼の端を過よぎったのだ。

　こちらも先を急ぐ身だったのでちらっとしか見えなかったが、たぶん間違いない。初対面で『あのグラシカルの生徒としては、ずいぶんな等星のお嬢さんだ』と蔑さげすまれた記憶は、今でも心の傷である。

「もしかして、息子さんの勇姿を見に来たのかな……？」

　普通の親なら十分あり得ることだ。だがトールズ侯爵の場合、それは考えにくい。

「……単に大きなイベントだから、来ただけかな……〈太陽〉について、知りたがってるって話もあったし」

　何かの用事で〈導きの灯〉に来ていたトールズ侯爵と出くわした際、エリッセはたまたまハーシエルやティリスと一緒だった。そしていきなり、蔑まれた。

　だがトールズ侯爵は、自分の息子とは眼さえ合わせなかった。まるでそこにいない者のように、無視した。

　とはいえ、トールズ侯爵の気持ちも分からなくはない。ハーシエルは彼の母とどこぞの〈星〉との間にできた、不義の子らしいのだ。

〈煌〉は遺伝する能力ではなく、生まれた土地が強く影えい響きようすることは今や常識である。だが髪や眼の色のごとく、遺伝するものであるという偏へん見けんは根強い。

　ハーシエルの能力を目の当たりにするたびに、彼の書類上の父は浮気相手のことを思い出すのだろう。でもそれは、ハーシエルのせいではない。

「……〈煌〉に恵まれていても、幸せとは限らないよね……って、いたたたた!!」

　複雑な思いを嚙かみ締しめていたところ、いきなりディガンに髪を一ひと房ふさ引っ張られた。

「おい、なんだ、どこぞのじじいの顔を見てからずっとため息をついているな！　全く、尻軽もいいかげんに、いてっ、おい何をする小娘!?」

「いえ、別にッ!!　孤独もつらいけど、残念な人に囲まれているのもつらいって、そういう話ですッ!!」

　勢いでディガンの靴くつの先を踏んづけて、エリッセは大おお股またに彼を追い抜いた。







　生意気な態度を取った代償として、限界まで引っ張られた頰ほおの痛みなど最早気にならない。気を遣って好物ばかり用意してくれたグラシカルのためにもと、できるだけ腹に詰つめ込んだ食べ物が逆流してきそうだ。周囲には護衛の〈星〉がついたから、おいそれと見知らぬ人間が近づいては来ないと分かっていても、人影が見えるたびにびくびくしてしまう。

「……おい、どうする小娘。本当にきついなら、このかっこいいオレ様が転移の術で休憩を取らせてやろうか？　そして惚れろ」

　隣となりに座ったディガンですら、余計なひと言つきで気を遣ってくれる有あり様さまである。

「いや、たぶん今この状況で逃にげるのは、限りなく難しいかと……下手したら大勢転移の術で追いかけてきそうですから、やめておきます……」

　せっかく癒いえたトラウマが復活しそうだ。エリッセは、青い顔をしたまま首を振った。

　三人きりでの昼食も終わり、グラシカルは審判として試合場に、エリッセとディガンは特別席に戻ってきていた。これから始まるのはステッセルの一等星・ジークハートと、レドレリカの一等星・ハーシエルの戦いだ。

　今年初めて『星合』の舞台に立つシリウスについての関心は高い。しかしそれ以上に、ハーシエルがエリッセの友人であり、現時点で彼女の〈太陽〉の輝きを返せる数少ない〈星〉であることへの注目度が高いのだ。

　先日ジャノンに襲おそいかかられて以後、〈太陽〉の力をほとんど使っていないエリッセ。やんわりと頼まれたことは数限りなくあるが、いずれも愛あい想そ笑いで断ってきた。

　しかし、国の威信を懸かけた『星合』の場であれば、〈太陽〉の輝きを発はつ揮きするかもしれない。この場に集った〈星〉たちは、それを期待しているのである。

　そして彼らの期待に満ちた眼差しが、一層のプレッシャーとしてエリッセにのしかかっている訳である。

「うう、これならまだ、セスとかに意地悪されてるほうが、慣れてる分だけましだよう……」

　劣れつ等とう生せい歴は長いエリッセなので、負の注目には慣れている。その分活かつ躍やくを期待されることがなかったので、未知の圧迫に挫くじけてしまいそうになる。

「どうした、意地悪をされたいのか？　尻軽の上に変態とは、本当にどうしようもない小娘だな」

「早速意地悪が始まった！　だから、そういう言い方はやめて下さいってば!!」

　怒鳴った瞬間元気になったエリッセだったが、彼女が動きを見せた瞬間、特別席を見つめる〈星〉たちの眼がぎらりと輝いた。さらに増したプレッシャーに縛しばられ、エリッセはがちんと固まってしまう。

「……やれやれ。緊張しすぎて、また〈太陽〉を暴走させることだけはやめろよ？　さすがのオレ様も、二度目は保証できんぞ」

「わ、分かってますよ……でも本当にまずいことになったら、どうぞよろしくお願いします……」

　ぎくしゃくと首を動かして頼んだエリッセの耳に、大歓声が飛び込んでくる。同時に痛いほどの注目が、かなり減じた。

　試合場の中央に、ハーシエルとジークハートが姿を現したのだ。







　スーツで本気の戦せん闘とうは無理だと思ったのか、ジークハートはもう少しだけラフな服装に着替えていた。対するハーシエルは、いつも通りの〈導きの灯〉の制服姿である。

「一等星、シリウスのハーシエル・ディファリア・トールズ、よろしくお願いします」

「一等星、リゲルのジークハート・フェデル、よろしくお願いします」

　首元の一つ星をつまみ上げ、等星とフルネームを開示。最初の挨拶を交わし終え、グラシカルが「始め！」の合図を送るなり、ジークハートは感かん慨がい深そうに息を吐いた。

「シリウスの称号を持つ天才少年……光栄だよ。君との戦いは、僕を大いに成長させてくれそうだ」

　向上心にあふれたジークハートのコメントを無視して、ハーシエルは観客席に向かって手を振り始めた。

「ティリス先生!!」

　観客席の端、隅すみのほうで人目を避けるように小さくなっていたティリスが、怯えたように肩かたを揺らす。

「今から僕は、あなたのためだけに、こいつをこてんぱんにします!!　絶対見ていて下さいね!!」

「ハ、ハーシエルくん、声が大きいわ……!!」

　赤くなったり青くなったりしながら、ティリスがしどろもどろに訴うつたえるが、ハーシエルはお構いなしだ。

「相変わらずあのガキは、自分より年上で背が高くて顔のいい〈星〉は嫌いなようだな」

　ディガンが皮肉っぽく評し、エリッセはひやひやしながらティリスを見やる。

「ハーシエルくん、絶対逆効果だよ……それに、ステッセルの一等星を『星合』で無視するのはまずいんじゃないかな……」

　さすがのジークハートも怒るのではないかとあやぶんだが、彼はせっせと手帳に何事か書きつけている。

「存在感がないから、眼の前にいても、分からない、と。早速ありがとう。君からは学ぶことがたくさんありそうだ」

　相手が変態でよかった。ほっとしたのも束つかの間ま、ジークハートがこちらに向かって大きく手を振ってきた。

「エリッセ様ー!!」

　名指しされ、ぎょっと眼を見開いたエリッセに、少し目元を赤くしたジークハートがはにかんだ笑みを向ける。そして彼は、たった今ハーシエルから学んだばかりの台詞せりふを口にした。

「では僕も、あなたのために、彼をこてんぱんにしたいと思いますー！　そうしたら、僕と婚こん約やくして下さいますよねー？」

「ひいいいいいいっ!?」

　油断していた分、痛いほどの注目が怖くて顔を上げられない。椅子の上で身を縮めるエリッセと、恥はじらうジークハートをディガンが冷たい眼で見やる。

「小娘、お前は本当に……」

「いやいやいやいや違います違います本当に向上心が旺おう盛せいで、じゃなくて、あの人とステッセルの王様が勝手に言ってるだけですから!!」

　ディガンの怒りにより婚約話は収しゆう束そくしたと思っていたのに、さすが二大強国の人間は精神力も強きよう靭じんだった。これで本当にジークハートが勝利したら、手帳片手につきまとわれそうだ。

「か、勝ってね、ハーシエルくん……!!」

　ティリス先生にはちょっと申し訳ないけど、と思いながらつぶやいた瞬間、ジークハートの〈煌〉が大きくふくれ上がった。

「さあ、ハーシエルくん、学び合おう!!　まずは僕から行くよ!!　天空の覇者、三つ子の太陽たちよ！　風よ友を呼べ、渦うず巻まき逆巻け!!」

　たちまち吹いた突風が、エリッセの髪まで揺らす。慌あわてて乱れた髪を押さえた瞬間、意外な光景が眼の端をかすめた。

　観客席のティリスに話しかけている壮年の男性。帽ぼう子しで顔を隠しているが、さっき間近で顔を見たばかりだし、あの服装は間違いない。

「トールズ侯爵？」

　以前はハーシエル同様、ティリスのことだって完全に無視していたのに。

「どうし……、きゃっ、ハーシエルくん、危ない!!」

　思わぬ組み合わせに眼を奪われている隙すきに、気づけばジークハートがハーシエルに思いきり肉にく薄はくしていた。力持つ風を攻撃術兼、自みずからを加速させる術として利用したようだ。

「反省会」だの「学ぼう」だのとうるさいので、長々と引っ張る気かと思ったらとんでもなかった。ジークハートはいきなり仕留めにかかったようである。

「天空の覇者、第三の太陽、終しゆう焉えんの夕ゆうよ！　大気の見えざる腕かいなよ、我が敵を打ち砕け!!」

　ぶぉん、と異様な音がして、圧縮された空気でできた巨大な腕が振り上がる。最初の攻撃もだったが、ジークハートは風や空気を使った術を得意としているようだ。

　見えざる腕が、ハーシエルに向かって容よう赦しやなく振り下ろされた。殺人は御ご法はつ度とのルールに則のつとり、手加減はしているのだろうが、あれをまともに受ければ骨の何本かは折れるだろう。

　少なくとも、私なら絶対そうなる。ぞっと総毛立ち、無意識に腰の古傷に手をやったエリッセだが、ハーシエルは冷静だった。

「天空の覇者、三つ子の太陽たちよ」

　その唇くちびるから、エリッセの心の傷だった術のアレンジバージョンが流れ出る。

「彼かの者を距離より解き放て!!」

　シリウス特有の青白い〈煌〉がその全身を包む。だが、ハーシエル自身は立っている場所から動いていない。

　しかし転移の術自体は、正しく作用していた。

「うわあっ……!?」

　頭ず上じようから見えざる腕の一いち撃げきを浴あび、ジークハートがその場に叩き伏ふせられる。

　ぎりぎりで防御術を展開したらしく、骨が折れたような様子はない。だが少なくとも、すぐに立ち上がれるような状態ではない。

「ほう、やるじゃないか、ガキが」

　出来のいい生徒の成長を認めた教師の眼差しで、ディガンが褒ほめた。「そこまで」と試合終了を告げたグラシカルも、同じような眼をしている。

　岩の上に身を横たえ、荒い息を吐いているジークハートもそうだ。純粋な賞賛に、彼の瞳はきらきらと輝いている。

「術それ自体を転移させるなんて……！　すごい!!　なんて素す晴ばらしい!!　転移の術を、こんな風に使う〈星〉は初めて見たよ!!　たとえ思いついたとしても、並なみ大たい抵ていの〈星〉にできることじゃない!!」

　髪も服もぼろぼろで、時々痛みに顔をしかめながらも、ジークハートは対戦相手を褒めちぎった。ここまで言われれば皮肉を返す気にもなれないのか、ハーシエルは軽く肩を竦める。

「ありがとう、可能ならもっと大声で褒めてくれると嬉しいな。ティリス先生にも、よく聞こえるようにね」

「勝者を称たたえる礼儀も知らない、と。ありがとう、後で必ず反省会に生かすよ、他には？」

「……やっぱりいいや。差し当たって、あなたみたいな僕より年上で背が高くて、顔もそこそこの〈星〉相手に大差をつけて勝ててよかったよ。これでティリス先生も、僕と婚約したことは間違っていなかったと思ってくれるだろう」

「待ってくれ！　褒めないでくれ!!　なじってくれ!!」

　担たん架かに乗せられ、去っていくジークハートは最後までジークハートだった。







　注目の一戦は、想定外の速さで終わってしまった。グラシカルが他の〈綺羅星〉、それにイライアスなどと試合場の隅で話し合っている。

　やがて〈煌〉に乗り、イライアスの宣言が場内にいるすべての人々に届いた。

「いったん休憩を挟みます。第二試合は、予定通り至高の陽が沈み始めた頃に始めます」

　試合時間調整の策が取られたようだ。不満そうな声が出たのも束の間、ばらばらと人の群れが動き出す。

「またあの負け犬帝王が来ないだろうな」

　時間が空あけばちょこちょこと顔を出すリューナーのことを思い出したらしく、ディガンが周囲を警けい戒かいし始めた。

「だめですよディガンさん、本当にあの方が来てるなら、その呼び方は……、あ、ハーシエルくん、ティリス先生!!」

　ディガンに注意していたエリッセに、ハーシエルとティリスが近づいてきた。他にも何人か、抜け駆がけしようと寄ってきた者はいるが、護衛の〈星〉たちに止められている。

　勝利の余よ韻いんに浸ひたっているのか、ハーシエルの頰はうっすらと上気してとても健康そうだ。対して、ティリスの顔色は優すぐれない。

「フェデル侯爵の次男以外は、僕の戦いに不満そうだね。君はそうでもなさそうだけど？エリッセ」

　ティリスに声をかけようとしたら、先にハーシエルに話しかけられてしまった。静かな自信に満ちたその姿には、シリウスに相応ふさわしい貫かん禄ろくが漂ただよっている。

　先日のジャノン戦では、実戦経験のなさと、それゆえの応用の利きかなさを露ろ呈ていしてしまったハーシエルだ。それがこの晴れの舞台で、以前ディガンやグラシカルが見せたような転移の術のアレンジを用いて、劇的な勝利を摑んだ。水面下でどれだけの努力を重ねたのだろう。

　しかもその努力は間違いなく、ティリスの心を摑むためなのだ。

　リゼインほどではないが、エリッセだって一応年頃の乙女おとめ。恋に興味がない訳ではないので、ちょっとうっとりしてしまう。

「ハーシエルくん、やっぱり天才だね……すごい。すごくかっこよかった。しかも全部、ティリス先生のためなんだものね……」

「……そうね……」

　ときめきのままに口に出した言葉に、ティリスの虚うつろな相あい槌づちが重なった。いつものように真っ赤になるでもなく、薄い反応が気になった。

　ハーシエルも、一瞬もどかしそうな眼で想い人を見た。だがすぐに気を取り直して、

「〈太陽〉抜きでも、あんなやつ目じゃないさ。……君にはいろいろ迷惑もかけたから、これで少しは恩返しできたかな」

　いつ〈太陽〉の力を拝めるのかと、会場中が固かた唾ずを吞のんでいたことにハーシエルも気づいていたのだろう。速攻で勝負を決めた理由には、エリッセとの友情も含まれていたのだ。これには正直、じんときた。

「ハーシエルくん、本当にかっこいいよ……」

「おい小娘」

　ハーシエルとティリスの様子をじっと観察していたディガンが、瞳を細めて突っ込んでくる。例の言葉を言わせまいと、エリッセは機先を制した。

「大丈夫ですディガンさん、相手はハーシエルくんですから！　万が一私がふらふらしたって、間違いなんか起きるはずもないですから安心して下さい!!」

　それでもなお、胡う散さん臭くさそうな顔をしているディガンを見上げ、ハーシエルが意味ありげに笑った。

「こっちは成長がないなぁ、ディガン」

「……なんだ貴様、ちょっと実戦慣れしただけで偉そうに」

　むっとしたように凄すごむディガンを、ハーシエルは軽くいなす。

「そうだね、どこかのおじいちゃんに鍛きたえてもらったおかげかな？　年の功は馬鹿にしてはいけないね」

「……次は口のきき方を教える番のようだな、クソガキが」

　ディガンの声が低くなり、エリッセの背筋を冷たいものが走る。

「ちょ、ちょっとやめて、ハーシエルくん。ディガンさんも、せっかく大人の余裕を見せてくれたんですから、最後までかっこよく、ね……？」

　やっと二人ともエリッセ好みの紳しん士しになってくれたかと思ったのに、ここで騒ぎを起こされてはかなわない。だが舌戦でも、今のハーシエルは絶好調だった。

「遠慮するよ。それこそどこかのおじいちゃんみたいに、遠回しすぎる愛情表現しかできなくなっちゃ困る。僕は愛する人に、少しでも不安を感じさせたくないんでね」

「なっ……!?」

　余裕綽しやく々しやくに微笑んだハーシエルは、思わぬ切り返しに押し黙ったディガンをそこで放り出した。

「ああ、それこそお前と話してる場合じゃないや。ねっ、ティリスせんせーい！　未来の夫のかっこいいところ、見てくれましたかー？」

　気づけば数歩下がり、下を向いているティリスへとハーシエルの興味は移ってしまった。これさえなければ本当にかっこいいのに、とため息をつくエリッセの眼に、何やら神妙な顔のディガンが映うつる。

「あー……あの、ディガンさん、気にしないで下さいね？　今のハーシエルくん、浮かれちゃって、完全に周りが見えなくなってますから。まあ元々、あんまり空気を読むタイプじゃ……、いやその」

　取りなそうとして、かえって墓穴を掘ほった気がする。冷や汗をかいているエリッセを、ディガンがはっとしたように見つめた。

「……おい、ちょっと待て小娘、お前は何が言いたい？」

「え？」

「気にするな、と言ったが、それはつまり、さっきあのガキが何を言わんとしていたか分かっていて、それでいて気にするな、と言いたい訳か……？」

「え、ええ、まあ……そうですけど」

　当たり前だ、だから気を遣ったのだ。不思議に思って見返せば、なぜかディガンは一瞬眼を逸らした。

　だがすぐに、そんな自分を恥じるようにまっすぐエリッセを見据え、押し殺した声で命じる。

「──言ってみろ」

「え？」

「あいつが何を言おうとしていたか、言ってみろ」

「え？　い、いや、せっかく気を遣ったのに……!!」

　周りに聞こえやしないかとうろたえるエリッセの手を摑み、ディガンはぐいっと引き寄せた。至近距離で見つめた金の眼には、決意の光がある。

「オレ様にだけ聞こえる声で言えばいいだろう。……言ってみろ」

　妙みような迫はく力りよくに押され、エリッセはおずおずと彼の耳元にささやく。

「あの……、ショ、ショナエルさんに、ちゃんと素直な気持ちを伝えられなくて……〈夜の底闇〉に封ふう印いんまでされたのに、助けられなかったことを、ディガンさんはずっと後こう悔かいしてるんですよね……？　それをあんな風に当てこするなんて、ちょっとひど、きゃきゃああッ!?」

　みなまで言わせてもらえず、軽く突き飛ばされてエリッセは尻餅をつきそうになる。

「うう、こういう反応になると思ったから、気を遣ったのにぃ……」

　理り不ふ尽じんさを恨うらむエリッセだったが、ディガンは鼻を押さえてそっぽを向いている。

「……なんだ、そうか。いや、そうか、……そうだよな。……不覚だ。先にお前ごときのことを考えてしまうとは……」

　鼻を押さえて虚こ空くうを睨み、ひとりでぶつぶつつぶやいている姿は、元が派手な美形であるだけに間抜けだ。しかしこんな間抜けな態度を取ってしまうのは、それだけショナエルの存在が彼の中で大きいからだろう。

　別にディガンのことをどうこう思っている訳ではないが、あまりの扱あつかいの差にエリッセはひそかにむくれた。どうせシリウスに懸ける情熱も何もない、すべてにおいて十人並みの小娘ですよ、とすねていたところ、いきなりディガンにがっしり手首を摑まれて仰天する。

「小娘、今すぐオレ様に惚れろ!!」

「はあああ!?」

　前後の繫がりが全く分からず、エリッセはあ然とした。だが怒っている、というかやけくそになっている様子のディガンは、エリッセの反応などまるで意に介さない。

「でないと不公平だろうが！　さあ惚れろ!!　むしろ惚れ直せ!!　出会った時からオレ様のことが好きで仕方がなかったと言え!!」

「いやいや、出会い頭から私を馬鹿にしまくってたことを忘れてないですよね!?　何度も言いましたけど、私は穏おだやかで優しくて賢かしこくてかっこいい人が好きなんです!!　ディガンさんは賢いとかっこいいはとにかく、どう考えても穏やかじゃないですし!!」

「へえ、優しいとは思ってるんだ？」

　そこにひょっこり顔を出したのは、グラシカルだった。途端にディガンはエリッセを放り出し、つんのめりかけたエリッセをグラシカルが抱き留める。ハーシエルも「向こうに行きましょう」と、ティリスの手を引いて去っていってしまった。

「あ、ありがとうございます、先生……」

　ほんのりと頰を染め、礼を述べるエリッセを立たせてやりながら、グラシカルは微笑んだ。

「気にしないで、エリッセ。それに僕もディガンは案外優しい、いいやつだと思ってるよ。ねえディガン？」

「……その優しい人に、たった今放り出されましたけどね、私……」

　小声で突っ込むエリッセをちらっと見てから、ディガンはグラシカルを睨んだ。

「そうだな、生徒を生いけ贄にえにしようとした教師よりはな」

『不幸の星』にまつわる話が持ち出された瞬間、一気に場の空気が冷える。グラシカルの微笑みにも、かすかな影が差した。

「……ディガンさん、その話は、もうやめましょう。事情があってのことなんですし。それに……あの件があったから、私もディガンさんと会えたんですし」

　一番の被害を受けたエリッセが水に流そうと言えば、ディガンもひとつため息をついて話題を変えた。

「それはそうと、いくら休憩時間とはいえ、審判がここで油を売っていていいのか？」

「おや、君にチェックしてもらっていないとは悲しいな。次は僕が、ヴェストラントのお姫様と試合なんだよ」

　冷たい空気をほぐそうとしているのか、グラシカルはわざとおどけた言い方をした。そういえばそうだったと、エリッセは不安な瞳でグラシカルを見た。

「先生、あの残念なお姫様と試合なんですね……が、がんばって下さい、いろいろな意味で」

「確かに、いろいろと疲れそうな相手だね。まあ、でも、がんばるよ。だから君は安心して、ディガンと一緒に僕のかっこいいところを見ておいで」

　にっこり笑ったグラシカルが、軽く手を振って試合会場に戻っていく。そこにはすでに、この試合だけ審判を務めるイライアスが立っていた。







　はらはらしているエリッセと自分とに、〈星〉たちの焦あせりといら立ちの視線が突き刺さるのをグラシカルは感じていた。特に視線が鋭いのは、二大強国の面々と、自国の二等星以下の〈星〉たちだ。

　本来、『星合』の会場には各国の招待客しか入れない。だが開催国特権で、〈導きの灯〉の関係者は見物を許されている。

　各国の重要人物か一等星でなければ、観覧さえ許されないイベント。それが自国で開かれたのは、万年六等星から一気に特別な存在へと駆け上がったひとりの少女のおかげ。

　今少し彼女の幸運のお零こぼれを頂ちよう戴だいできれば、次の『星合』にも参加を許されるかもしれない。幾いく度どとなく特別席へと突とつ撃げきをかましては門前払いを食らっているロージナウなどは、そう思っているのだろう。

「……まあ、気持ちは分からなくもないけどね」

　試合場の中央に進み出ながら、グラシカルは口の中で独りごちた。エリッセのほうを見ては眼を逸そらし、見ては眼を逸らしを繰り返しているセスを遠くに眺め、改めて今の状況を考える。

　現在新たな〈太陽〉であるエリッセの放つ輝きを返すことができる〈星〉は三人。自分、ディガン、それにかろうじてハーシエルだけだ。いずれもエリッセとの縁えにしが深い〈星〉たちである。

　このうちディガンは『暗黒星』なる禁きん呪じゆの創作者で、二百年の長きにわたり封印されていた人物であることは、ある程度知られてしまっているようである。ただし公的には彼はレドレリカの二等星であり、『星合』で戦う正当性はない。

　そしてハーシエルは、〈太陽〉の力を借りることなく至し極ごくあっさりと勝ってしまった。エリッセ本人へのガードも堅かたい現在、彼女の力を確認するには、グラシカルとその対戦者に望みを託たくすしかないのだ。

「エリッセがもっと力をつけて、可能なら彼女自らが、その輝きを返せる〈星〉を選べるような……そんな状況になっていれば、いくらでもお披ひ露ろ目めしてやるんだけどな」

　長年劣等生扱いされてきたエリッセは、今はまだ状況の変化に怯えてばかり。このまま能力を開示したが最後、餓うえた獣けもののように群むらがってくる人々に、呆気なく蹂じゆう躙りんされてしまうのは眼に見えていた。

　だが元々エリッセは努力家で、〈煌〉の低さを除けば優秀な生徒だ。──自分がかけた呪のろいが解けて、実力に見合った自信を持てるようになれば、数多あまたの星々を従える王として君臨できるようになるだろう。

「……それともすでに、〈星〉を選んでいてこの結果なのかな。そして僕とディガンが、同じ位置か」

　乾いた笑みを引き締め、グラシカルは歩みを止める。試合開始位置として定められた印のところに立って前を向くと、同じ印で立ち止まった全身ローブの人影が見えた。

「一等星、カノープスのグラシカル・アミテージア。よろしくお願いします」

「一等星、アケルナルのククリチア・アシュレ・フェザード、ですわ……どうぞ、よろしく……」

　消え入りそうな声で小さく小さく、ククリチアがつぶやいた。にもかかわらず、彼女の声はその身から放たれる強大な〈煌〉に乗っているので、会場中の誰の耳にも届く。

「ああ、嫌だわ、またこんな風に目立ってしまうなんて……お父様ったらひどい……わたくしは、ひっそりと生きていきたいのに……」

　いやいやと首を振るたびに、ローブの隙間からちらちらと絶世の美貌が見え隠れする。これに引っかかる男もそれなりにいるんだろうな、と内心思いながら、グラシカルはゆっくりと構えを取った。

「では、参ります。どうぞお手て柔やわらかに」

　社交辞令はククリチアに、気遣わしげな瞳は強引な治癒術で回復してきたらしきルトエに向かった。肌と髪の色が同化したように白い王は、貴き賓ひん席せきの肘掛けにしがみつくようにしてこちらを見つめている。

「ええ、お手柔らかに……苦しまないように、一撃でお願いしますわ……ですけど……、ああ、お父様ったらひどい……またわたくしを、目立たせるつもりなのね……？」

　誰の耳にも聞こえるククリチアの独り言を無視して、イライアスが淡々と試合開始の宣言をした。
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「──始め」

　それと同時に、ククリチアのローブが〈煌〉をはらんでふくらむ。跳ね上がった頭巾の下から、悲しげに表情を曇くもらせた美少女の顔が露あらわになった。

「ああ、ごめんなさいね……でも、仕方がないの……」

　泣きそうな少女の顔が一瞬、昔のルトエとエリッセに重なる。

　疲ひ労ろうがたまるとすぐ倒れてしまう脆ぜい弱じやくな肉体を、ルトエはひどく嫌っていた。大事な会議に参加できないからと、少ない体力を一時的な回復に回すのはやめるよう、昔何度も言い聞かせたことを思い出す。

　今もそうしたいところだが、それはできない。グラシカルはもう彼女の教育係ではないし、王への助言は宰相にして夫であるイライアスに任せるべきだ。

　二人が決めた方針に従い、元〈綺羅星〉としてのベストを尽つくす。それが今のグラシカルにできる、彼女の守り方。

「僕を窮きゆう地ちに追い込むのがあなたの役目でしょうが、そうはいきませんよ、姫君」

　一見穏やかで優しげな青年の眼の奥で、冷たい炎が燃えた。







　試合会場の真ん中には、ローブの一部を裂さかれ、清せい楚そな美貌を露にしたククリチアがまだぐずぐずと留とどまっている。

「ああ、ひどい方ですわ……わたくしは目立ちたくない、目立ちたくないとあれほど申し上げましたのに……汚く勝利に固こ執しゆうした挙げ句、こんな風に顔をさらさせるなんて……、わたくし、また無用な敵を作ってしまいます……」

「……申し訳ないですが、次の試合がありますので席にお戻り下さい、姫君」

　イライアスがため息を押し殺しながら、勝者となったククリチアをどうにかして席に押し戻そうと足あ搔がいている。それを尻目に、グラシカルがエリッセたちのところにやって来た。

「先生、あの……ディガンさんがおっしゃったんですけど、今の試合……」

〈星〉としてはあくまで劣等生、実戦経験も皆無に近いエリッセは本気ではらはらしながら試合を見守っていたのだが、横からディガンがあることを耳打ちしてくれたのだ。こそこそとささやきかけると、グラシカルは小さく微笑んでみせた。

「どうかな。僕はちゃんと、かわいそうなお姫様にえげつない攻撃を仕掛け、そのくせ負けたって感じに見えていたかな？」

「さすがの手しゆ腕わんだったな。お前はああいう役が、本当にうまい。とはいえ、窮地に陥おちいっても弟子の〈太陽〉に頼らないあたりは、ちょっと露ろ骨こつじゃないか」

　したり顔でディガンが評すと、グラシカルは苦笑して肩を竦めた。

「〈太陽〉を使わないのは最低条件だからね、そこは仕方がない。でも、そこ以外は及きゆう第だい点てんだった、と思ってもいいのかな」

「及第点以上ですよ！　……でも本心を言えば、ちょっと悔しいです。だって先生、本当は勝てたんでしょう？」

　たぶんある程度以上に力のある〈星〉であれば、グラシカルがわざと負けたことも理解しているだろう。だが一等星は名誉職、他の〈星〉たちも実戦経験を積むような機会に恵まれないことを考えると、それこそエリッセのように素直にだまされてしまうのではないだろうか。

「どうだろうね？　実際あのお姫様は非常に強力な〈星〉だったから、真剣勝負でも同じ結果だったかもしれない。でも今回の僕の目的は、向こうに花を持たせることだったからこれでいいんだ。ハーシエルくんが、ちょっと派手に勝ってくれすぎたからね」

　ティリスと並んで観客席にいるハーシエルを見て、グラシカルは微苦笑した。ハーシエルは妙に嬉しそうな顔をして、隣の婚約者にあれこれ話しかけている。

「……ハーシエルくん、分かりやすいなあ……」

　呆あきれてエリッセはつぶやいた。ティリスがグラシカルに淡あわい好意を抱いていることを知っているハーシエルは、グラシカルが公衆の面前で負けたことが嬉しくて仕方がないのだろう。

「馬鹿め、こういう場面で恋こい敵がたきをこき下ろすことで、かえって自分の評価を下げることに気づかないとは……それとも本気で、状況が分かっていないのか？　やはりあのガキには、もう少し実戦経験を積ませる必要がありそうだな」

　ディガンも呆れている。特に「自分の評価を下げる」あたりにいろいろと言いたいことがあったが、エリッセはこらえた。

「さて、さっきはステッセル側を持ち上げたし、これでどっちにも平等に媚こびを売れたかな。じゃあ僕は、続けて審判をやるからこの辺で。エリッセ、あともうちょっとだから、我慢していてね」

　それだけ言って、グラシカルが去っていこうとする。その刹那、物言いたげな眼をしてしまったエリッセに、彼は言い聞かせるように微笑んだ。

「そんな顔をしないで。僕はただ、僕の大切な人が幸せであれば、それでいいんだ」

「……そ、そうですよね。国力のバランスを考えないと、陛下がお困りですものね……」

　卑ひ屈くつな相槌を打ってしまったエリッセに、グラシカルはなんでもないようにうなずき返した。

「そうだね。それに、君も」

　はっと顔を上げれば、エリッセの大好きな笑顔がある。

「僕の大切な生徒を、二大強国にもギガンスティにも他の国にも渡す訳にはいかない。少なくとも、今はまだね。さて、じゃあしっかり護衛を頼むよ、ディガン」

　指名され、ディガンは鼻を鳴らした。

「ふん、言われなくても。分かっているだろう、この小娘はオレ様が」

「育てて喰らうんだろう？　耳にたこができたよ。じゃあ、行ってくるから」

　軽やかに受け流したグラシカルは、再び試合場に出て行った。







　試合場では、南部同盟の一等星同士の白熱した戦いが繰り広げられている。

　エリッセに次回の『星合』に参加できる保証はない。〈太陽〉として招かれた場合、参加に応じるかどうかも疑問が残るが、ひとりの〈星〉として今は眼の前の試合に集中すべき。

　理性はそう思うけれど、瞳はどうしても、対戦している〈星〉たちではなく審判を追いかけてしまう。

「……そう心配しなくても、お前はあの男に大事にされているぞ。国王と同じか、それ以上にな」

　まっすぐ前を向いたまま、横のディガンが不意に口を開いた。身を硬かたくするエリッセに、金の瞳が向けられたのが分かる。

「それともお前は、お前だけがグラシカルに大事に思われたいのか？」

　声はディガンのもの。けれど質問内容自体は、ずっとずっとエリッセの胸の奥に沈んでいたものと同じだった。

　以前までなら、力いっぱい否定するか、ごまかすかしただろう。しかしルトエを気遣うグラシカルを見るにつけ、みっともなくざわめく心をこれ以上隠せなかった。

「……そう、なのかも、しれません」

　眼前の試合は、先ほどまでのグラシカルたちの試合以上の接戦となっている。ついに〈太陽〉を拝む機会を逃のがし、一時は白けていた会場は歓声に包まれており、にぎやかな騒ぎにエリッセの答えは紛まぎれて消えた。

「──ふん、やはりか。だがお前は、それでいい」

　ディガンがうなずいた声も、特に最後のほうはほとんど聞こえなかった。それでも「やはりか」あたりははっきり聞き取れたので、エリッセは急に胸苦しさを覚えて首を振る。

「いえ、だめです、これじゃだめ……私は先生に依い存ぞんしているだけ。この気持ちは、恋じゃありません。そんなことぐらいは分かってます」

「お前をそういう風に育てたのが、あいつだということも理解しているな？」

　平へい淡たんなディガンの声に、エリッセはこっくりうなずいた。その上で、自分の気持ちを整理するように、ひと言ひと言考えを口に出してみる。

「たぶん私が、いろいろな意味でまだ、自信がないから……〈太陽〉って要するに、ただのエネルギーの塊かたまりなんですもの。私がその力を使って、自分で戦える訳じゃないし」

　足元がふらふらすればするほど、ずっと支えてきてくれた相手を求めてしまうのは無理もない面もある。けれど今のエリッセがふらふらすれば、周囲に多大な迷惑をかけてしまうのだ。

「でも、私がしっかりしないと、またグラシカル先生を負けさせたり、ディガンさんにしなくていい我慢をさせちゃうんですものね。いいかげん、自覚します。……私はもう、どんな失敗をしたって自分が笑われておしまいにはできない……特別な存在に、なったんだって」

　陳ちん腐ぷなはずの言葉が、口に出した途端にずしりと肩にのしかかってくるのを感じる。

「はは、やですね、自分で言ってて恥ずかしい……」

　無理やり笑おうとしたのに、うまくいかなかった。泣きながら笑っているような奇妙な表情を、ディガンがはっとしたように見つめている。

「……怖いですね。なんだか急に、ひとりぼっちになったみたい」

　自分でもおかしな表情になっていることに気づいたエリッセは、自らの手で頰をむにむにつまみながら、

「もう、いっそのこと、〈太陽〉がもっとばんばん増えればいいんですよね!!　だったら取り合いにもならないし、そうしたら私、今度は〈太陽〉の中でも劣等生ってことになったりして……、ひゃっ!?」

　いきなり肩を抱かれ、体の右半分が暖かくなる。飼い犬にでも触れるような乱暴な手つきで、金髪をわしわしと撫なでられた。

「お前が特別な存在になんかなれるか、馬鹿小娘が」

　耳元に注そそがれる声は、相変わらず尊大だ。

「オレ様にとってのお前は、いつまでもわーわーぎゃーぎゃーうるさくて手のかかる、グラシカルを大好きな小娘だ。だからせめて、オレ様の前では、そのままでいろ。いいな」

　それだけ言うなり、乱暴に放り出される。髪がぐしゃぐしゃのまましばし呆ぼう然ぜんとしていたエリッセは、一いつ拍ぱく置いてへにゃりと笑み崩れた。

「そうです、ね。私はグラシカル先生のことが大好きで、ディガンさんのこともだんだん好きになってきた、馬鹿な小娘です。あっもちろん、変な意味じゃないですからね!?　……でも、ありがとう、ディガンさん」

　体ごとそっぽを向いているディガンは何も答えなかったが、エリッセはもう気にならなかった。










　起源の陰が空の端に顔を出し、中天目掛けてゆるゆると昇っていく。

　夏の空にも徐々に翳かげりが増していく中、〈煌〉でできた色とりどりの光が散り落ちる。そして再び正面の壇上に上がったルトエが、厳おごそかな口調で閉幕の挨拶を始める。

「我が国に栄誉ある役目を与えて下さった、ヴェストラントとステッセルには限りない感謝の意を捧げ……」

　ヴェストラントの苦情を受けて、国名を挙げる順を変えたようだ。本当にうちの王様は大変、と思いつつ、エリッセはひそかに安堵の息をついた。

　いろいろと、本当にいろいろと問題は起こったが、レドレリカ主催の『星合』はこれで終わった。あれこれ禍根が残ったような気もするが、ひとまずは、終わった。

「気を抜くのは早いぞ、小娘。この後は『星合』終了を祝っての会に出るのだろう？」

　ディガンが小声で釘くぎを刺してきたので、エリッセもそっとささやき返した。

「ええ、でも、さすがにそこで〈太陽〉を使うことはないでしょうから……適当な理由をつけて抜け出して、私たちだけでこっそりお祝いしましょう。できればハーシエルくんとかも呼んで」

　ささやかな企たくらみを話し合っていた二人は、同時に言葉を切った。粛しゆく々しゆくと閉幕に向かっていた会場内もにわかに騒がしくなる。

　熱気と寒気を同時に感じさせる強大な〈煌〉が、無人になっていた試合会場の上に忽こつ然ぜんと現れたのだ。そしてその〈煌〉を、全身真っ赤の派手派手しい姿を、エリッセはよく覚えていた。

「ひゃっ!?　噓うそ、やだ、まさか……!!」

「来やがったか、『マッド・キャンディ!!』」

　怯えるエリッセの横で、ディガンが緊張した顔で立ち上がった。
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　ギガンスティ帝国出身の〈流れ星〉にして、生体実験により規格外の〈煌キラ〉を操るに至った〈超新星〉ジャノン・グラス。通称「マッド・キャンディ」。

　生まれつき豊かな〈煌〉に恵まれながら、その恵まれた〈煌〉を惜おしみなく使っての喧けん嘩かが大好きな問題児。ステッセルの〈星〉に戦いを仕掛けた罪で投とう獄ごくされ、獄死したはずの男。

　だが実際の彼は元気そのもので、バトルマニアぶりにも全く変わりがないことを、エリッセは肌はだで知っていた。なにせつい数カ月前、ジャノンは〈導みちびきの灯ひ〉にひとりで喧嘩を売りに来たのだ。

　彼には一応お付きのニコラがいたが、最後の最後までほとんど戦せん闘とうには参加しなかった。今回も姿が見えないので、本当にいないか、いても見ているだけで戦わないかのどちらかだろう。

「し、死んだとは思ってませんでしたけど、なんで今ここに……!?」

　うろたえながらも、エリッセは反射的に貴き賓ひん席せきのリューナーを見た。この間食堂で会った時はとぼけていたリューナーだが、ジャノンの背後に彼がいることは明らかだったからだ。

　しかし、リューナーもエリッセと同じく立ち上がって、驚おどろいたようにジャノンを見つめている。少なくともエリッセの眼には、彼の驚きようが演技だとは思えなかった。

「やつを問い詰つめるのは後だ、小こ娘むすめ。来るぞ!!」

　同じくリューナーの反応を見ていたディガンが、エリッセの前に立つ。ほぼ同時に、ジャノンが癖くせのある金茶の髪かみを揺ゆらしながら、声高らかに詠えい唱しようを行った。

「天空の覇は者しや、三つ子の太陽たちよ！　海枯からす業ごう火かよ来たれ、乱れ咲き狂くるえ!!」

　熱波の無差別攻こう撃げきが、ジャノンを中心とした四方に襲おそいかかった。相も変わらず、初しよ手てから三つの恒こう星せいを贅ぜい沢たくに織り込んでの、後先考えない戦い方だ。

「天空の覇者、三つ子の太陽たちよ！　風よ友を呼べ、渦うず巻まき逆巻け!!」

　ディガンも防ぼう御ぎよではなく攻撃術を放つ。暴風に吹き散らされた熱波は、エリッセに届く頃にはぬるい風になっていた。

　とはいえ、ジャノンが放った術は炎を操るものとしてはかなり上位。そこに〈超新星〉の〈煌〉を贅沢に盛り込まれたものに対して、すべての〈星〉たちがディガンのように対応できた訳ではない。

「ぎゃああああっ!!」

「水……いや、氷だ！　とにかく火を消せ!!」

　防御が間に合わない、あるいは防御を突き破られた〈星〉たちが、熱波を浴あびて狂乱している。

　上位の〈星〉が多い貴賓席は、レドレリカ側の護衛もいるため今のところ大事には至っていない。ただ観客席、特にそれほど等星の高くない一般生徒たちからは、泣き叫さけぶ声が数多く聞こえてきた。

「タタ、リゼイン……!?」

　親友たちも、『星せい合ごう』を見に来ているはず。不安を覚えて思わず立ち上がったところ、ディガンに腕うでを摑つかまれた。

「よせ、お前が動けば被害が拡大する。分かっているだろう、あいつの目当てはお前だ!!」

　断言され、びくりと震ふるえたエリッセの眼の前に、突とつ如じよとして赤い男が立ちふさがった。腰こしにぶら下げた銀色の缶から摑み出した飴あめを、機き嫌げんよく笑いながらがりがりかじっている。

「よう、〈太陽〉の嬢じようちゃん、迎むかえに来たぜ。さ、三日恋人やってから結婚しよう。もうそろそろ夜だけど、今日を一日目にカウントしてもいいよな？」

　転移の術でひと息にやって来たジャノンが、指先についた飴のかけらを舐なめながらにやりと笑った。「マッド・キャンディ」というあだ名を体現したそのしぐさに、エリッセは頭を抱かかえる。

「あああああ、やっぱり……!!」

　そうだろうとは思っていたが、直接口に出されると衝しよう撃げきは大きい。つまり眼の前の惨さん劇げきは、自分のせい……

「馬ば鹿か、また余計なことを考えているな。全く詐さ欺ぎ師しめ、面倒な性格に育てやがって……いいか、勝手に押しかけてきたのも、攻撃を仕掛けたのも全部この野や郎ろうの判断だ!!　一々責任を感じてやるな!!」

　いらいらと声をとがらせたディガンは、護衛として周囲にいた〈星〉たちに続けて命じる。

「貴様らは他の連中を逃にがしに行け！　分かるだろう、貴様らが敵かなう相手じゃない!!」

　硬こう直ちよくしていた護衛たちは、一瞬の躊ちゆう躇ちよの後に駆かけ出した。無論ディガンの言葉が事実だったからである。

　ジャノンも、はなから彼らに用はない様子だ。追つい撃げきの素そ振ぶりすら見せず、エリッセたちに軽けい薄はくに笑いかけてくる。

「おー、なんだなんだ、以前より一層仲良くなってるんだなぁ。やっぱり嬢ちゃんを手に入れるためには、お前が一番の障しよう害がいか、『暗黒星』」

　嚙かんだ飴を飲み込んだジャノンが、ディガンと同じ金の眼で彼を見た。『暗黒星』をヒントにして生み出された〈超新星〉は、ディガンと同じく〈夜の底そこ闇やみ〉を経験しているという。

「じゃあもしかして、ギガンスティの帝王閣かつ下かも……？」

　リューナーの瞳ひとみを過よぎった金色を思い出したエリッセのつぶやきに、意気揚よう々ようとしたジャノンの声が重なった。

「〈太陽〉も『暗黒星』も、どっちも手に入れば嬉うれしいんだが、しょうがないよなあ。どうせオレは三年後には死ぬんだから、より楽しく遊べるほうを選ばねえと!!」

　舌舐めずりしたジャノンの〈煌〉が、ぐんぐんふくれ上がっていく。寿じゆ命みようと引き替えに強大な力を手にした彼の戦いは、一時的に〈煌〉を使い尽つくして吐と血けつするまで終わらない。

「小娘、やむを得ん。〈太陽〉の力を使うんだ。はじめから全力で行くぞ、長引かせれば被害が広がる!!」

　背中越しにディガンに命じられ、エリッセは慌あわてて準備を始めたが、なにせここしばらくは〈太陽〉を使わないように固く自分を戒いましめていたのである。

「おい、さっさとしないか馬鹿小娘!!　オレ様だってあまりお前の力を見せびらかしたくはないが、仕方がないだろうが!!　それともまさか、こいつのことが気になっているんじゃないだろうな!?」

「ま、ままま、待って下さい、急せかさないで、あと変なイメージを与えないで下さい!!」

〈星〉が術を使う時同様、〈太陽〉の力を発するにもイメージが絶対的に必要だ。自みずからを燃やしながら〈星〉に輝かがやきを提供する〈太陽〉を、具体的に脳裏に描けなければならない。

「あー、いいんだぜ、のんびりで。『暗黒星』を倒してから、オレのために輝いてくれればいいんだし。でもそうだな、やっぱりもう一回、嬢ちゃんの〈太陽〉をフルに使った『暗黒星』とも戦ってみたいなー」

　贅沢な悩なやみに耽ふけるジャノンが、何かに気づいたような顔をした。

「おっとっと、だがその前に、我われらが帝王陛へい下かとご挨あい拶さつ……っとぉ!?」

　白い閃せん光こうが走り、ジャノンの目元をかすめる。

　ほぼ同時に特別席に駆け込んできたのは、長ちよう衣いの裾すそを翻ひるがえしたリューナー・ギガンスティだった。







　祖国の帝王を前にして、ジャノンはふざけたように頭を下げた。

「お久しぶりです、帝王陛下。相変わらず、白い衣装は似合いませんねぇ」

「久しぶりだな。そしてふざけるな、ジャノン。なぜこのようなことをした？」

　ジャノンの軽口に応じるリューナーの台詞せりふも軽いが、声は鋭するどい。

「なぜ？　ふざけてるのはそっちですよ。オレにこの力をくれたのは、あなたじゃないですか」

　以前リューナーが言を左右にしたことを、ジャノンはあっさり口にした。

「オレに心躍おどる戦闘と飴以外、求めるものがないことをあなたは知っていたはずだ。その上で、オレにこの力をくれた。だから最も楽しい戦闘を約束してくれる、〈太陽〉の嬢ちゃんをもらいに来たって訳です。なー嬢ちゃん」

「さ、さも当然のように言わないで下さいッ!!　私はあなたのことなんて、大嫌いですからッ!!」

　妙な馴なれ馴なれしさと、ディガンがやたらと彼のことを気にすることに流されかけていたが、ジャノンは敵だ。エリッセを、グラシカルを殺しかけ、今もたくさんの人間に恐きよう怖ふを与えている重罪人なのだ。

〈太陽〉として、特別な存在として生きることをようやく自覚した身である。ここは毅き然ぜんとしなければと、足を踏ふん張ばって突っぱねると、ジャノンはしょんぼりした顔になった。

「……なんだよ、つれないなぁ。オレはあれ以来ずっと、嬢ちゃんのことばっかり考えてたのに」

「……こいつはこう言っているが？　小娘。お前も結構、こいつのことを気にしていたようだが」

　ディガンの片かた眉まゆが上がる。この期ごに及んでの誤解を振り払おうと、エリッセは声を張り上げた。

「ちょ、ディガンさん、違ちがいますって!!　そりゃあ気にはなりますよ、殺されかけたんですから!!」

　あれだけの目に遭あわされて、気にしないほうがどうかしている。

「それに、えーとジャノンさんが言ったのは、私の〈太陽〉のことばっかり考えてたって意味!!　あなただって私を育てて喰くうってうるさいじゃないですか、ああいうことですよ!!」

「……お前、本当は全部分かっていて、オレ様をからかってるんじゃないよな？」

　半はん眼がんになって突っ込んでくるディガンに何事か言い返そうとした時、リューナーが動いた。

「制せい御ぎよできない力など、障害でしかない。やむを得んな──夜空の支配者、三つ子の月たちよ!!　我が敵のために葬そう列れつを成せ!!」

　その指先から生み出された、無数の白い光があたりを照らした。ぶつかり合い、砕くだけては融ゆう合ごうし合って形と数を変える光の球は、ひとつひとつが強力な殺傷能力を持っている。

「きゃきゃあああああッ!!」

　高価な椅い子すが、彫ほりが入った柱がなぎ倒され、特別席全体が振しん動どうする。エリッセは絶ぜつ叫きようし、ディガンも顔色を変えた。

「馬鹿が、この至近距離でそんな術を……!!　天空の覇者、三つ子の太陽たちよ!!　刃やいばを断じる不ふ屈くつの盾たてとなれ!!」

　一瞬迷ったディガンは、結局一番単純な防御術を放った。転移の術が間に合わなかったようだ。

　見えない盾に包み込まれ、エリッセはほっと息を吐はいた。だが次の瞬しゆん間かんジャノンの〈煌〉が炸さく裂れつし、不可視の盾の上に鮮せん血けつが散った。

「──帝王陛下!?」

　凶きよう悪あくな力に傷つけられ、斜ななめに傾かしいだ天てん井じようの下で、『贖しよく罪ざいの王』の衣装が赤く染まっている。ダークグレイの長い髪が、打ち砕かれた椅子と一緒になって床ゆかを這はっていた。

「はは、なるほどね。確かにオレは、あなたの障害になっちまったようだ」

　リューナーの脇わき腹ばらを〈煌〉で抉えぐり取ったジャノンは、倒れ伏ふした彼に笑顔で宣言する。

「楽しい力をくれたお礼に、命までは取らないで差し上げますよ。さて、ここは危ないよ。安全なところに連れて行ってやろう、嬢ちゃん」

　気安く伸ばされた指に怯おびえ、仰のけ反ぞるエリッセの肩を後ろからディガンが抱だいた。

「確かにな。ちょうどおあつらえむきの舞台がある、行くぞ!!」

　耳元でディガンが叫び、続けて転移の術の詠唱が始まった。







　予想通り、ディガンがジャノンとの対決に選んだのは、ジャノンが先ほど現れた試合場の中央だった。

　最初の攻撃により、表面にはところどころ焦こげて亀き裂れつが走っている。だがそれは表面だけで、丈夫な一枚岩自体はびくともしていない。

「よ、よかった、みんな逃げたんだ……」

　無人の観客席を眺ながめて、エリッセはひとまず安心した。

「そのようだな。これで思いきりやれる」

　エリッセを背に庇かばいながら、ディガンも獰どう猛もうな笑みを浮かべる。

　周囲で息をひそめている〈煌〉は感じるが、眼に見える範はん囲いには誰だれもいない。ジャノンの性格上、楽しい戦いの期待できない〈星〉を、無む闇やみに追いかけたりはしないだろう。

　その時ずん、と腹に響ひびく鈍にぶい振動がした。音がした方向を見やると、さっきまでエリッセたちがいた特別席の天井が崩れ落ちている。

「帝王陛下……い、いえ、今はしょうがないですね……」

「賢けん明めいだ、小娘。あいつがあれで死ぬタマとは思えんし、仮に死んだとしても自じ業ごう自じ得とくだろう。うるさく騒さわぐやつは出るだろうがな」

　リューナーがどうなったかは気になるが、彼のことは例の毎回呼びに来ていた部下などに任まかせよう。そう思った瞬間、想定外の声がジャノンを呼んだ。

「そこまでだ、『マッド・キャンディ』!!」

　いきなり転移して来るなり勇ましい台詞を発したのは、なんとジークハートである。ほぼ同時に、ククリチアもすぐ側に現れた。

「おや、なんだ、久しぶりだな、ジーク。元気か？」

　しかも、ジャノンはジークハートとは初対面ではないらしい。エリッセは以前見た、ジャノンについての資料を思い出した。

「あ、もしかして、あなたが喧嘩を売ったステッセルの〈星〉って……」

　ジャノンの投獄の原因になった事件を思い出していると、ジークハートはまた手帳を取り出してすらすらと書きつけた。
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「襲しゆう撃げき者しやにも、気安く、話しかけられる、威い厳げんが、足りない、と」

「……あー、聞くまでもなかったな。元気そうだ」

　半笑いのジャノンを尻しり目めに、ジークハートはぱたんと手帳を閉じた。そしてエリッセに向かって、爽さわやかに笑いながら宣言する。

「エリッセ様、さっきは油断してしまいましたが、今度こそあなたのためにジャノンをこてんぱんにしてみせます!!　そしてその暁あかつきには、僕と結婚して下さい!!」

「ちょ、まだ諦あきらめてなかったんですか、その話!?　ていうかジークハートさん、体は大丈夫なんですか!?」

『星合』の際に自分の術でやられてしまったジークハートは、見た目は確かに元気そうだが、かなりのダメージを負おったはずである。〈煌〉を使った治ち療りようで怪け我がは治っても、この短期間では失った体力までは回復できていないのではないか。

「助ける相手に心配されるとは、やはり僕は未熟だ！　後でたっぷり反省会をしますね!!」

「いやいや、一度対戦しているならあなただって分かってるでしょう!?　この人とまともにやり合ったら、反省会自体できなくなる可能性がありますよ!?」

　ここでジークハートがやられてしまったら、後味が悪すぎる。必死になって止めていると、ディガンが不機嫌そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「いいじゃないか小娘、やらせてやれ。そして多少はジャノンが消しよう耗もうしたところで、オレ様たちでとどめを刺さそう」

「効率的だけど卑ひ怯きよう!!　だめですよそんなの、ここでこの人に何かあったら、またそれを理由にステッセルに難なん癖くせをつけられますよ!?」

　試合で勝っても文句を言われるのに、見捨てたとなっては論外だ。しかし、青くなって首を振れば振るほど、ディガンは不機嫌そうになる。

「全くお前は、ちょっとでも自分に気がありそうな男には甘いからな……」

「正確には、みんな私の〈太陽〉目当てですけどね!!　言わせないで下さい、悲しい!!」

「あれ、気がありそうな男には優しいのか嬢ちゃん？　おかしいな、その理り屈くつならオレにも優しくしてくれていいはずじゃ……ああ、分かった！　実は好意の裏返しってやつだな？」

「ポジティブすぎて羨うらやましい!!」

　律りち儀ぎに突っ込みまくるエリッセの横合いから、唐とう突とつにククリチアが割り込んできた。

「待って……!!」

　叫ぶと同時に、顔を隠かくしていた頭ず巾きんがぱさりと肩かたに落ちる。途と端たんに露あらわになった美び貌ぼうを、当然ながらその場にいたすべての人間たちが見つめた。

　途端にククリチアは、つらそうに顔を伏せて謝り始める。

「ああ、ごめんなさい、そんな風に見ないで……分かっていますわ、わたくしは確かに強くて美しくてその上王女……ですけど、今は〈太陽〉を取り合っていらっしゃる場面でしょう……？　わたくしばかりをご覧にならないで、エリッセさんに恥はじをかかせないであげて……」

「──ある意味一番扱あつかいに困る!!」

　エリッセは突っ込みを投げ出し、男性陣じんも絶句しているが、ククリチアは元気だ。

「ですけど……、ああ！　残ざん酷こくな運命ですわ。お父様は、〈太陽〉の力を引き出せなかったわたくしに対して、ひどくお怒いかりなのです……ですから、極ごく悪あく非ひ道どう、冷れい酷こく無情の『マッド・キャンディ』を倒し……その挙あげ句くに、わたくしにエリッセさんと結婚せよなどと……どちらに転んでも、わたくしにはなんの得もないお役目を言いつけられてしまったのです……!!」

「私にもあんまり得がありませんけど!?」

　このまま放置していてはまずいと思い、慌てて突っ込みに戻もどったエリッセを見ながら、ジャノンがしみじみとつぶやく。

「〈太陽〉の嬢ちゃんは、ずいぶん競争率が上がっちまったんだなあ……やっぱりこの間来た時に、もうちょっとがんばってさらっておくべきだったか」

「いや、ジークハートさんはまだしも、ククリチア姫は絶対違……」

　それだけはない、と断言しようとしたエリッセの、体感温度がすっと下がった。

「えっ？」

　意識は何が起こっているのか、まだ分かっていない。だが無意識は敏びん感かんに反応し、冷たい汗が全身を濡ぬらしている。

「まあ、競争相手が増えようが関係ないがね。嬢ちゃんは、オレのものにするって決めたんだ」

　さっきまでのんきにぼやいていたジャノンが、ただならぬ気配を発していた。あれほどうるさかったジークハートもククリチアも、何かに押さえつけられでもしたかのようにぴくりとも動かない。

「──夜空の支配者、第一の月、起き源げんの陰いんよ！　我らを距きよ離りより解き放て!!」

　ディガンの〈煌〉が、中天の位置に来た月の光を弾はじいて奇き跡せきを具現化する。その腕に抱かれたエリッセも、たちまち〈煌〉の道を通り目的地まで転移した。

　一瞬で数十歩の距離を駆けた二人は、まばたきひとつの間を置いて試合場の隅すみに出現する。同時に強きよう烈れつな爆ばく音おんと爆風を浴び、エリッセは耳をふさぎながらその場にうずくまった。







　火と熱を操ることが得意なジャノンの攻撃が、とにかく派手なことは知っていた。

　だが、とっさの転移によってかわした術の攻撃力は予想を遙はるかに上回っていた。灼しやく熱ねつの舌に舐められた岩の一部が溶とけ、黒いすす痕あとが放射線状に広がっている。

　黒こく煙えん漂ただよう試合場の上に、ジークハートとククリチアの〈煌〉は感じられない。

　まさかの思いで試合場を見回すと、二人がばらばらに倒れているのが見えた。

「ディ、ディガンさん……」

　震えながらディガンの上衣の裾を握にぎると、彼は冷静に教えてくれた。

「──落ち着け。大丈夫だ、気絶しているだけだ。火傷やけどは負っただろうが、まだ息はある」

　かえって不安になったが、他人のことを心配している場合ではなさそうだ。軽やかな足取りで、ジャノンが近づいてきた。

「さーて、やっぱりこういう対決になったなあ、二人とも？」

「貴様……」

　ディガンの眼が、素早くジャノンの全身を一いち瞥べつした。

「また改造を受けたな？　自分の手まで焼けているじゃないか」

　目ざとい指し摘てきに、エリッセも気づいた。ジャノンの手の平が、薄うす赤あかく腫はれている。以前にはこんなことはなかった。

「〈煌〉の放出量に体がついていっていないんだ。このままでは、三年ももたんぞ」

　忠告にも、ジャノンは全く平気な顔で笑った。そんなことは承知の上だと、そう言いたげに。

「かもなぁ。でもいいさ。おかげでお前たち三人と、思いきりやれる」

「三人だと？」

　いぶかしげな顔をしたディガンが、倒れているジークハートたちを見やる。しかしジャノンの言う三人目は、彼らではなかった。

「グラシカル先生……!!」

　正確に自分の前に転移してきたグラシカルを、エリッセは泣きそうな声で呼んだ。

「ごめん、遅おそくなった。客人たちを逃にがすのに手間取ってね」

　後ろ手に軽くエリッセの髪を撫なでてから、グラシカルは眼を細めてジャノンを眺めやる。

「……以前とはまた別物だな。エリッセ、こうなっては仕方がない。君は〈太陽〉の準備だけして、少し離れていなさい。こいつの相手は僕たちがやる」

「でも……」

　ためらうエリッセの額ひたいを、ディガンが軽く弾いた。

「余計な心配をするな、六等星が。多少離れたところで、お前の〈太陽〉の輝きはオレたちには届くんだ。空に浮かんでいるお仲間と比べれば分かるよな？　分かったらさっさと行け!!」

　それぞれの個性で告げられた言葉を、その裏に隠された意味を、エリッセは正確に汲くみ取った。不安と情けなさを押し殺して、うなずく。

「……はい、分かりました。私は、お二人に認めてもらった〈太陽〉として、私にできることをします……!!」

　純じゆん粋すいな戦闘能力では足手まといであることを自覚し、エリッセは素早く駆け出した。

「あっ、嬢ちゃん！　……まあいいか、まずはお前たちと、たっぷり戦ってからだな」

　にやりと笑ったジャノンの〈煌〉が、炎のように全身から吹き上がる。夏の夜空を焦がす禍まが々まがしい火を前に、エリッセの担当教師二人は目配せを交かわし合った。

「一応聞くけど、こいつに『暗黒星』は効きかないんだよね？　もっとも、君に本当に他者の〈煌〉を喰らうつもりがあるとは、僕は思っていないけど」

「じゃあ貴様から喰ってやろうか？　ふん、だが、こいつに効かないのは実証済みだ。喰らってやれれば、オレ様はより強力な〈星〉になれるんだろうが……喰えもしないのでは、倒すしかない」

　内心の冷や汗を押し隠すためにも、二人は軽口を叩たたき合った。







　空で輝く太陽や月との距離を考えれば、それこそどこまでだって逃げてもいいだろう。だが特異な存在である自分の〈太陽〉の、実際の効果が及ぶ範囲はまだ分かっていない。

「こ、この辺でいいかな……？」

　考えた末、エリッセは無人の観客席の隅に隠れた。開かい催さい国こく特権で用意された、〈導きの灯〉関係者用の席だ。

　一日中エリッセたちが座らされていた特別席と違って、試合場を斜めから見るような方向に位置し、距離もかなり離れている。だが試合場の全面は見渡せるし、どれだけ規き模ぼの大きな術を使われても逃げ出すぐらいの時間は稼かせげそうだ。

「転移の術を使われたら意味ないけど……私ももうちょっとがんばって、転移の術ぐらいまでは使えるようになるべきかな……？」

　そんなことを思いながら、エリッセはすみれ色の瞳ひとみを閉じた。ディガンたちの戦況も含め、いったんすべての雑念を断ち切り、〈太陽〉のイメージ作りへの集中を始める。

　闇やみを圧して輝く、強大な熱と光の塊。〈星〉たちの奇跡の源である、〈太陽〉。

　強く、濃こく、鮮明なイメージを描いていくと、やがて体の中心に小さな光の塊が生まれた。それは見る間に力を増して、やがてはエリッセの全身に広がっていく。

　ここで制御を手放せば、以前と同じ暴走を引き起こす。そんなことはさせない。

「私はもう、グラシカル先生にすがっているだけの六等星じゃない……!!」

　振り返れば優しかったモラトリアムは過ぎ去った。天が与えた能力を御ぎよする覚かく悟ごを持たなければ、エリッセ自らが『不幸の星』と成り果てて、自分を含ふくめた周りの人間に災さい厄やくを招まねくだけだ。

「私は輝ける……!!　そして私の大切な人たちを、輝かせるの……!!」

　王者の孤こ独どくを、恐おそれはしない。少なくともエリッセの側には、その痛みを理解してくれる人がいるのだから。

　彼の金の瞳を心に描きながら、全身に広がった力を再びひとつに収束させ、巨大な光の球を形作る。透とう明めいな輝きを放つそれは、やがて起こる奇跡の卵であり、希望の種。

「やった……!!」

　成功した。淡あわい光と歓かん喜きに包まれたまま、エリッセはゆっくりと眼を開く。

　自分自身の空の羅ら盤ばんの上にも、生まれたばかりの〈太陽〉が燦さん然ぜんときらめいているのが分かった。そして、同時に喚よばれたことに気づいた。

「地上に光お臨りた、我わが唯ゆい一いつなる太陽よ」

　まだくすぐったい詠唱が誰のものか、考えるまでもない。ディガンが、自分を喚んでいる。

「きらめく王の剣を我に、我が敵を」

　前回ジャノンを撃げき退たいしたのと同じ詠唱だ。しかし今回は詠唱が終わる前に、ジャノンが熱波で妨ぼう害がいしてきた。

「きゃっ!!」

　いきなりディガンとの接続が切られ、びっくりしてしまったエリッセだが、落ち着けと自分に言い聞かせる。互いに二度目の戦闘であり、ジャノンもさらに〈煌〉を増しているのだから、前回通りにいかないのは当たり前だ。

「我が育て、我より羽ばたく太陽よ」

　今度はグラシカル。周囲の気温を下げる大技は成功したので、ジャノンは得意な熱や炎を発生させること自体が難しくなるはず。

「大丈夫、このまま〈太陽〉をキープしていられれば、大丈夫……」

　こちらには、第四の〈太陽〉を喚べる〈星〉が二人。〈太陽〉自身がしっかりしていれば、勝算はある、と思い直した瞬間だった。

「おい、エリッセ!!」

「ひゃああッ!?」

　後ろからいきなり声をかけられたエリッセは、危うく飛び上がりそうになる。動どう揺ようした拍ひよう子しに〈太陽〉の制御が若干揺らぎ、そのことでも慌ててしまった。

「だっ、えっ、セス!?」

　振り向いた瞳に映うつったのは、なんとセスだった。〈煌〉を消していたので、存在が分からなかったのだ。

「セス、なんでまだ残ってるの!?　危ないよ、早く逃げて!!」

　さっきグラシカルが避ひ難なんは完了したと言っていたはずなのに、なぜ彼がここにいるのだろう。

「ば……馬鹿、お前だけ置いて、逃げられるかよ」

　思わぬ返事に、エリッセはきょとんとしてしまった。

「え……、いや、あ、ありがとう。でも、私には、グラシカル先生とディガンさんがいるから……」

　担当教師の名を出した途端、セスの眼が吊つり上がった。

「あいつらは、お前を放り出して向こうで戦ってるじゃねえか！　だから俺が……!!」

「違うよセス、危ないから私だけ逃がしてくれたんであって……とにかく、危険だから、セスは逃げて!!　ジャノンさんの目当ては私なんだから、あの人がこっちに来る可能性が高いんだよ!!」

　おかしな誤解があるようだが、その誤解を解いている暇ひまはない。互いに無事であれば、説明はまたいつでもできる。

「……俺の助けなんか、いらないってことか」

「え？　何言って……」

　奥おく歯ばを嚙み締めてうなるセスの声がよく聞こえず、聞き返そうとした矢先、ジャノンの〈煌〉が爆ばく発はつ的てきに大きくなった。セスも愕がく然ぜんとした表情になり、その場で硬直する。

「……今の」

「セス、逃げて」

　試合場のほうを凝ぎよう視ししたまま、エリッセは強こわ張ばった声で言った。

「馬鹿、お前だけ」

「分からないの!?　今のセスが敵うはずがない、だからセスだけでも逃げて!!」

　焼け焦げた試合場に立つのはひとりだけ。真っ赤な〈超新星〉、ジャノン。

　ディガンとグラシカルは折り重なるようにして倒れており、二人の〈煌〉は感じられない。

「……あっ」

　言い争っている間にも、ジャノンの姿が消えた。

　そして彼は、エリッセのすぐ前に現れた。







　手の平の火傷はひどくなり、衣装もあちこち煤すすけているが、ジャノンの変化はそれぐらいだった。喜びの火が踊る金の瞳は生き生きと輝き、悪戯いたずら小こ僧ぞうのような茶目っ気が感じられる。

「よっ、嬢ちゃん」

　腰の缶から摑み取ったキャンディを口に放り込み、がりがりと忙せわしなく嚙み砕きながらの気安い挨拶。それさえも、不ふ穏おんなまでに高い〈煌〉と相まって、一層の恐怖を感じさせた。

「せ、先生たち、殺し……たの？」

　乾いた声を絞しぼり出せば、ジャノンは気のない素振りで試合場を眺めやる。

「脳のう震しん盪とうぐらいは起こしたかもな。まだ息はあるさ」

　息を吞のむエリッセの眼に非難の色を見て取ったか、ジャノンは弁解するように頭を搔かいた。

「オレも相当強さを増したつもりだったんだが、二人がかりで嬢ちゃんの〈太陽〉の力をぽんぽん返されると、さすがに分ぶが悪いんでなあ。……それにやっぱり、ああも見せつけられると羨ましくってさ」

　金色の眼が、淡い光に包まれたエリッセをまぶしそうに見ている。それは恋する者の瞳だった。──ただし相手が〈太陽〉であることは分かっていたので、げんなりしただけだった。

「もう正直、結婚すらまだるっこしい気分なんだ。早いとこオレのものになってくれよ、嬢ちゃん」

　ゆっくりと、ジャノンが歩を詰めてくる。と、彼の眼がエリッセから逸それた。

「四等星？　嬢ちゃんの友達にしちゃ、ずいぶんな等星のぼうやだな」

　いつかのトールズ侯こう爵しやくのような言葉にはっとしたエリッセは、セスが駆け出す寸前のような姿勢で硬直しているのを見つけた。

　逃げるところを見み咎とがめられたのかと思ったが、体の向きが違う。ジャノンに向かっていこうとしたが、足が竦すくんで動けなくなったのだ。

　あのいじめっ子のセスが示してくれた、友情と勇気には感謝する。でも、もう十分だ。これ以上は蛮ばん勇ゆうでしかない。

「セス、逃げ……ううん、誰か呼んできて。早く!!」

　セスはエリッセの〈太陽〉の力を返せない。返せたとしても、四等星ではジャノンに勝てない。

　本当はディガンやグラシカル以外の誰かが、ジャノンに勝てるとも思っていない。セスに受け入れやすい言い方を選ばないと、彼も引くに引けないだろうという判断である。

　しかし結局、エリッセの目もく論ろ見みは外はずれた。

「うるさい、四等星だって〈星〉は〈星〉だ！　夜空の支配者、第二の……がっ!?」

　怒ど鳴なったセスが〈煌〉を放ち、詠唱を始める。だがその声は、ジャノンの靴くつ先さきが腹に埋うまったことで途切れてしまった。

「セスっ……!?」

『星合』でもなければ〈星〉同士戦う機会がないため、現在の〈星〉はこの手の肉にく弾だん戦せんにあまり免めん疫えきがない。誰彼構わず喧嘩を売ってきたジャノンは、〈煌〉を使わない戦いにも慣れた様子だが。

「ふーん、なるほど。弱くても男の子だなぁ、ぼうや」

　ひとりでうなずいたジャノンは何を思ったか、腰にぶら下げた缶に手をやった。ごそごそと中身をまさぐり、二粒の飴を取り出す。

　ひとつは自分の口へ。そしてもうひとつを、彼は倒れ伏したセスの前に投げた。

「安心しな、嬢ちゃん。オレは四等星とやり合うほど暇じゃないんだ。勇気あるぼうやは飴でも食って、おうちに帰って寝な」

　ぽとんと地面に落ちた飴を、エリッセは一瞬見てから眼を逸らした。セスのために、見てはいけないような気がした。

　一方セスは、与えられた飴を凝視している。

　そして何を思ったか、いきなり起き上がり、地面に落ちた飴を摑んで眼の前に掲かかげた。悲痛な決意を浮かべた表情に、かつての天才少年の片へん鱗りんが見える。

「夜空の支配者、第二の月、起源の陰よ!!　彼かの者を距離より解き放て!!」

　聞き覚えのありすぎる詠唱に、エリッセは反射的に右腰を押さえた。巨大な爆発と痛み、病室の味気ない天井が脳裏を駆け巡めぐる。

「セス、だめ、セスだってあれ以来、転移の術を成功させたことはないって……!!」

　腰を押さえながら叫んだエリッセの耳を、爆音がつんざいた。







　かすかな甘さを含んだ爆ばく煙えんが、夜風に乗ってエリッセの髪を揺らす。

　手の平を焦がしたセスはがくりと地面に膝ひざをつき、肩のあたりから血を流したジャノンはなんだか楽しそうな笑みを浮かべていた。

「……あ、あれ？」

　訳が分からず、エリッセは間抜けな声を漏もらした。

　セスは、自分が逃とう亡ぼうするために転移の術を使った。あるいはジャノンを強制転移させようとした。

　いずれにしても、本来三等星以上でないと使用できない転移の術は失敗するだろう。普通の四等星ならまだしも、エリッセの一件で、術自体に苦手意識を持っていると聞くセスならなおさらだ。

　そしてセスは、八年前と同じように、怪け我がを負う羽は目めになるだろうと思っていた。だが、現実は違う。

「転移の術のアレンジか。ふーん、なるほど、この術はこういう使い方もできるんだな」

　ジャノンは分かっているらしい。当とう惑わく顔がおのエリッセに気づくと、簡潔に説明してくれた。

「このぼうやは、オレがやった飴をオレの後ろあたりを狙ねらって転移させようとしたのさ。そして故意に術を失敗させ、途中にいたオレにダメージを与えようとした」

「……私の時と同じ！」

　昇しよう星せい試験での失敗の再現だ。自分が術を制御しきれないことを計算に入れ、術の暴走によって攻撃しようとしたのだ。爆煙が甘いのは飴が交まじっているからである。

「平和に浸ひたったレドレリカの〈星〉にしては、センスはある。だが悲しいかな、〈煌〉が追いついていないのと、オレの打たれ強さが想定を上回ったみたいだな。せっかくだから、オレがこの方向でいろいろ試してみよう。ありがとう、ぼうや」

　赤い衣装のために分かりにくいが、ジャノンの肩は裂さけ、鮮血を零こぼしている。並みの〈星〉なら戦意を喪そう失しつしてもおかしくない傷だが、残念ながら〈超新星〉は格が違った。

「どうした？　ぼうや。まさかとは思うが、まだオレに向かってくる気じゃないよな？」

　うつむいたまま動かないセスを、金の瞳がねめつけた。

「やめてジャノンさん、セスを殺さないで!!」

　最早セスのプライドを気にしている場合ではない。直ちよく截さいに頼むと、ジャノンは肩を竦めてみせる。

「やれやれ、嬢ちゃんには誤解されているようだが、オレは対戦相手を皆殺しにするほど鬼き畜ちくじゃないんだぜ。嬢ちゃんだって『暗黒星』だってジークハートだって、今もちゃんと生きてるじゃないか」

「ただ殺し損そこねただけでしょう!?」

　恩着せがましく言われる筋合いはない、とエリッセが憤ふん慨がいしても、ジャノンはお構いなしだ。

「だがそれは、相手に強くなる可能性を見た時だけだ。なあセスくんとやら、お前さんにはちょっとだけ才能の芽が感じられた。ついでにもうちょっと賢かしこいところも見せてくれれば、しばらくは生かしておいてやろう」

　手を腰に当て、軽く上体を屈かがめて、うつむくセスの頭をさらに押さえつけるように冷たく命じる。

「──邪じや魔まをするな、ガキが。とっとと失せな」







　セスの背中が遠ざかっていき、エリッセはそっと安あん堵どのため息を零す。

　起き上がってから走り出すまで、ずっと地面を見つめていたセスの心中を思うと胸が痛かった。だがこれから先は、自分の心配をしなければ。

「さて、行こうか、嬢ちゃん」

「や、やだ、来ないで……」

　笑って手を差し出してきたジャノンから、エリッセは一歩後ずさった。

　セスを逃がすことには成功したが、ここを切り抜ける手段など何も思いつかない。せいぜい時間を稼ぎ、ディガンたちの回復を待つぐらいだ。

　といっても、このせっかちなジャノンが待ってくれるとは思いにくい。逃げてもすぐ捕つかまるだろうし、〈星〉としてはセス以下の自分に、立ち向かうという選せん択たく肢しはない。

〈太陽〉として持ち上げられたところで、やっぱり私は、ひとりでは何もできないんだ。

　突きつけられた事実に泣きそうになりながら、それでも必死に手だてを考えていると、ジャノンが小さなため息をついた。

「そう怯えるなよ、嬢ちゃんには嫌きらわれたくないんだ。むしろ好きになってもらわないと困る。飴は……あんまり好きじゃなさそうだったよな」

　今回のジャノンの目的は、エリッセを殺すことではない。エリッセが持つ〈太陽〉の力を使うことであり、そのためには彼女のイメージを、人となりを摑んで、心を通わせなければならない。

「なー嬢ちゃん、もしかして金きん髪ぱつが嫌いか？」

「え？」

「オレ、そんなに顔はまずくないと思うんだけどなぁ。これでもそこそこもてるんだけど」

　どうやらジャノンまで、エリッセが面食いであるとの噂うわさを知っているようである。

「か、かっこいいほうではあると……いや、そうじゃなくて！　私の好みは穏おだやかで優しい人なんです!!」

　性格の問題だ、と力説するが、ジャノンにあまり聞いている様子はなかった。

「うーん困った。そういえばオレ、とりあえず一回戦うっていう方法以外で、人と仲良くなったことがないんだよなあ」

「た、戦うのは嫌いやですからね!?　言っておきますけど私、〈星〉としてはせいぜい五等星ぐらいの〈煌〉しかないんですから!!」

　そういうところがだめなのだ。

　乱暴すぎるコミュニケーションを、エリッセは全力で拒きよ否ひした。そりゃそうだなと、ジャノンもあっさり諦める。

「まあいいや。どうせ嬢ちゃんとは結婚するから」

「軽すぎる!!　前にも言ったでしょう、結婚はちゃんと心が通ってからするものですッ!!少なくともレドレリカではそうです!!」

　二大強国の人間なども好き勝手な縁えん談だんを持ちかけてきたが、結婚とは本来もっと神聖なもののはずである。団内恋愛は禁止されており、実感は果てしなく乏とぼしいが、そのはずだ。

「……聞いても仕方がない気がしますけど、なんでそんなに、戦闘が好きなんです？　三年ももたないような、そんな体になってまで……他に楽しいこと、ないんですか？」

「そういう風に生まれついちまったとしか、答えようがないなあ」

　あっけらかんと答えたジャノンだが、この質問は予想していなかったのか、にわかに真ま面じ目めな顔になった。

「うーん、でも、そうだな。オレは正直自分が結婚するとは思ってなかったけど、結婚生活って結構楽しいんだろう？」

「たぶん……って、いやいや、結婚しないですからね!?」

　時間稼ぎができるのはありがたいが、あまりこの話題を引っ張るのも危険な気がしてきた。急いで首を振ったエリッセは、ふと別の話題を思いついた。

「……あの、提案があるんですけど、ジャノンさん。レドレリカの〈星〉に、なりません？」

「──へ？」

　さらに予想外の質問だったらしく、丸く眼を見開いたジャノンに考え考え言う。

「あなたはもう、帝王陛下の命令には従っていないんでしょう？　目的は私の〈太陽〉の力を使って、強い相手と戦うことですよね？」

　リューナーに怪我を負わせてまで、〈太陽〉に固こ執しつするジャノン。生まれ持った戦闘本能を満足させるためだけに生きる男を、ただ追い払うだけではだめだ。事実、一度追い払ったのにパワーアップして戻ってきてしまった。

　ならば、懐かい柔じゆうするというのはどうか。

「あなたが私たちの味方になってくれるなら……結婚はしませんけど、一緒に過ごしていくことで、お互いの気持ちが通じ合って……私の〈太陽〉を返せるようにも、なれるかもしれません。ディガンさんとかグラシカル先生とか、あなたが好きな強い〈星〉だってレドレリカにはいっぱいいますし」

　二人に後で怒られるかもしれないが、この場を収めるためだ。ジャノンを釣つる飴として、担当教師たちの名を口にしてみる。

「少なくとも、無理やり結婚させられるよりは、その可能性は高いと思うんですけど……どうです？」

　とりあえず結婚はない、絶対ない、という気持ちを強く押し出して提案すると、ジャノンは困ったように微笑ほほえんだ。

「こいつは驚いた。まさか嬢ちゃんのほうから口く説どかれるとはなあ」

「えっ、いや、口説いてるつもりはないんですけど!?」

「──でも、ごめんな嬢ちゃん。オレには時間がないんだ」

　真顔になったジャノンとの距離が縮まる。もうだめだと思った時だった。







「そこまでだ、『マッド・キャンディ』」

　変声期前の少年の声が響き、ジャノンがぴたりと動きを止めた。

「ハーシエルくん!?」

「おっと、天才のほうのぼうやが来てくれたか！　へえ、しかもなんだか、雰ふん囲い気きが違うじゃないか」

　いつの間にか観客席の上部に立っていたハーシエルは、ジャノンを見下ろして薄い胸を反そらした。

「当たり前だ。僕は以前までの僕じゃない。舐めてかかると痛い眼を見るぞ。ねっ、先生!!」

　先生、という呼びかけに驚いたエリッセは、ハーシエルのさらに上、物もの陰かげにこわごわと隠れているティリスを見つけて驚いた。

「ちょ、ハーシエルくん、ティリス先生を連れて来ちゃったの……!?」

　以前ジャノンが〈導きの灯〉を強きよう襲しゆうした際には、ハーシエルはわざわざグラシカル経由で話をし、ティリスを外部に逃がしたと聞いている。三等星であるティリスは決して秀でた〈星〉ではなく、彼女が戦闘に巻き込まれるようなことになってはいけないからだ。

　なのに今、わざわざジャノンの前に出てきたハーシエルは、ティリスを連れている。のみならず、〈煌〉を消している彼女の居場所を敵に明かすのを承知でしゃべりかけている。

「だから先生、そこでよく見ていて下さいね!!　僕がこいつを倒すところを!!」

　執しつ拗ように繰くり返すハーシエルの青い瞳に、追い詰められたような光があることをエリッセは見て取った。

「ハーシエルくん、そんなことはいいから、早くエリッセちゃんを助けてあげて!!」

　その光は、上ずった声でティリスが叫んだ途端、さらに深く暗い輝きとなった。

「……そんなこと？」

　静かな声で、ハーシエルが繰り返す。

「僕はいつだって、先生のことを第一に想っているのに、『そんなこと』？」

「こ、言葉のあやよ！　ねえハーシエルくん、お願い、エリッセちゃんはあなたの、大切なお友達でしょう……!?」

　泣きそうなティリスに、ハーシエルはひどく冷たい声で応えた。

「じゃあ先生、今すぐ僕と結婚して。婚こん約やくじゃなくて、結婚して」

「──……!!」

　愕然として立ち竦むティリスに向かって、ハーシエルは一歩足を踏み出した。

「エリッセを助けてほしいんでしょう？　ならここで、僕の妻になって。さあ」

　一歩一歩、段を踏みしめ、彼は婚約者に近づいていく。ティリスは震えながら、ただハーシエルの顔を見つめていた。

　二人の様子を見ていたジャノンが、ぼそりとひと言つぶやく。

「なんだ嬢ちゃん、レドレリカでも脅きよう迫はくまがいのプロポーズをするんじゃないか」

「れ、例が特とく殊しゆすぎます!!　これは参考になりません!!」

　とりあえず突っ込むエリッセだが、この後どうすればいいのか分からない。ハーシエルの助力が欲しいのは山々だが、どう考えても「とにかく助けて」と言える雰囲気ではない。

　迷っている間に、ハーシエルはティリスのところに辿たどり着いてしまった。びくりと身じろぐ彼女をさらに追い詰めるように、小さな手がティリスの上衣の裾を摑む。

「いいかげん、僕が本気だって分かって下さい。僕は先生を僕の女にするためなら、なんでもする。さあ、エリッセをひどい目に遭わせたくないなら、今すぐ僕のものになるって誓ちかって!!」

　紛まぎれもない脅迫を聞いた瞬間、ティリスの顔から怯えが消えた。その手が振り上がり、ぱん、という乾いた音が夜空に響く。
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「先生……!?」

　ぎょっとしたエリッセだが、ティリスの表情を見て続く言葉を飲み込んだ。平然と息子を無視したトールズ侯爵に、公衆の面前で食ってかかった時と同じ顔をしていたからだ。

「お友達の、生命の危機をだしにして、そんなことを言うなんて」

　怒りと悲しみに満ちたティリスの瞳が、打たれた頰ほおを押さえて呆ぼう然ぜんとしているハーシエルを見つめていた。

「私はやっぱり、だめな教師だわ。トールズ侯爵のおっしゃる通り。稀き代だいの天才を、誰よりも輝けるはずのあなたを、こんな風に育ててしまうなんて……!!」

　そのままぼろぼろと泣き崩くずれたティリスを見上げて、ハーシエルは虚うつろにつぶやいた。

「僕は、本当に、先生が、好きで。だから」

　そのまま彼は一歩足を引いて、数度意味もなく首を振った。

「だから……」

　かすれたひと声を残し、小柄な体が走り出す。闇に消えていくハーシエルの背を、ジャノンでさえ追おうとはしなかった。

「や、やっぱりハーシエルくんのお父さん、ティリス先生との婚約に反対だったんだ……」

　数度見かけたトールズ侯爵のことを思い出し、エリッセは小さくつぶやいた。

　ディガンも言っていたように、いくら〈導きの灯〉に放り込んでそれきりとはいえ、息子の結婚には関心を持っていたのだろう。しかし一いち途ずにティリスとの結婚を夢見る息子の説得は難しいと見て、ティリスのほうを説得にかかったのだ。

　そもそもこの婚約話自体、裏があるとは思っていた。ティリスは様々な思おも惑わくの板いた挟ばさみになって、苦しんでいたに違いない……

　そこまで考えたエリッセは、ふと「喚よばれた」ことに気づいてびくりと顔を上げた。

「地上に光お臨りた、我が唯一なる太陽よ」

「我が育て、我より羽ばたく太陽よ」

　ディガンとグラシカル。それぞれのエリッセとの結びつきを示す詠唱に、彼女の〈太陽〉が応じ始めた。

「ティリス先生、逃げて!!」

　激げき突とつの予感を感じ取ったエリッセが叫ぶと、ティリスは涙に濡れた顔を上げた。迷う素振りを見せたものの、自分がここにいても邪魔にしかならないと悟さとったか、ハーシエルとは違う方向に姿を消す。

「おっと、ようやく復活したか、二人とも!!」

　恋愛話、それもこじれた恋愛話には免疫がないのか、居い心ごこ地ちが悪そうにしていたジャノンの眼も輝きだした。案の定ティリスには興味がないらしく、彼女を追いかけるようなことはしない。

「きらめく王の剣を我らに。我らが敵を、征せい服ふくせよ!!」

　ハーシエルたちと話している間に、ひそかに近づいてきていたのだろう。観客席の下部、互いにもたれかかるようにして立ったディガンとグラシカルが、〈煌〉でできた巨大な剣を振り下ろした。

　しかし、ジャノンもさすがだった。不意をつかれた不利に加え、二人がかりでエリッセの〈太陽〉を返しての大技を、ぎりぎりで受け止める。

「はは、やっぱり完全復活じゃないなあ。だいぶ痛めつけてやったし、無理もないけどな……!!」

　クロスさせて掲げた両手に〈煌〉の膜まくを張り、王者の剣の切っ先を受け止めながら、ジャノンは笑う。苦しそうではあるが、まだ若干の余裕が見受けられた。

　対して、ディガンとグラシカルにはまるで余裕が見えない。〈煌〉の光に照らされたその顔の白さは、ルトエと同じか、それ以上だ。

「ディガンさん、グラシカル先生、がんばって……!!」

　エリッセも〈太陽〉の輝きを懸けん命めいに二人に送るが、それでも押しきれない。あともう少しなのに、ジャノンのガードが崩れないのだ。それどころか、徐々に押し返されている。

「待ってな嬢ちゃん、天才ぼうやもあの調子じゃ戻ってこない。こいつらを片づけたら、そのままハネムーンといこうぜ!!」

　軽口にぞっとしたエリッセは、やはりハーシエルの助力を願うべきだったかと一瞬後こう悔かいした。彼でも、この際ティリスでも、セスでも、誰か他に〈星〉がいてくれれば……

「あ」

　あることに気づいたエリッセに気づかず、ジャノンはディガンとグラシカルに視線を移した。

「そういう訳だ、嬢ちゃんはもらっていくぜ!!　大丈夫だ、殺しやしないし、オレは結構嬢ちゃんのことを気に入り始め……、うおッ!?」

　軽快にしゃべっていたジャノンの声が、驚きに中断された。

　いきなりエリッセが放った〈煌〉が、彼の右肩に当たったのだ。無論しょせんは六等星の攻撃、大したものではないが、そこは先ほどセスが怪我を負わせた部位である。

　何より、突然〈星〉として彼女が攻撃したことにより、ジャノンにも一瞬隙すきができた。それを見み逃のがすディガンとグラシカルではない。

「やかましい、エリッセはオレ様だけの〈太陽〉だと言っているだろうがッ!!」

「僕の生徒でもあるけど、少なくともお前には渡さないよ、〈超新星〉!!」

　絶叫とともに、王の剣に二人の残りの〈煌〉が叩き込まれる。ジャノンの足元にひびが走り、つま先が石段に沈しずんだ。

　力関係が逆転する。ジャノンの表情が焦りに、やがて静かな諦めへと移行していく。

「……何等星でも、〈星〉は〈星〉、か。やっぱりレドレリカの連中と戦うのは面おも白しろいぜ。オレも、こっちに生まれりゃよかったかな……」

　どこか切なげな声も何もかも、その頭ず上じようから迫せまる巨大な〈煌〉に飲み込まれていく。ぎりぎりで押し留とどめられていた攻撃が均きん衡こうを失っていく。

「きゃあああ!?　よ、夜空の支配者、第二の月……!!」

　残された〈煌〉を振り絞り、ささやかな防御術を展開したエリッセをも巻き込んで、大爆発があたり一帯を吹き飛ばした。







〈太陽〉としても、〈星〉としても力を絞り尽くしたエリッセがはっと眼を覚ました時、空では第一の月・起源の陰が空の端はしに没ぼつしようとしていた。

「あ、た、たたたたたた……う、うわ、ひどい……」

　ディガンたちが王者の剣を振り下ろした軌き跡せきに沿って、観客席が真っ二つになっている。できたばかりの谷に落ちないよう、おっかなびっくり立ち上がったエリッセは、同じようにふらふらと立ち上がったディガンを見つけた。

「ディガンさん、大丈夫ですか!?」

　いったん起き上がったものの、彼はすぐにその場に倒れ込みそうになった。慌てて長身を支えてやると、荒い息に交じって悪態が聞こえてくる。

「小娘、お前、〈太陽〉の力を使いながら〈煌〉も使うなんぞ、誰に教わった……？　また〈太陽〉が暴発したらどうする気だったんだ、馬鹿が……」

「す、すいません……」

　いきなり怒られてしまった。しゅんとするエリッセの頭を、ディガンがぐしゃりとかき乱す。

「今回は特別に許すが、もうやるなよ……勝手に成長するな、馬鹿が……そんなに喰われたいのか……？」

　ぶつぶつと言いながら、ディガンは爆心地であるジャノンがいた場所を見つめて舌打ちした。

「くそ、また仕留め損ねたか……お付きのことを、すっかり忘れていたな……」

「全くだね……」

　こちらは立ち上がることを諦めたか、倒れ伏したままのグラシカルが力なく笑った。

　お付きとは、ニコラのことだろう。以前と同じく、ジャノンのお目付役と思おぼしき彼が、土ど壇たん場ばで問題児を引き取っていったようだ。

「グラシカル先生も、大丈夫ですか!?　ち、治ち癒ゆを……ああ、でも、もう私の〈太陽〉も〈煌〉も限界……!!　誰か呼んできます!!」

　治癒術にはちょっとだけ自信があるエリッセだが、対ジャノン戦にすべてを注そそぎ込んでしまったので、エネルギーが枯こ渇かつしている。ディガンもグラシカルも同様で、彼らも治癒術を使うことができない様子だ。

　しかし、慌てて走り出そうとしたエリッセの手を、ディガンがぐいっと引っ張って止めた。

「騒ぐな小娘……ちょっと疲つかれただけだ。ふん、やはり、体力を怪我の回復に回すのは無理があるな……」

「そうだよ、エリッセ……今ディガンが言った通り、僕たちは〈煌〉で強引に怪我だけを治した状態だから……ここから回復するには、やっぱりちゃんと時間をかけて、休まないと……」

　二人仲良く説明してくれるからこそ、かえって心配になってしまう。余計な言い合いをする余裕がないのだ。

「だ、だったらなおさら、ちゃんとした場所で体を休めたほうがいいですよ!!　転移……は体に負ふ荷かがかかるから、飛ひ翔しよう術じゆつ……でなければ担たん架かで運ぶのでいいですから、とにかく休息を!!」

　必死になって頼んでいたエリッセは、近くでかたん、と小さな物音がしたことに飛び上がった。

「ひゃああああっ!?　えっ、あれ、あなたたちは、〈綺き羅ら星ぼし〉の……？」

　崩れた観客席の陰から、そっとこちらを窺うかがう顔は、エリッセも見覚えのあるレドレリカの〈綺羅星〉のひとりだ。

「エ、エリッセくん、敵は……!?」

「ええと……、撤てつ退たい、したみたいです」

　とりあえずそう答えると、〈綺羅星〉の後ろから次々と別の者たちが顔を覗のぞかせる。ほとんどがレドレリカの人間だが、中にはステッセルやヴェストラントの者たちも交じっていた。

「〈流れ星〉撤退を確認!!」

「被害状況の確認を急げ!!」

　ジャノンがいないことを確認するが早いか、にわかにあたりが騒がしくなってきた。走り回る人々のうち何人かが、エリッセの側にもやって来る。

「君がエリッセだね、大丈夫か!?」

　どこの国の者か分からない二等星の男に話しかけられ、エリッセはうなずいた。

「私は大丈夫です、それより先生たちを……、えっ、ちょっと、だめです、起き上がったら……!!」

　担当教師二人を運んでもらおうとしたのだが、ディガンもグラシカルも身を起こしてしまった。

「生あい憎にくと、休んでいる暇はなさそうだからな。ここは大丈夫だ、貴様は被害状況の確認をしていろ」

　ディガンに鋭く睨にらみつけられ、今にもエリッセの肩を摑んで連れていこうとしていた二等星が慌てて手を引っ込める。去っていくその背を観察しながら、グラシカルはゆっくりとあたりを見回した。

「心配してくれてありがとう、エリッセ。でもディガンの言う通り、ある意味この後がもっと大変そうだよ」

　めちゃくちゃになった『星合』会場のあちこちで、早くも怒鳴り合いが始まっている。グラシカルの言葉の意味に気づき、エリッセは絶望的な気分になった。
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　空の羅ら盤ばん上では第二の月・至し純じゆんの闇あんが中天を外はずれ、ゆるゆると下降を始めた。日付が変わったな、とエリッセはぼんやり思った。散々だった『星せい合ごう』開かい催さいの日は、これで完全に終わったのだ。

　自分も、すぐ側に立っているディガンもグラシカルも疲つかれきっている。本当ならすぐにでもベッドに潜もぐり込みたいけれど、立場上そうもいかない。

「起こってしまったことは仕方がない。問題はこの不始末の責任を、誰だれが取るかだ!!」

　部屋の中央で叫さけぶバークレイの大声に、エリッセは自分が責められているかのようにびくりと肩かたを竦すくめた。

「申し訳ありません」

　真っ白い顔をしたルトエが、深々と頭を下げる。〈導みちびきの灯ひ〉の星団長室にて、彼女は先ほどから延々と謝罪を繰くり返していた。

　各国の賓ひん客きやくが押し寄せる一大イベントが開催されるのだから、相応の警備体制は敷しかれていた。ジャノン再来もある程度は予測されていたため、〈綺き羅ら星ぼし〉が総出で防ぼう御ぎよの術を張り巡めぐらせていた。

　それでも、事件は起こってしまった。そうである以上、主しゆ催さい者しやが責任を追及されるのは当然である。たとえ押しつけられたイベントだったとしても。

　それにしても、疲ひ労ろうのためか険を隠かくしもしないグラシカルよりも、ディガンの無表情のほうが怖こわい。怯おびえているエリッセの耳に、ラドラスの取りなしが届いた。

「まあまあ、バークレイ。レドレリカ王をあまり責めても仕方がない。そもそも『星合』の主催自体初めてだったのだし、一度流れた血はもう取り返しがつかない」

　被害者の存在を匂におわされ、ルトエの表情が強こわ張ばった。幸いにも死者は出ていないが、崩くずれた建物の下敷きになったリューナーや、ひどい火傷やけどを負ったジークハートとククリチアをはじめ、重傷者は数百人単位で出ているらしい。

「それよりも、今後の災さい禍かを防ぐことに注力すべきだ。そうでしょう？　ルトエ陛へい下か」

「……誠に申し訳ありませんが、私ごときには、ラドラス陛下のお求めが分かりかねます」

　影のように寄り添そうイライアスをちらりと見てから、ルトエは慎しん重ちように言葉を選ぶ。警けい戒かいを露あらわにする彼女を、ラドラスは気取ったしぐさで眼鏡めがねを直しながら見み据すえた。

「もうあなたにも、お分かりになったでしょう。〈太陽〉、『暗黒星』、シリウス。いずれもこのレドレリカの国力では、守りきれない至宝なのだと」

　分かっていた内容だったが、エリッセは思わずぎゅっと眼を閉じてしまった。

「誤解しないでいただきたいが、我々の目的はあくまで世界平和の維い持じだ。ひとつでも争いの種になりかねないものが、三つもひとつの国に集まっているからこのような事態が生じる」

　退路をふさぐように持ち出された大たい義ぎ名めい分ぶんに、ルトエも大義名分で応じた。

「恐おそれながら、〈太陽〉も『暗黒星』も、彼らの固有の能力です。いくら国王とはいえ、生まれ育った国を平和のために捨てよ、とは命じられません。人権問題になります」

「国を捨てろ、などと言いたい訳ではない。わしは、いやわしたちはむしろ、彼らを尊重しているからこそ、いい環境で保護したいと思っているんだ」

　ライバルにこのまますべてを持っていかれてはたまらないと思ったか、バークレイが話に割り込んできた。

「レドレリカは〈星〉の産出国として有名ではあるが、総合的な国力が高いとは言えない。その点我がヴェストラントなら」

「はは、待ちたまえバークレイ。それを言うなら、我がステッセルのほうが」

　そしてまた、同じ言い合いに突入する。肉体的にも精神的にも疲ひ労ろうがピークに達したエリッセは、一いつ瞬しゆん立ちくらみを起こして隣となりのディガンにぶつかってしまった。

「あ、ご、ごめんなさい……」

　抱だき留められ、ぼんやりしながら謝罪したエリッセだが、ディガンの腕うでは緩ゆるまない。

「あれ？　ちょっと、ディ、ディガンさん？」

　何をする気かと慌あわてたエリッセをつかまえたまま、ディガンが一歩足を踏ふみ出した。制しようと伸ばされたグラシカルの手をするりとかわして、尊大極まりない口調で双ふた子ご王おうを呼ぶ。

「おい、そこの中年ども」

〈煌キラ〉も使わず、ディガンは場の空気を凍こおりつかせた。心の中で盛大に悲鳴を上げているエリッセをよそに、硬こう直ちよくしているラドラスとバークレイにあごをしゃくってみせる。

「仮にオレ様が貴様らの国の、どちらかに行くとしてだ。よりオレ様を厚く遇ぐうし、外敵とやらから守ってくれるのはどちらだ？」

「……せ、僭せん越えつながら、我がステッセル」

「ヴェストラントに決まっている!!」

「中年」扱あつかいに固まりながらも、ディガンの質問に双子王は間かん髪はつ容いれずに応じた。そうか、とやはりディガンは尊大にうなずく。

　同時に彼の全身から立ち昇り始めた〈煌〉に、エリッセの背筋が冷たくなった。

　闇やみの気配を帯びた黒い〈煌〉。『暗黒星』を使う時のそれが、室内にゆっくりと広がっていくのが分かる。

「なら、そちらの国の優秀な人間を、オレ様たちの護衛として派は遣けんしてくれればいい。それで事足りるだろう」

「ゆ、優秀な〈星〉が何人もいた状況でこの有あり様さまだったのだ、問題は単純な護衛の質ではない!!」

「そうだ、ラドラスの言う通りだ！　レドレリカは〈星〉の産出国ではあるが、その〈星〉を率いて戦う能力には、昔から問題があるのだ!!」

　ディガンの変化に気づいていないのか、気づいていてもライバルを出し抜くことに必死なのか、双子王の態度に変化はない。

「ディガンくん、君も知っているだろう？　ここで、『学徒虐ぎやく殺さつ』という恐ろしい事件が起こったことを」

　バークレイが口にした馴なれ馴なれしい呼び方に、そして二百年前の惨さん劇げきを示す単語に、ディガンがぴくっと反応した。

「だ、だめ、だめ……」

　その腕の中で必死に首を振り、合図を送るエリッセだが、興奮したバークレイには届かない。

「そう、バークレイの言うような惨劇の記き憶おくが残る場所でさえ、同じ事が繰り返された。これはすなわち、レドレリカでは貴重な才能を守るのは難しいという証しよう拠こだろう？」

　ラドラスもしたり顔で繰り返す。

「お二人とも、」

　双子王を止めようとしたルトエを、イライアスが無言で背に庇かばった。グラシカルも緊張した表情で見守る中、ディガンはうっすらと笑んだ。

「──本当に、いい時代になったものだ。あの事件を引き合いに出して、このオレ様を傅かしずかせようとするとはな」

　ディガンなりに耐たえに耐えた末、吐はき出された怒いかりは重く、暗い。

「何が平和のためだ。散々きれいごとをぬかしたが、とどのつまりは隣のやつに負けたくない。ただそれだけの話だろうが」

　射るような眼で双子王を睨にらんだその指先が、ぐっとエリッセの肌はだに食い込んだ。痛かったけれど、それ以上に胸が痛くて、悲鳴は出なかった。

「平和という言葉を出せば、どんな傲ごう慢まんも通ると思いやがって……」

　黒い〈煌〉がひときわ大きくなり、ここに至ってやっと双子王も異常事態に気づいた様子だ。怖おじたように足を引く二人を、金の瞳ひとみが憎にく々にくしげに一いち瞥べつする。

「ここで死んだやつらのことを、もう忘れてしまったのか。オレたちは、貴様らのような人間を守るために身を削けずったんじゃない!!」

　むき出しの怒りを叩たたきつけた後、間を置かずディガンは詠えい唱しようを始めた。

「夜空の支配者、三つ子の月たちよ。我われに天あま駆かける翼つばさを与えよ!!」

　強きよう烈れつな既き視し感かんに見舞われながら、エリッセは特とく徴ちよう的てきな悲鳴を上げてディガンにしがみついた。

「きゃ、きゃっ、きゃーっ!!　きゃああああああーっ!!」

「エリッセ、ディガン!!」

　グラシカルの呼び声がたちまち遠ざかる。発動した飛ひ翔しよう術じゆつによって豪ごう快かいに建物を突き破ったディガンは、エリッセを抱いたまま夜間飛行を開始した。







　夏とはいえ、真夜中の高空を駆かける風は冷たい。その風に乱れた髪かみと制服の裾すそが、肌のあちこちに当たって痛い。

「いた、痛い、寒い、ディガンさん、ディガンさんってば、だめです、こんなの……!!」

　普通、飛翔術を使う場合は、飛行中体を守る防御術もセットにするはずだ。しかし今のディガンは〈煌〉の余裕がないのか、精神的な余裕がないのか、飛ぶことだけに力を注そそいでいるようだ。

　まるで初めて『暗黒星』を使い、ディガンと出会った時の再現。あの時も問答無用で抱き抱かかえられ、飛翔術で連れ去られた。

　やがて高度が下がり始め、足元にどこかの草原が近づいてくる。

「ま、まさか、きゃっ、よ、夜空のッ……!!　あれ？」

　着地まで同じことになるのかと焦あせり、どうにか防御術を展開させようとした瞬間、がくんと速度が落ちた。危なげなく、二人は虫の音ねが響ひびき渡る草原に着陸した。

　だが次の瞬間、いきなりディガンが体を離したので、驚おどろいたエリッセは地面に尻しり餅もちをついてしまった。

「きゃっ!?　うう、着地には成功したのに、もう……」

　どこか懐なつかしい尻餅の痛みに顔をしかめつつ、制服の裾を払って起き上がる。

　十歩ほど離れた位置に立ち、こちらに背を向けているディガンはすぐに見つかった。張り詰つめた背は拒きよ絶ぜつを感じさせたが、『暗黒星』使用時特有の〈煌〉はもう感じられない。

「ディガンさん!!」

　恐きよう怖ふを振り払ってその名を呼べば、ディガンの肩がわずかに反応した。しかし彼は振り返らない。

「ディガンさん、だめですよ、戻り……」

　戻りましょうと言いかけて、エリッセは中途で言葉を飲み込んだ。

　今のディガンの胸中を思えば、〈導きの灯〉へ──思い出と後こう悔かいの残るあの場所へ、連れては行けない。迷いながら、ぺこりと頭を下げる。

「ディガンさん……あの……、ご、ごめんなさい」

「何を謝る」

　途と端たんに冷たい声で応じられ、エリッセは飛び上がりそうになった。ディガンの背に漂ただよう、拒絶のイメージが強くなった気がする。

「その、さっき、双子王たちが、あなたにひどいことを言ったから……ディガンさんたちのがんばりも知らないで」

「そうだ、やつらが言ったんだ。お前が謝る必要はないだろうが、馬ば鹿か小こ娘むすめが!!　オレ様の〈太陽〉なら、もっと堂々としていろ!!」

　叱しかりつけられ、竦み上がるエリッセに背を向けたまま、ディガンは夜空へと視線を投げた。

　張り詰めた雰ふん囲い気きが消えていく。代わってディガンを包むのは、闇ですらない。

　虚きよ無むだ。

「……そもそも、『学徒虐殺』についてオレ様が怒ること自体、本来は筋すじ違ちがいなんだからな」

　月の光がその姿を、金色に変じた瞳を淡あわく照らし出している。なんて月が似合う人だろうと、場違いに思った。

「あの時オレ様は、封ふう印いんされていた。まだかろうじて外の様子は窺うかがえたが、ただ見ているだけだった。何もできなかった」

　いつも自信満々で、「惚ほれろ」「惚れ直せ」とうるさい男のものとは信じられないほど、その声には疲労と無力感がにじんでいる。

「偉えらそうなことを言っておいて、結局オレは、無用にショナエルを苦しめただけだったんだ」

　虚うつろなつぶやきを聞き終えて、エリッセは猛もう烈れつな自省の念に駆られた。馬鹿、違う、今のディガンに必要なのは謝罪なんかじゃない!!

「私は……あの、か、感謝してます。ディガンさんにも……ショナエルさん、たちにも!!」

　迷い迷い、もう一度頭を下げた。

「こ、こういう言い方はなんですけど、過去のすべてがあったから、今がある訳で!!　だから……その、ええと」

　グラシカルのように、スマートに場を収めるような手て管くだは持ち合わせていない。嫌いやでも注目を集める存在になった以上、社交術も身に着けなければならないのだろうが、今は偽いつわらざる気持ちをぶつけていくしかない。

「私は今の時代に、ディガンさんがいてくれて、あなたと会えてよかったです。だってディガンさんは、時々意味の分からないこともおっしゃいますし、たまに本気で腹が立ちますけど……いやその」

　ここはもうちょっと偽るべきだったかもしれない。冷や汗をかきながら、最も伝えたいひと言に、深い気持ちを込めた。

「でも、何度も私を助けてくれた……優しい人、ですもの。私の大切な、恩師、です」

「学徒虐殺」の話題に触ふれるとディガンが怒るのは、彼の仲間が……ショナエルが、無む惨ざんに殺された事件だからだ。

　しかしその怒りの奥には、より根深いディガン自身への怒りが含ふくまれている。

　ショナエルに乞こわれるまま封印された彼は、「学徒虐殺」を前に何もできなかった。恋した少女との仲が決定的に壊こわれてしまっても、愚おろかな願いに応こたえるべきではなかったのだという後悔が、ディガンの中には残っている。

　自分がいなければよかったとさえ、思っているのではないだろうか。

「あの」グラシカルの生徒のくせにと、恩師に迷めい惑わくをかけ続ける自分が情けなくて恥はずかしくて消えてしまいたかった、かつてのエリッセのように。

「だから、ディガンさんも……今の時代に、私と会えたことぐらいは、よ、よかったなって思ってくれると、いいなって、はは、は」

　ショナエルは、ディガンのことが嫌きらいだったかもしれない。憎んでいたかもしれない。

　エリッセだって、ディガンのだめなところや残念なところを言えと言われれば、たぶん百ぐらい挙あげられると思う。

　けれど百一ぐらいは、いいところも挙げられる。

　だから、会えてよかったのだ。

　いてくれてよかったのだ。

「はは……」

　気恥ずかしくなってきたエリッセは、ディガンも苦笑いぐらいしてくれているだろうかと思い、顔を上げた。

　瞬間、体全体が大きくて暖かいものに包まれる。

「は？　あッ、ああああ、あの、ディガン、さん？」

　いつの間にか側に来ていたディガンに、抱き締しめられている。一いつ拍ぱく遅おくれてそれに気づいたエリッセは、パニックに陥おちいった。

「や、あの、な、何これっ!?　や、やだなーもう、まさか今喰くらう気じゃ……」

　両腕を下ろした状態で抱き締められているので、手を突っ張ることもできない。真っ赤になってじたばたするエリッセだったが、ディガンは小こ揺ゆるぎもしなかった。

　最初はまた例の「惚れろ」の延長かと思い、心臓がうるさく鳴った。だが何をするでもなく、何を言うでもなく抱きつかれた状態が続くうち、頰ほおの赤味も引いていく。

　夜の草原に、風の音と虫の声だけが響いていた。

「あの……」

　体の横で固定された手を動かして、エリッセはディガンの脇わき腹ばらあたりにそっと触れた。本当は背中を抱いてあげたかったが、それ以上手を動かせなかったのだ。
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「喰らったりしなくても、惚れろとか言われなくても、こんな風に、その、つ、捕まえたりしなくても……私はずっと、ディガンさんといますよ」

　どこかに行けなんて言わない。

「世界一強くなくても、かっこよくなくても、私はいいです。ディガンさんと勝負しようなんて思ってないし、〈太陽〉と〈星〉なら、戦う理由はないですから」

〈星〉としてのエリッセは、たぶんどう足あ搔がいても五等星。はなからディガンとは勝負にならないし、レベルが違いすぎて嫉しつ妬とすら起こらない。

〈星〉と〈太陽〉なら、能力の発はつ揮きの仕方が全く違う。だから勝負の必要はないし、勝ち負けによる葛かつ藤とうも生じない。

「だって私は、ディガンさんにたくさんの恩がある、あなたの生徒ですもの。〈導きの灯〉を卒業しても、恩師はずっと恩師ですものね」

　えへへ、と照れ笑いしたエリッセの耳元で、ディガンが小さくつぶやいた。

「きっとだぞ」

　瞬間、胸の奥で大きく心臓が高鳴った。自分の反応に戸と惑まどいながらも、エリッセはこっくりうなずく。

「はい」

　だから、せめてもうちょっとだけ、普段から社交術を使って下さいね……というひと言をこらえてのうなずきに、満足してくれたのだろうか。ディガンの腕が緩む。

「あっ、えっ、ひゃああああッ!?」

　なぜか寂さびしさを感じたのも束つかの間ま、エリッセはその場で飛び上がった。ひどく覚えのある〈煌〉が二つ、飛翔術を使って空から舞い降りてきたからだ。







　風に乱れた長い黒髪を打ち払い、グラシカルが黙だまってこちらを見ている。その横には銀ぎん髪ぱつの少年も無表情で立っていた。

「グラシカル先生……ハ、ハーシエルくんまで……」

　これまた、初めてディガンに会った時の再現だ。去年の冬の一件を思い出し、エリッセの全身を冷気が包む。

　グラシカルに殺されかけた恐怖まで蘇よみがえり、一瞬足が竦んだが、今はそんなことはどうでもいい。ディガンを庇うように彼の前に立つと、

「ま……待って下さい！　ディガンさんは、双子の王様たちがあんまりな言い方をしたから、ちょっと取り乱しただけです!!」

「分かってるよ」

　あっさりとグラシカルはうなずいた。

「え？」

　気勢を削そがれ、驚くエリッセと背後のディガンを見つめ、グラシカルは微び笑しようした。

「彼らの頭を冷やすためだったんだろう？　分かってる」

「──ふん、当たり前だ。だが、少しはいい薬になっただろう」

　読めているよと言いたげなグラシカルに、ディガンは傲ごう岸がんに吐き捨てた。その表情は、完全にいつもの彼だ。

「ある程度は効きいたみたいだよ。実はあの後、陛下が倒れてしまわれてね……紳しん士しぶるのが大好きな双子王たちは、今結構慌ててる」

「倒れた!?　陛下は大丈夫なのですか!?」

　疲労を蓄ちく積せきさせていたルトエは、ついに限界を迎むかえたようだ。真っ白な彼女の顔を思い出し、気け色しきばむエリッセにグラシカルは落ち着いた声で答えた。

「宰さい相しよう閣かつ下かがまだ冷静ということは、大丈夫なはずだ。あの方は昔から、陛下が本当に危険な状態かどうかを、見み極きわめることができるから」

「なら、いいんですけど……」

〈導きの灯〉があると思おぼしき方向を見つめ、眉まゆ根ねを寄せるエリッセをディガンが不意に呼んだ。

「そういう訳だから小娘、勘かん違ちがいするなよ。さっきのは全部、演技だからな」

　ぱっちりと眼を見開いたエリッセに、だめ押しのように付け加える。

「馬鹿め、その顔だと、本気でオレ様の演技にだまされていたようだな!!　このオレ様がいつまでも過去に固こ執しつする、小さい男のはずがないだろうが!!　ましてやお前を側に置きたがるなど、そんなはずがあるか!!」

　鼻のあたりを気にしながら嘲あざけられ、エリッセも引きつった笑みを作る。

「え、演技だったんですね、なーんだ！　よかった、私……」

　ものすごく、どきどきしてしまった。

「……私、やけになったディガンさんに喰われるんじゃないかって心配、いひゃいッ!!」

　頰肉をつまみ上げられ、涙眼になるエリッセと怒りの形ぎよう相そうのディガンを、グラシカルがなだめる。

「まあまあ二人とも、いちゃいちゃしないで」

「誰がこんな小娘といちゃいちゃするか!?」

「ひょうでしゅよ!!」

　二人揃そろって抗こう議ぎの声を上げれば、グラシカルも安心したように微笑ほほえんだ。

「そう？　よかった。言っておくけど、団内恋愛は禁止だからね。それに僕も、エリッセの相手はもう少し選びたいと思ってるし……だんだんディガンはましなほうかも、とも思い始めたけど」

　父のような台詞せりふで牽けん制せいされ、そっぽを向いたディガンは大きなため息をついた。

「……平和を勝ち取るための戦いよりも、平和を維持するための戦いのほうが大変だとはな。血は流れないにせよ、地味で、単調で、全く面おも白しろみがない」

　痛む頰をさすっていたエリッセは、心底面倒くさそうな声こわ音ねに敏びん感かんに反応した。ディガンは不安そうな生徒の顔を一瞥して続ける。

「だがそれでも、第二次南北大戦が始まるよりはましだ。でなければショナエルたちは、なんのために死んだのか分からん」

　ショナエルの名を口にするその声からは、幾いく分ぶんためらいや強張りが薄うすれていた。なのになぜか、エリッセの胸はざわりとした。

「あれ……？」

　自分の反応に戸惑うエリッセをよそに、ディガンはグラシカルに声をかける。

「さて、そろそろ戻もどってやるか。適当なタイミングで謝らせて、寛かん大だいに受け入れてやって、その上で今後の相談を。そうだろう？　詐さ欺ぎ師し」

「君も案外政治が分かっているんだね。君たち自身の未来のためにもよろしく頼むよ、意地っ張りの『暗黒星』。それなら僕も、君がエリッセの側にいることを許してやってもいい」

　寛大さと尊大さの中間にある笑顔を作るグラシカルに、ディガンが食ってかかった。

「なぜ貴様に許しを得る必要がある!?　大体、逆だ!!　この小娘がオレ様の側にいたがっているんだ!!　ついさっきも、どんなことがあってもあなたの側にいたい、と泣いてすがってきたんだからな!!」

「泣いてませんけど!?　……ああ、でも、まあ、いいですよ、もうそれで……私が大人になってあげますよ……」

　もうすっかり、いつものディガンだ。毎度の掛け合いを聞いていると、自分のおかしな気分への戸惑いもすぐに消えてしまった。

　と、指先に暖かいものが触れる。

「エリッセ」

「ひゃっ!?　ディ、あれ、ハーシエルくん？」

　またディガンかと思ってびっくりしたが、違った。エリッセの手をきゅっと握にぎっているのは、ハーシエルだった。

　物言いたげな瞳に奇妙な圧力を感じながら、エリッセはまずは礼を述べた。

「あの、ハーシエルくん、ありがとう……来てくれて」

　ばたばたしすぎてハーシエルのことが後回しになっていたが、今夜彼の身に起こった重大事を忘れている訳ではない。

「……その、ティリス先生にいいところを見せるためでも、来てくれて嬉うれしいよ」

　ティリスに引っぱたかれ、立ち去ったハーシエル。あのまま退団してしまうことさえ危き惧ぐしていたが、こうして追ってきてくれたのは、名めい誉よ回復をしたいからだろう。

「だから私も、ティリス先生と仲直りするのに協力するね。大丈夫、ティリス先生は、ハーシエルくんのことを好きだから!!　ただえっと、ちょっと、ちょっとだけ急ぎすぎたんだよ。まずはちゃんと謝って……、ハーシエルくん？」

　友人として力になると宣言したところ、ハーシエルがもっと力を込めて手を握ってくる。青い瞳に、今まで自分には向けられたことのない光が宿っていることにエリッセは気づいた。

「僕は、エリッセのことが心配だから追いかけて来たんだ。ティリス先生のことは関係ない」

「……え？」

　一瞬真っ白になった頭に、質問が矢継ぎ早に叩き込まれる。

「ねえエリッセ。エリッセは、年下は嫌い？」

「ど、どど、どっちかっていえば年上が」

　反射的に返事をすると、ハーシエルは一瞬舌打ちでもしそうな表情になった。

「やっぱりか、まあいいや。じゃあ背が低いのはだめ？　数年内には絶対抜いてみせるから、それ前提に考えてほしいんだけど」

「いや、ハーシエルくん、何言ってるの!?」

　ようやく我に返ったエリッセはハーシエルの手を振り払おうとしたが、巧たくみに絡からめられた指先は外はずれない。

「や、やだもう、みんなして私をからかって！　演技だよね、分かってるから、もうやめよう？　お互い疲れてるんだから、ね？　ね？」

「ディガンなんかと一緒にしないで。僕が噓うそをついているように見える？」

　見えないから、どうにかしてごまかそうとしているのだ。異常事態に気づいて、ディガンとグラシカルがこちらを向いた。

「おい、どうしたマセガキ、何をふざけている……？　その小娘は、オレ様だけと生しよう涯がい一緒にいたいと言ったばかりなんだぞ」

「僕もてっきり、少しでもイメージアップをしようとしてついてきたんだと思っていたけど……ハーシエル、ティリス先生の件は君の自じ業ごう自じ得とくだろう？　つらい気持ちは分からないでもないけど、現実逃とう避ひにエリッセを巻き込んではいけないよ。馬鹿なことを言っていないで、彼女から離れなさい」

　異い口く同どう音おんに諭さとされたハーシエルは、きっと二人を睨んで言い放った。

「ディガンだって、ショナエルのことが好きなくせに。グラシカル先生だって、国王陛下のことが好きなくせに!!　二人ともエリッセを恋人にしようなんて思ってないくせに、都つ合ごうのいいことばかり言うな!!」

　ストレートな非難に、ディガンとグラシカルは吞のまれたように押し黙った。エリッセも二人が全く反論しないことに、ずきんと胸が痛むのを感じてしまう。

「い、いや、何考えてるの私、私は別にお二人の恋人になりたい訳じゃないんだから……」

　そもそも団内恋愛は禁止、と自分に言い聞かせるエリッセを、ハーシエルは痛いほどまっすぐに見つめる。

「エリッセ、僕はずるくて汚い大人の男なんかと違って、君と他の誰かを天てん秤びんにかけたりしないよ。心に描く女性は、いつだってひとりだけだ。ねえ、僕のことが嫌い？」

「大人の武器と子供の武器を使い分けてる時点で、もう結構ずるくて汚い男だと思うよ、ハーシエルくん……!!」

　ここで流されてはいけない、ハーシエルのためにもならない。懸けん命めいに反論を試みるエリッセの手を、ハーシエルは両手で取った。

「お願いだよ。君にまで拒こばまれたら、僕はもう、どうしていいのか分からないよ……！」

　家族に拒まれ、ティリスに拒まれたハーシエルに、身の置き所がないことはエリッセも分かっている。ティリスの件は自業自得だが、必死になってすがられると心は揺らいだ。

「側にいてよ。僕を助けて。最初は友達でいいから、ねえ、頼むよ、エリッセ……!!」

「いや、友達以上に発展することはないって……!!」

「えりっせぇ……」

　うるうると、ハーシエルの眼が潤うるむ。ずるい、卑ひ怯きようだ、これにティリス先生もやられたんだと思いながらも、エリッセは根負けしてうなずいた。

「う、う、と、友達なのは事実だよね、お互いにとって数少ない……」

　万年六等星と孤こ高こうの天才少年。互いにある種の特別だった二人は、差がありすぎて妬ねたみが絡まないという理由から元々仲が良かった。一番の理由はティリスとエリッセの仲がいいからだったが、今それを口に出すべきではないだろう。

「ありがとう、エリッセ、大好きだ……!!」

　晴れやかに、ハーシエルが笑う。無む邪じや気きな笑みにつられ、はははと乾いた笑みを浮かべているエリッセに、ディガンの通信術が届いた。

『おい、お前はやっぱりこのマセガキにも気があったのか、小娘』

『ありませんってば！　でも、シリウスを力で突っぱねるのも難しいですし……それにハーシエルくんは、今はちょっとすねてるだけです。だってどう考えても、私に本気な訳ないじゃないですか』

　同じく通信術で応じながら、エリッセは冷静に判断を下した。

『傷ついて疲れてるから、ちょっと休きゆう憩けいしたくなってるだけです。ティリス先生だって、結婚はまだ考えられないでしょうけど、ハーシエルくんのことが嫌いな訳ないですし……お互いに頭が冷えたら、すぐに元に戻りますって』

　すねて、疲れて、とりあえず手近なものにすがっただけだ。ティリスへの当てつけの意味もあるのかもしれないし、シリウスの座を摑つかむまでの情熱を傾かたむけた相手を、このハーシエルが簡単に諦あきらめるとは思えない。

「じゃあエリッセ、戻ろうよ。転移の術はしんどいし、君の体にも負担がかかるから、飛翔術を使うね」

　残りの二人を無視して、ハーシエルはうきうきとエリッセに話しかけてくる。

　残念で面倒くさい男とばかり接していたエリッセにとって、ハーシエルの素直な愛情表現は新しん鮮せんだ。年下の男の子って可愛かわいいな、と思った矢先、

「ねえエリッセ、ところで君の部屋ってどこだっけ？」

「え？　女子寮りようだけど」

「女子寮か……あんな使い古しの、硬かたくて狭せまいベッドで眠るのはしんどいだろう？　今夜は僕の部屋に招しよう待たいするね。いい部屋だよ、二人でもぐっすり眠れる」

「え……、ひゃあっ!?」

　いきなりの招待に戸惑うエリッセの体が、ぐいっと引っ張られる。ディガンとグラシカルが彼女の両手首をそれぞれ摑んで、力いっぱいハーシエルから引きはがしたのだった。

「小娘、そのマセガキを、他のガキと一緒に考えないほうがいいぞ？」

「残念ながら、ディガンの意見に僕も賛成だよ。殊しゆ勝しように見せてるけど、エリッセも薄々分かっているよね？　彼は陛下を脅おどして、ティリス先生に婚約を迫せまったんだよ？」

　二人の鋭するどい眼光を浴あびて、ハーシエルは悲しそうな顔をした。

「エリッセ、意地悪な大人たちが、自分のことを棚たなに上げて僕をいじめる……」

「ま、まあまあ、ディガンさんもグラシカル先生も、大人げないですよ。ハーシエルくんも、ほら、冗じよう談だんで言ってるんだよね？　ね？」

　ハーシエルが幾いく度どとなくティリスを自分の部屋に引っ張り込もうとしていたことを、エリッセは思い出した。冗談だ、冗談に決まっていると思いながら、三人の顔を見回す。

「あー、じゃあ、ハーシエルくんの術で全員送ってもらいましょうよ。ハーシエルくん以外は、みんな〈煌〉を使い尽つくしてるに近いから……お願いできる？　ハーシエルくん」

「エリッセのお願いなら……」

　渋しぶ々しぶハーシエルがうなずく。素直な態度に、自分は間違っていなかったことを確信し、エリッセはほっと息を吐いた。







「うう、本当にごめんなさいディガンさん、私が間違っておりました……」

「気づくのが遅おそいんだ馬鹿小娘が」

『星合』が終わってから五日目の夕暮れ時、女子寮の入り口にて、エリッセはディガンに平身低頭していた。

　ディガンの怒りとルトエが倒れたことが怪け我がの功こう名みようとなり、二大強国からの理り不ふ尽じんな要求はひとまず収まった。まだ最終回答は出ていないそうだが、特にエリッセの気分を害せば彼女の力は使えないことを考こう慮りよしたのだろう。少なくとも〈太陽〉も『暗黒星』もシリウスも全部寄よ越こせ、とは言わないだろうとグラシカルは教えてくれた。

　差し当たって、『星合』については一段落。しかし回復が思わしくないリューナーが〈導きの灯〉内に残っているなど、懸け念ねん材料は散見され、中でもハーシエルとの件は影えい響きようが大きい。

　エリッセを次の目標と見定めた天才少年の行動は徹てつ底ていしていた。ティリスとの婚約破は棄きを宣言、エリッセへの好意を隠しもせず、毎日のように自分の部屋へ引っ張り込もうと誘さそってくる。

　昨日からは、「じゃあ僕が、そっちに行くよ」と言い出して、女子寮に入り込もうとする始末。まだ何が起こるか分からないからと、エリッセの護衛についているディガンと押し問答の末、先ほどようやく帰ったのだ。

「……とはいえ、オレ様もグラシカルも、あの小僧がここまでお前に執しゆう着ちやくするとは予想外だったけどな。それだけ、傷が深いのか」

　ため息交まじりのディガンの言葉に、エリッセも肩を落として続く。

「ハーシエルくんが他の人を追い払ってくれるんで、そこは結構助かってるんですけどね……」

　またも派手に〈太陽〉の力を披ひ露ろうする羽は目めになったエリッセとお近づきになろうとする人間は引きも切らない。だがぴったり彼女にくっついているハーシエルが、片かたっ端ぱしから「僕の女に近づくな」と追い払ってくれるのだ。ありがたい部分もあるが、だからといってこのまま「僕の女」になる訳にはいかない。

「トールズ侯こう爵しやく家けから招待状は来るし……ティリス先生にまで、ハーシエルくんをよろしくって言われちゃうし……」

　ティリスの時と違い、ハーシエルの生家はエリッセとの仲にはやたらと好意的だった。ティリス本人には少しだけ複雑な表情で「あなたたちなら、年も近いしね」と微笑まれてしまうし、どうしたらいいのか分からない。

「授業にまでついて来られることがなくなってきたから、もうそろそろ飽あきてくれるとは思うんですけどね。下へ手たに話が広まると、ハーシエルくんもですけど、私のダメージもひどくなる一方なんで……」

　これ以上周りに悪影響が出ないうちに、こんな茶番は終わらせたい。うんざりしつつもつぶやくと、ディガンは真ま面じ目めな顔で楽観論を否定した。

「いや、そうとも限らんぞ」

「え？」

「昼間、お前が授業に出ている間、グラシカルがひそかにハーシエルを見張っていたんだ。やつの話によると、あのマセガキ、資料館に出入りしているらしい」

「資料館って、あの、私たちが初めて会った……？」

　文字通り、〈星〉にまつわる様々な資料を集めたその建物は、昇星試験の最中には賑にぎわう。だがすでに一等星のハーシエルに、試験を受ける必要はないはずだ。

　小首を傾かしげるエリッセに、ディガンが理由を教えてくれる。

「やつはどうやら、年ねん齢れいと身長のハンデを無理やり克こく服ふくする気らしいぞ。……肉体の成長を促うながす術を、研究しているそうだ」

「ひいっ!?」

　思わぬ言葉に、エリッセは眼を剝むいた。

　すべてにおいて恵まれた天才少年は、「少年」であることをひどく気にしている。あと数年もすれば勝手に成長するのだから、と外野がいくら言っても意に介さず、自分より年上で背の高い男を毛嫌いしてきた。

「実は以前からオレ様に、術の創作方法についてアドバイスを求めてきていたんだ。オレ様の偉い大だいさを悟さとり、教えを乞う態度は悪くないと思い、時々話を聞いてやっていたが……今後は適当な噓を教えたほうがよさそうだな」

「ぜ、ぜひお願いします……!!」

　青くなって、エリッセは頼み込んだ。

　すでにある術をアレンジするのも難しいが、まるで新しい術を作るとなると、その難なん易い度どは桁けた違ちがいに跳はね上がる。しかし天才ハーシエルが、禁きん呪じゆ『暗黒星』の創始者として名高いディガンに師事したら……

　肉体的にディガンやグラシカルと同等になったハーシエルに迫られる悪夢に、エリッセはぞっと総毛立った。リゼインなどは「ハーシエルくんが一番全部の要素のバランスがいいよ、彼にしちゃいなよ！　年下もいいじゃない!!」などと気軽に言ってくれるが、恐怖しか感じられない。

　ましてやハーシエルの気持ちが、ティリスから完全に離れた訳ではないことにエリッセは勘づいていた。正面切ってティリスの話題を振っても全く乗ってこないが、何かの拍ひよう子しに彼女と顔を合わせるたび、ハーシエルは意地になったように担当教師を無視している。

　そう、彼の担当教師はまだティリスなのだ。その理由を聞けば、ハーシエルはなんでもないように答えてくれた。

『担当教師を変えない理由？　バルガス先生とかが、じゃあ自分がってうるさく騒さわぎ立てるに決まってるからだよ。どうせ僕はあくせく授業に出る必要もないんだし、誰だっていいんだから、ほっといてくれる人にしておいたほうが問題はない』

「それより僕の部屋へ」が始まったので、話はうやむやになってしまったが、「ほっといてくれる」とティリスを評した時に一瞬垣かい間ま見えた顔。迷子の子供のような心細そうな表情を見る限り、希望はある。

　でもその前に、致ち命めい的てきな間違いが起こってもらっては困る。団内恋愛は禁止だが、いつか好きな人と結ばれたい、程度の夢はエリッセだって持っているのだ。

「ディガンさん、あともうひとつお願いです!!　これからしばらく、夜は私の部屋で過ごしてもらえませんか？」

「……ああ!?」

『暗黒星』作成時のことでも考えていたのか、難しい顔をしていたディガンは、突然の頼み事に度ど肝ぎもを抜かれたようである。

「お前の部屋……、馬鹿、お前、女子寮住まいだろうが!?」

〈導きの灯〉の女子寮は、特別な許可がない限り男子禁制だ。許可が出る時も大抵、急病人が出たなどの非常時のみである。

「だって、このまま部屋に戻ったら、私はひとりになるんです。万が一、万が一ですけど、ハーシエルくんが忍しのんできたりしたらと思うと、私……!!」

　考えすぎだとは思うが、成長促そく進しん術を作成しようとするあたり、天才少年の思考は常人には計はかり知れない。新たな術を創作するよりも、既き成せい事実を作ったほうが早いと考えても不思議はない。

「そ、そんなもの、ここの星団長にでも頼んでどうにでもしてもらえ！　大体なんでオレ様に頼むんだ、グラシカルでも呼べばいいだろう!?」

　鼻の頭を押さえ、わめくディガンにエリッセは取りすがった。

「だってディガンさんは、前にも女子寮に無断侵しん入にゆうしてるから、今さらでしょう!?　グラシカル先生にそんなことはさせられな、いったぁ!!」

　額ひたいをべしっと弾はじかれて、エリッセは悲鳴を上げて引き下がる。そんな彼女を忌いま々いましそうに睨んだディガンは、「結局お前は、まだまだグラシカルのものじゃないか」と小さく独りごちた。

　そしていきなり、厳おごそかに表情を引き締めた。金の瞳が底光りを始めている。

「禁呪には、いろいろなものがある」

『暗黒星』をはじめとして、世界には様々な意味で禁じられた術があることはエリッセも知っている。昇星試験にもよく出てくるからだ。

　不老不死だの生き返りだのは、存在自体がおとぎ話の眉まゆ唾つば物ものである。だが、例えばハーシエルが作ろうとしているような成長を促進させる術は、動植物相手のものならいくつか創作されている。

「ちょ……あの、ディガンさん、ハ、ハーシエルくんを『暗黒星』で喰らってほしいとか、そういうことを頼んでるんじゃないですからね……？」

　嫌な予感を覚えたエリッセは先手を打とうとしたが、ディガンの考えは違った。

「お前を男にしてやろう、小娘」

「……へ？」

　斜ななめ上の答えに脱だつ力りよくし、ぽかんとしてディガンを見上げれば、彼は何やらすっきりした顔をしている。

「ああ、そうだそうだ、それがいい!!　そうすればすべてが丸く収まる!!　お前が小こ僧ぞうなら、オレ様もなんの遠えん慮りよもなく扱うことができるしな!!」

「今までだって大して遠慮してるようには見えませんでしたが!?」

　突っ込んでも、ディガンは小気味よさそうな笑みを浮かべるだけだ。

「性転換の術は、昔誰かが作ったやつがあったはずだ。だが、『暗黒星』同様、すべての資料が残されてはいないだろう……これは忙しくなってきたぞ。さらばだ小娘!!」

　やはり天才の思考に、凡ぼん人じんはついていけない。意気揚よう々ようと去っていこうとするディガンを、エリッセは慌てて引き留める。

「待って、嫌です、その解決法は嫌!!　せめて小娘ではいたいです!!　待って下さいったらぁぁぁ!!」

　そんなことになったら、本気でククリチアあたりとの結婚を推おし進められかねない。半泣きのエリッセに手を引っ張られながら、ディガンは楽しそうに笑っていた。
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　夕ゆう映ばえの中、エリッセはいつまでもディガンと楽しそうにじゃれている。少なくとも、自分にはそう見える。

　女子寮りようの陰かげに立ち、しばらく二人のやり取りを見ていたセスは、いたたまれなくなってふいと眼を逸そらした。

「……ふん、なんだ、例のシリウスにつきまとわれて困ってるって話だったけど、おっさんナイト付きかよ。つまんねーの……」

　怪け我がも癒いえた手の平を、セスはぎゅっと握にぎった。対ジャノン戦で負おった傷は体からは消えたが、心の傷はまだ生なま癒いえだ。

「……礼なんか、もう言わなくてもいいよな。どうせ俺のことなんか、頭にないだろうし……」

　ジャノンから助けるつもりで、なんの役にも立てなかった。あれよあれよという間に特別な少女になってしまったエリッセの側に、もう自分の居場所はないのだ。

「別に、あんなしょうもない女、おっさんにくれてやってもいいけどな……」

　虚きよ勢せいを張って踵きびすを返そうとしたセスは、ぎょっとして足を止めた。見覚えのある長ちよう髪はつの男が、すぐ側に立っていたからだ。

「この間は世話になったな、セス」

　ダークグレイの長い髪かみをひとつに縛しばり、半はん袖そでのシャツを着た気楽な服装。うっかり〈導みちびきの灯ひ〉に迷い込んだ近所の若者、という風ふう体ていだが、独特の華はなを備えた精せい悍かんな顔は間ま違ちがいない。

「あっ……、あなたは……、むぐ」

「おっと、静かにしてくれよ。散歩の途中でレドレリカの見張りをまいてきたんだ、見つかると面倒なことになる」

　リューナー・ギガンスティはセスの口をふさぎながら、器用にウインクしてみせた。その後ろで、帝王と似たような格好をさせられた銀髪の青年が、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしているのとは対照的だ。

「見張りって……あなたは確か、怪け我がをして療りよう養よう中ちゆうでは？　それにあの、困ります、俺、あまり面倒なことには」

　この間はいきなりギガンスティの帝王に声をかけられて動どう揺ようし、つい案内してしまったが、後で担当教師にこってり絞しぼられたのだ。ロージナウに面倒な生徒を押しつけられた、と面と向かって零こぼされて、傷ついた自尊心がまたじくじくと血を流し始めている。

　だがリューナーは、セスの困こん惑わくなど気にした風なく、いきなり彼を褒ほめ始めた。

「あのエリッセだって、俺の顔をひと目見ただけでは分からなかったのに、お前は最初からちゃんと俺を識別してくれた。俺の情報はあまり南部同盟には渡っていないはずなのに、さすがだ」

「別に……たまたま、です。バルガス先生が、あなたの資料を持っていたから……」

　実際、セスがリューナーの顔を知っていたのは単なる偶ぐう然ぜんである。元担当教師のロージナウの資料整理を手伝っている最中、〈煌キラ〉によって紙に焼きつけられたその顔を見ていたに過ぎない。

　後のちに、エリッセの能力を狙ねらっているのがギガンスティ帝国の人間らしいと悟さとり、こっそり同じ資料を再読した。だからよく覚えていた。それだけのことだ。

「ふうん、なるほど、バルガスのな」

　意味ありげにつぶやいたリューナーが、ぐいとセスの腕うでを引いた。

「じゃあ行こう、セス」

「え!?　な、なんですか、俺はもう部屋に帰って寝るんで……!!」

　これ以上面倒ごとに巻き込まれるのは真まっ平ぴらだ。恵まれた才能を持たない人間が、特別な超人たちの争いに足を踏ふみ込めばどうなるかは、すでに思い知った。

　必死に抗あらがうセスの腕を強く摑つかんだまま、リューナーがそっとその耳元にささやく。

「まあまあ、いいじゃないか。バルガスともうひとりは、先に来て待っている」

「……バルガス先生？」

　自分を見捨てた元担当教師。なぜ彼の名が出てくるのか分からず、混乱するセスを見るリューナーの瞳が、金を帯び始めていた。

「お前を馬ば鹿かにしてきた連中を、見返してやりたくないか？」

　生癒えの心の傷に、甘い言葉が染みていく。動きを止めたセスの手を、リューナーはゆっくりと外はずした。

「俺は見返してやりたい。いつまでも、『贖しよく罪ざいの王』でいるつもりはない」

　砕くだけた調子から一転、近寄りがたいほどの強い決意をみなぎらせて宣言すると、リューナーはそのまま歩き出した。銀髪の青年も、音もなくその後ろを追っていく。

「セス、お前を誘さそうのは、これ一度きりだ。見下す側の人間になりたいなら、ついて来い」

　夏の夜空の下、悠ゆう々ゆうと歩き出すリューナーの背は、一見そのあたりの若者に過ぎない。

　だがセスの眼は、彼が黒と赤の軍服を身にまとい、冷然と命令を下す風景を幻げん視ししていた。別の資料で見た、ギガンスティの初代帝王アスラムと同じ姿だ。

　虐しいたげられた痛みを糧かてに、強者を目指す『贖罪の王』。誰だれに頭を下げることもない自分を目指し、道なき道を歩む誇り高い王。

　在あるべき己おのれの姿が、そこに重なって見えた。

「──待って下さい!!」

　駆かけてくるセスの気配を背中に感じ、金の眼をした帝王はひそやかに微笑ほほえんだ。





終　
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　表紙メンバーが入れ替わってますが、理由は本ほん編ぺんで確認して下さいね！　小お野の上がみ明めい夜やです。「イノセント・スター　地上に輝かがやく太陽と共に」をお読みいただきまして、ありがとうございました!!







　今回は『星せい合ごう』が開かい催さいされ、レドレリカ以外の〈星〉たちも出てきました。一等星がわっと増えましたが、なんていうか、濃こい面めん子つですね。基本的に全員がボケなので、ヒロインひとりが突っ込み役で大変そうです。どなたか他に突っ込みの方はいらっしゃいませんか!!　（必死）




　セスは元天才少年という、たぶん〈導みちびきの灯ひ〉の中には他にもたくさんいそうな立ち位置の子です。年相そう応おうの青さを持つ少年、というのはあまり書いたことがないので楽しかったのですが、本人はかなり苦しそうです。

　本編に正式登場したリューナーは、なぜかウインクキャラになって、あっちこっちでナンパに精を出しています（誤ご解かいを招まねく書き方）。

　双ふた子ご王おうことラドラスとバークレイは、分かりやすいだめな王様でした。ばらばらに出てくれば、案外まともそうな気がしますが、二人揃そろうとどうしても張り合ってしまうようです。しかしロージナウといい、なんでこの話はだめなおじさんが多いんだろう……。

　かといって若い男がまともな訳でもなく、ジークハートは爽さわやかな変へん態たいでしたね。そして若い女がまともな訳でもなく、ククリチアも相当な（略）。……一等星は、相当な精神力がないとなれない地位なんですよ!!




　既き存そんの一等星たちもいろいろで、ハーシエルくんがアクセル全開すぎて着々とだめ人間になっていってるような。て、天才の考えることは凡ぼん人じんには分からないのですね、きっと！　ティリス先生が熱心すぎたのがいけなかったのか……。

　ディガンはいろいろ思い出して悶もん々もんとしたり、妙みように積せつ極きよく的てきになったかと思えばエリッセから行くと引いたり、面倒くさい男です。周りのだめさが増した分、相対的にまともそうに見えてくるのが不思議ですがね!!　グラシカル先生も「……もうこの際、こいつで手を打つか」とか思っていそうです。少なくとも、ちゃっかり再登場した某キャンディさんよりはいいと思っていそう……。




　次巻「イノセント・スター　貴方あなたと見る月は綺き麗れい」は二〇一二年十二月発売予定です。完結巻です!!　じりじりと距離が近づいている太陽と月がどうなっていくのか、最後まで見守って下さればと思います。







　それでは、アニメにゲームにお忙しい中すてきなイラストを描かいて下さるさらちよみ様、ジークハートがやたらと印いん象しよう深いらしい担当・山内様ともども、また次巻でお会いしましょう。





二〇一二年七月　　小野上明夜　　　　　
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